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第
一
節　

現
行
法
と
問
題
意
識

　

我
が
国
の
没
収
刑
は
、
そ
の
物
の
所
有
権
を
剥
奪
し
て
国
庫
に
帰
属
さ
せ
る
刑
罰
で
あ
る）

1
（

。

　

刑
法
に
お
い
て
、
そ
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
、「
犯
罪
行
為
を
組
成
し
た
物
」（
刑
法
一
九
条
一
項
一
号
。
組
成
物
件
）、「
犯
罪

行
為
の
用
に
供
し
、
又
は
供
し
よ
う
と
し
た
物
」（
刑
法
一
九
条
一
項
二
号
。
供
用
物
件
、
供
用
準
備
物
件
）、「
犯
罪
行
為
に
よ
っ
て
生

じ
、
若
し
く
は
こ
れ
に
よ
っ
て
得
た
物
又
は
犯
罪
行
為
の
報
酬
と
し
て
得
た
物
」（
刑
法
一
九
条
一
項
三
号
。
生
成
物
件
、
取
得
物
件
、

報
酬
物
件
）、
生
成
物
件
、
取
得
物
件
、
報
酬
物
件
の
「
対
価
と
し
て
得
た
物
」（
刑
法
一
九
条
一
項
四
号
。
対
価
物
件
）
で
あ
る
。
没

収
刑
は
、
付
加
刑
と
さ
れ
て
い
る
（
刑
法
九
条
後
段
）。
ま
た
、
収
受
さ
れ
た
賄
賂
（
刑
法
一
九
七
条
の
五
）
を
除
け
ば
、
裁
量
的
没
収

（
任
意
的
没
収
）
及
び
裁
量
的
追
徴
（
任
意
的
追
徴
）
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
麻
薬
特
例
法
や
組
織
犯
罪
処
罰
法
は
、
没
収
の
対
象
を
「
財
産
」
と
し
、
有
体
物
に
限
定
し
て
い
な
い
（
麻
薬
特
例

法
一
一
条
、
組
織
犯
罪
処
罰
法
一
三
条
）。
ま
た
、
不
法
財
産
と
そ
れ
以
外
の
財
産
が
混
和
し
た
財
産
（
混
和
財
産
）
の
没
収
を
認
め
て

い
る
（
麻
薬
特
例
法
一
二
条
、
組
織
犯
罪
処
罰
法
一
四
条
）。
さ
ら
に
、
一
部
で
必
要
的
没
収
及
び
必
要
的
追
徴
を
定
め
て
い
る
（
麻
薬

特
例
法
一
一
条
一
項
、
一
三
条
一
項
、
組
織
犯
罪
処
罰
法
一
三
条
四
項
、
一
六
条
三
項）

2
（

）。
加
え
て
、
麻
薬
特
例
法
に
お
い
て
は
、
薬
物
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犯
罪
収
益
の
推
定
規
定
が
置
か
れ
て
お
り
（
麻
薬
特
例
法
一
四
条
）、
犯
罪
行
為
と
当
該
財
産
の
関
係
に
つ
い
て
の
立
証
の
負
担
を
軽
減

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
少
年
法
に
は
没
取
が
規
定
さ
れ
て
い
る
（
同
法
二
四
条
の
二
）。
没
収
と
は
異
な
り
、
刑
罰
で
は
な
い
た
め
、
没
取
と
い
う
用

語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
没
取
対
象
は
刑
法
の
没
収
対
象
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
我
が
国
の
没
収
刑
は
、
犯
罪
行
為
が
な
さ
れ
て
有
罪
判
決
が
確
定
す
る
こ
と
が
そ
の
賦
科
の
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
犯
罪
行
為
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
明
確
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
何
者
か
に
有
罪
判
決
が
な
さ
れ
て
確
定
し
て
い
な
い
以
上
、

犯
人
が
不
明
で
あ
っ
た
り
、
所
在
不
明
で
あ
っ
て
検
挙
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
死
亡
し
て
い
た
り
し
て
い
る
場
合
、
さ
ら
に
は
微
罪

処
分
（
刑
訴
法
二
四
六
条
但
書
）
や
起
訴
猶
予
処
分
（
同
法
二
四
八
条
）
と
さ
れ
た
り
し
て
有
罪
判
決
が
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、

例
え
ば
、
殺
人
に
利
用
さ
れ
た
凶
器
と
し
て
の
ナ
イ
フ
を
供
用
物
件
と
し
て
没
収
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
没
収
に
類
似
す
る

処
分
を
行
な
う
こ
と
は
予
定
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
正
当
防
衛
（
刑
法
三
六
条
一
項
）
な
ど
に
よ
っ
て
違
法
性
が
阻
却
さ
れ
た
り
、

心
神
喪
失
（
刑
法
三
九
条
一
項
）
に
よ
っ
て
責
任
が
阻
却
さ
れ
た
り
し
て
犯
罪
不
成
立
と
な
り
、
無
罪
の
判
決
が
な
さ
れ
た
場
合
も
同

様
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
心
神
喪
失
者
医
療
観
察
法
に
お
い
て
も
変
わ
り
が
な
い
。

　

犯
罪
行
為
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
明
確
で
あ
る
以
上
、
当
該
行
為
に
関
連
す
る
物
を
社
会
内
に
放
置
し
て
お
く
こ
と
は
妥
当
で
な
い
。

ま
た
、
違
法
性
や
責
任
が
欠
け
る
た
め
、
刑
法
上
、
犯
罪
が
成
立
し
な
く
と
も
、
原
則
と
し
て
違
法
性
が
推
定
さ
れ
る
禁
止
す
べ
き
行

為
と
さ
れ
て
い
る
構
成
要
件
に
該
当
す
る
行
為
が
行
な
わ
れ
た
場
合
も
同
様
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
視
点
は
こ
れ
ま
で
そ
れ
ほ
ど
議
論
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
没
収
は
ど
の
よ
う
な
目
的
を
有

す
べ
き
で
あ
る
の
か
。
本
章
で
は
、
我
が
国
に
お
け
る
沿
革
や
性
格
を
巡
る
議
論
を
踏
ま
え
た
上
で
、
没
収
刑
の
目
的
や
あ
り
方
を
考

察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
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没
収
刑
の
性
格
に
関
す
る
議
論

一
、
没
収
刑
の
実
質
的
性
格

　

没
収
刑
は
、
形
式
的
に
は
刑
罰
で
あ
る
（
刑
法
九
条
）。
し
か
し
、
そ
の
実
質
的
な
性
格
に
つ
い
て
、
保
安
処
分
的
性
格
と
刑
罰
的
性

格
が
あ
る
と
さ
れ
て
き
た）

3
（

。
こ
こ
で
、
保
安
処
分
的
性
格
と
は
、
没
収
対
象
物
の
持
つ
社
会
的
危
険
性
を
防
止
す
る
た
め
に
当
該
対
象

物
を
除
去
す
る
点
を
と
ら
え
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
刑
罰
的
性
格
と
は
、
犯
罪
行
為
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
財
産
的
利
益
を
犯
罪
者

か
ら
剥
奪
す
る
点
を
と
ら
え
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
分
類
は
、
ド
イ
ツ
法
に
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
ま
ず
、
ド
イ
ツ
法
の
没

収
規
定
に
つ
い
て
簡
潔
に
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

二
、
ド
イ
ツ
法
の
没
収
規
定

　

ド
イ
ツ
刑
法
典
は
、
財
産
没
収
（Einziehung
）
と
利
得
没
収
（V

erfall

）
を
規
定
し
て
い
る）

4
（

。

　

ま
ず
、
財
産
没
収
の
対
象
と
な
る
の
は
、
故
意
行
為
が
実
行
さ
れ
た
際
、
そ
の
実
行
又
は
準
備
に
よ
っ
て
生
じ
る
か
、
そ
の
用
に
供

す
る
た
め
の
方
法
に
よ
っ
て
用
に
供
さ
れ
た
客
体
で
あ
る）

5
（

。

　

財
産
没
収
を
行
な
う
た
め
に
は
、
原
則
と
し
て
、
①
正
犯
者
又
は
共
犯
者
が
判
決
時
に
当
該
客
体
の
所
有
権
又
は
権
利
を
有
し
て
い

る
か）

6
（

、
②
当
該
財
産
の
種
類
又
は
そ
の
置
か
れ
た
状
況
の
た
め
に
公
共
に
危
険
が
生
じ
る
か
、
違
法
行
為
の
実
行
の
用
に
供
せ
ら
れ
る

で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
危
険
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

7
（

。
②
の
危
険
が
あ
る
場
合
、
行
為
者
が
有
罪
判
決
を
受
け
て
い
な
く
と

も
、
財
産
没
収
は
な
さ
れ
う
る）

8
（

。
ま
た
、
例
外
的
に
法
律
が
そ
の
適
用
を
求
め
る
場
合
、
③
判
決
時
に
第
三
者
が
客
体
の
所
有
権
又
は
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権
利
を
有
し
て
い
る
と
き
で
あ
っ
て
も
、
⒜
犯
罪
行
為
又
は
準
備
の
用
に
供
さ
れ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
関
与
す
る
に
当
た
っ
て
、
少

な
く
と
も
軽
率
で
あ
っ
た
と
き
か）

9
（

、
⒝
財
産
没
収
が
認
め
ら
れ
る
に
至
る
事
情
に
つ
い
て
知
り
つ
つ
不
正
に
客
体
を
得
た
の
で
あ
れ
ば）

10
（

、

財
産
没
収
が
な
さ
れ
う
る
。

　

財
産
没
収
に
当
た
っ
て
は
比
例
原
則
が
適
用
さ
れ）

11
（

、
裁
量
的
に
科
さ
れ
る
に
留
ま
る
。

　

財
産
没
収
の
対
象
と
な
る
客
体
が
譲
渡
又
は
費
消
な
ど
の
理
由
に
よ
り
没
収
が
で
き
な
い
場
合
、
客
体
の
価
値
に
相
当
す
る
金
額
が

没
収
さ
れ
る）

12
（

。
そ
れ
ら
の
価
値
が
不
明
で
あ
る
と
き
に
は
、
そ
れ
ら
を
推
計
の
上
、
没
収
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る）

13
（

　

裁
判
所
に
よ
り
財
産
没
収
が
命
じ
ら
れ
た
場
合
、
判
決
の
確
定
に
よ
り
、
第
三
者
の
有
す
る
権
利
以
外
は
国
家
に
移
転
す
る）

14
（

。

　

第
三
者
が
所
有
す
る
財
産
が
財
産
没
収
さ
れ
た
場
合
、
公
正
な
市
場
価
値
を
考
慮
し
て
国
庫
か
ら
金
銭
的
補
償
を
受
け
る
こ
と
に
な

る）
15
（

。
も
っ
と
も
、
③
⒜
軽
率
で
あ
っ
た
と
き）

16
（

、
⒝
知
情
の
と
き）

17
（

に
加
え
て
、
⒞
補
償
し
な
い
こ
と
が
正
当
化
さ
れ
る
と
き）

18
（

に
は
、
補
償

さ
れ
な
い
。

　

こ
れ
に
対
し
、
利
得
没
収）

19
（

の
対
象
と
な
る
の
は
、
正
犯
者
又
は
共
犯
者
が
違
法
行
為
の
実
行
行
為
に
対
し
又
は
そ
の
行
為
か
ら
得
た

客
体
（etw

as

）
で
あ
っ
て
、
被
害
者
が
請
求
権
を
行
使
し
な
い
も
の
で
あ
る）

20
（

。
こ
こ
で
、
客
体
と
は
、
正
犯
者
又
は
共
犯
者
に
も
た

ら
さ
れ
る
財
産
の
経
済
的
価
値
の
あ
ら
ゆ
る
向
上
自
体
を
言
い
、
有
体
物
だ
け
で
な
く
、
権
利
も
含
む）

21
（

。
か
か
る
客
体
を
第
三
者
が
得

た
場
合
も
同
様
で
あ
る）

22
（

。
ま
た
、
利
得
没
収
の
対
象
は
、
か
か
る
客
体
か
ら
由
来
し
た
利
益
に
ま
で
及
ぶ）

23
（

。
さ
ら
に
、
か
か
る
客
体
が

譲
渡
さ
れ
て
得
ら
れ
た
り
、
破
壊
（Zerstörung

）、
損
壊
（Beschädigung

）
又
は
損
耗
（Entziehung

）
の
代
償
と
し
て
得
ら

れ
た
り
、
得
ら
れ
た
権
利
に
基
づ
い
て
得
ら
れ
た
り
し
た
客
体
に
つ
い
て
も
利
得
没
収
の
対
象
と
な
る）

24
（

。

　

こ
れ
ら
に
加
え
て
、
利
得
没
収
の
特
別
の
形
態
と
し
て）

25
（

、
拡
張
利
得
没
収
（erw

eiterter V
erfall

）
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
拡
張

利
得
没
収
は
、
薬
物
犯
罪
な
ど
法
律
に
よ
っ
て
そ
の
適
用
が
指
示
さ
れ
て
い
る
違
法
な
行
為
が
行
な
わ
れ
た
場
合
、
当
該
行
為
か
ら
正
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犯
者
又
は
共
犯
者
に
帰
属
す
る
客
体
が
得
ら
れ
た
こ
と
を
立
証
で
き
な
く
と
も
、
違
法
行
為
に
関
し
て
又
は
違
法
行
為
か
ら
得
ら
れ
た

こ
と
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
利
得
没
収
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
も
の
で
あ
る）

26
（

。
特
定
の
違
法
行
為
と
特
定
の
客
体
と
の
因
果
関

係
の
立
証
が
組
織
犯
罪
な
ど
に
お
い
て
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
立
証
を
求
め
ず
、
何
ら
か
の
違
法
行
為
と
客
体
と
の
因
果
関
係

が
立
証
さ
れ
れ
ば
足
り
る
と
す
る
こ
と
で
、
組
織
犯
罪
の
撲
滅
を
目
指
そ
う
と
し
て
い
る）

27
（

。

　

利
得
没
収
は
、
そ
の
対
象
者
に
と
っ
て
不
適
切
に
苛
酷
で
あ
る
場
合
を
除
き）

28
（

、
必
要
的
に
行
な
わ
れ
る
。

　

利
得
没
収
の
対
象
と
な
る
客
体
の
性
質
又
は
そ
の
他
の
理
由
に
よ
っ
て
当
該
客
体
の
没
収
が
で
き
な
い
場
合
、
代
償
と
し
て
得
ら
れ

た
客
体
の
没
収
が
な
さ
れ
な
い
場
合
、
得
ら
れ
た
客
体
の
価
値
に
相
当
す
る
金
額
が
没
収
さ
れ
る）

29
（

。
得
ら
れ
た
客
体
の
範
囲
及
び
価
値

並
び
に
被
害
者
の
請
求
権
の
額
が
不
明
で
あ
る
と
き
に
は
、
そ
れ
ら
を
推
計
の
上
、
没
収
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る）

30
（

。

　

裁
判
所
に
よ
り
利
得
没
収
が
命
じ
ら
れ
た
場
合
、
判
決
が
確
定
す
る
ま
で
暫
定
的
に
譲
渡
禁
止
効）

31
（

及
び
譲
渡
以
外
の
処
分
禁
止
効
が

及
ぶ）

32
（

。
判
決
の
確
定
に
よ
り
、
第
三
者
の
有
す
る
権
利
以
外
は
国
家
に
移
転
す
る）

33
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
故
意
行
為
に
お
け
る
供
用
、
生
成
に
関
す
る
客
体
が
財
産
没
収
の
対
象
と
さ
れ
る
一
方
、
取

得
、
報
酬
、
対
価
に
関
す
る
客
体
が
幅
広
く
利
得
没
収
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
財
産
没
収
が
裁
量
的
で
あ
る
の
に
対
し
、

利
得
没
収
は
必
要
的
と
さ
れ
て
い
る
。

　

財
産
没
収
が
故
意
行
為
に
関
係
し
た
財
産
や
公
共
に
危
険
を
も
た
ら
す
財
産
を
剥
奪
し
よ
う
と
す
る
の
に
対
し
て
、
利
得
没
収
は
違

法
行
為
に
よ
る
利
得
を
関
与
者
の
手
に
残
さ
な
い
こ
と
を
目
指
し
て
い
る）

34
（

。
財
産
没
収
と
利
得
没
収
は
、
そ
の
対
象
と
す
る
客
体
の
性

質
が
異
な
っ
て
お
り
、
そ
の
点
で
区
別
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
性
格
に
つ
い
て
見
る
と
、
財
産
没
収
が
保
安
処
分
的
な
性
格
を
有
す
る
一

方
、
利
得
没
収
は
刑
罰
的
な
性
格
を
有
す
る
と
言
っ
て
よ
い
。
も
っ
と
も
、
財
産
没
収
に
関
し
て
は
、
故
意
行
為
が
前
提
と
さ
れ
て
い

る
上
、
裁
量
的
で
あ
り
、
全
て
の
危
険
な
財
産
が
没
収
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
保
安
処
分
的
性
格
が
貫
徹
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難



 

一
四
二

い
面
が
あ
る
。

三
、
我
が
国
に
お
け
る
議
論

　

こ
う
し
た
法
制
に
影
響
を
受
け
、
我
が
国
の
没
収
の
物
件
を
保
安
処
分
的
性
格
を
有
す
る
も
の
と
刑
罰
的
性
格
を
有
す
る
も
の
と
に

峻
別
す
る
見
解
が
あ
る）

35
（

。

　

昭
和
三
六
年
（
一
九
六
一
年
）
に
公
表
さ
れ
た
改
正
刑
法
準
備
草
案
は
、
付
加
刑
的
性
格
の
強
い
没
収
、
す
な
わ
ち
刑
罰
的
性
格
の

強
い
没
収
と
保
安
処
分
的
性
格
の
強
い
没
収
と
に
分
け）

36
（

、「
犯
罪
行
為
を
構
成
し
た
物
」（
同
準
備
草
案
七
三
条
一
項
一
号
。
組
成
物
件
）、

「
犯
罪
行
為
の
用
に
供
し
又
は
供
し
よ
う
と
し
た
物
」（
同
準
備
草
案
七
三
条
一
項
二
号
。
供
用
物
件
、
供
用
準
備
物
件
）、「
犯
罪
行
為

に
よ
つ
て
生
じ
た
物
」（
同
準
備
草
案
七
三
条
一
項
三
号
。
生
成
物
件
）
と
、「
犯
罪
行
為
に
よ
つ
て
得
た
物
又
は
犯
罪
行
為
の
報
酬
と

し
て
得
た
物
」（
同
準
備
草
案
七
二
条
一
項
一
号
。
取
得
物
件
、
報
酬
物
件
）、
取
得
物
件
、
報
酬
物
件
の
「
対
価
と
し
て
得
た
物
」（
同

準
備
草
案
七
二
条
一
項
二
号
。
対
価
物
件
）
を
区
別
し
て
規
定
し
て
い
た
。
組
成
物
件
を
除
け
ば
、
ほ
ぼ
ド
イ
ツ
法
に
倣
っ
た
規
定
と

な
っ
て
い
る
。

　

改
正
刑
法
草
案
も
、
同
じ
く
主
た
る
目
的
ご
と
に
区
別
で
き
る
と
し
て）

37
（

、「
犯
罪
行
為
を
組
成
し
た
物
」（
同
草
案
七
四
条
一
項
一
号
。

組
成
物
件
）、「
犯
罪
行
為
の
用
に
供
し
又
は
供
し
よ
う
と
し
た
物
」（
同
草
案
七
四
条
一
項
二
号
。
供
用
物
件
、
供
用
準
備
物
件
）、「
犯

罪
行
為
に
よ
つ
て
生
じ
た
物
」（
同
草
案
七
四
条
一
項
三
号
。
生
成
物
件
）
と
、「
犯
罪
行
為
に
よ
つ
て
得
た
物
又
は
犯
罪
行
為
の
報
酬

と
し
て
得
た
物
」（
同
草
案
七
五
条
一
項
一
号
。
取
得
物
件
、
報
酬
物
件
）、
生
成
物
件
、
取
得
物
件
、
報
酬
物
件
の
「
対
価
と
し
て
得

た
物
」（
同
草
案
七
五
条
一
項
二
号
。
対
価
物
件
）
を
区
別
し
て
規
定
し
て
い
る）

38
（

。
改
正
刑
法
草
案
は
、
改
正
刑
法
準
備
草
案
と
は
異
な

り
、
保
安
処
分
的
性
格
を
有
す
る
没
収
と
刑
罰
的
性
格
を
有
す
る
没
収
の
条
文
の
順
序
を
入
れ
替
え
、
生
成
物
件
の
対
価
に
つ
い
て
も
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対
価
物
件
と
し
て
没
収
の
対
象
と
す
る
な
ど
若
干
の
修
正
を
し
て
い
る
も
の
の
、
お
お
む
ね
同
じ
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
組
成
物
件
、
供
用
物
件
、
供
用
準
備
物
件
、
生
成
物
件
を
保
安
処
分
的
性
格
を
有
す
る
没
収
と
し
て
、
保
安
処
分
的
没
収

と
呼
び
、
取
得
物
件
、
報
酬
物
件
、
対
価
物
件
を
刑
罰
的
性
格
を
有
す
る
没
収
と
し
て
、
刑
的
没
収
と
呼
ん
で
い
る）

39
（

。
保
安
処
分
的
没

収
に
つ
い
て
は
、「
そ
の
物
が
犯
人
以
外
の
者
の
所
有
に
属
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
物
が
再
び
犯
罪
行
為
を
組
成
し
又
は
犯
罪
行
為
の
用

に
供
せ
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
、
そ
の
他
保
安
上
没
収
を
必
要
と
す
る
と
き
に
限
り
、
こ
れ
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
す
る

一
方
（
同
草
案
七
四
条
二
項
）、
刑
的
没
収
に
つ
い
て
は
、「
そ
の
物
が
犯
人
の
所
有
に
属
す
る
と
き
に
限
る
。
但
し
、
第
三
者
が
情
を

知
つ
て
そ
の
物
を
取
得
し
た
と
き
は
、
な
お
こ
れ
を
没
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
（
同
草
案
七
五
条
二
項
）、「
物
の
全
部
又
は
一

部
の
没
収
が
不
能
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
価
額
を
追
徴
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
た
（
同
草
案
七
五
条
二
項
）。

　

先
に
見
た
よ
う
に
、
没
収
の
対
象
を
客
体
の
性
質
に
応
じ
て
区
別
す
る
ド
イ
ツ
法
で
あ
れ
ば
、
保
安
処
分
的
性
格
と
刑
罰
的
性
格
と

い
う
二
つ
の
性
格
の
区
別
を
貫
徹
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
し
か
し
、
我
が
国
の
刑
法
改
正
に
向
け
た
議
論
の
際
に
は
、
①
組
成
物

件
を
は
じ
め
と
す
る
没
収
の
対
象
と
な
る
物
件
の
区
別
を
維
持
し
た
ま
ま
、
②
そ
れ
ら
の
物
件
を
二
つ
の
性
格
に
対
応
さ
せ
る
形
で
没

収
を
二
つ
に
分
け
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
や
り
方
は
妥
当
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
で
は
、
①
没
収
の
対
象
と
な
る
物

件
の
区
別
は
ど
の
よ
う
な
沿
革
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
き
た
の
か
、
そ
し
て
、
②
そ
の
よ
う
な
区
別
を
二
つ
の
性
格
に
対
応

さ
せ
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
っ
た
の
か
、
順
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

四
、　

我
が
国
に
お
け
る
没
収
対
象
物
件
の
振
り
分
け

　

我
が
国
に
お
け
る
没
収
規
定
は
、
大
宝
律）

40
（

に
お
い
て
初
め
て
見
受
け
ら
れ
、
明
治
期
の
仮
刑
律）

41
（

や
新
律
綱
領）

42
（

に
お
い
て
も
存
在
し
た
。

し
か
し
、
唐
律
の
流
れ
を
汲
む
こ
れ
ら
の
没
収
規
定
は
現
行
刑
法
に
直
接
受
け
継
が
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
現
行
刑
法
の
没
収
規
定
の
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原
型
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
を
範
と
し
た）

43
（

旧
刑
法
に
求
め
ら
れ
る
。

　

旧
刑
法
は
、「
法
律
ニ
於
テ
禁
制
シ
タ
ル
物
件
」（
同
法
四
三
条
一
号
。
法
禁
物
）、「
犯
罪
ノ
用
ニ
供
シ
タ
ル
物
件
」（
同
法
四
三
条
二

号
。
供
用
物
）、「
犯
罪
ニ
因
テ
得
タ
ル
物
件
」（
同
法
四
三
条
三
号
。
取
得
物
）
を
没
収
の
対
象
と
し
て
い
た
。

　

現
行
刑
法
は
こ
れ
ら
の
規
定
を
ほ
ぼ
引
き
継
ぎ
、
法
禁
物
を
組
成
物
件
と
改
め
る
と
と
も
に
、
供
用
物
だ
け
で
な
く
供
用
準
備
物
件

を
加
え
、
さ
ら
に
、
取
得
物
だ
け
で
な
く
生
成
物
件
を
加
え
て
没
収
の
対
象
と
し
た）

44
（

。

　

そ
の
後
、
昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
年
）
の
刑
法
並
監
獄
法
改
正
調
査
委
員
会
総
会
に
お
い
て
決
議
さ
れ
た
改
正
刑
法
假
案
五
二
條

一
項
の
内
容
を
ほ
ぼ
踏
襲
す
る
形
で
、
昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
年
）
の
改
正
（
昭
和
一
六
年
法
律
第
六
一
号
）
に
よ
り
、
報
酬
物
件

と
対
価
物
件
が
追
加
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
我
が
国
の
没
収
規
定
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
を
範
と
し
た
旧
刑
法
を
原
型
と
し
、
前
述
の
ド
イ
ツ
法
を
基
礎
と
せ
ず
に
、

そ
の
対
象
を
拡
大
し
て
き
た
。
伝
統
的
に
、
没
収
の
対
象
と
な
る
物
件
は
、
犯
罪
行
為
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
や
占
有
移
転
の
縁
由

に
着
目
し
て
区
別
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
観
点
は
、
没
収
の
対
象
と
な
る
客
体
の
性
質
に
着
目
す
る
ド
イ
ツ
法
と
似
て
い
な
く
は

な
い
も
の
の
、
視
点
が
異
な
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
我
が
国
に
お
け
る
没
収
の
対
象
と
な
る
物
件
は
、
そ
の
性
質
で
は
な
く
、
犯

罪
行
為
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
や
占
有
移
転
の
縁
由
に
基
づ
き
、
振
り
分
け
ら
れ
て
い
る）

45
（

。
そ
の
た
め
、
没
収
の
対
象
と
な
る
物
件

に
つ
い
て
、
保
安
処
分
的
性
格
と
刑
罰
的
性
格
と
い
う
二
つ
の
性
格
を
厳
格
に
区
別
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
改
正
刑
法
草
案
に
対
し
て
は
、
保
安
処
分
的
没
収
の
対
象
物
件
と
刑
的
没
収
の
対
象
物
件
を
峻
別
す
る
こ
と
は
、
無
理

で
あ
る
と
批
判
さ
れ
て
き
た）

46
（

。
フ
ラ
ン
ス
法
と
ド
イ
ツ
法
の
視
点
は
似
て
は
い
る
も
の
の
異
な
っ
て
お
り
、
両
者
を
接
ぎ
木
す
る
よ
う

な
方
策
は
、
少
な
く
と
も
没
収
に
関
し
て
は
う
ま
く
い
か
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

現
行
刑
法
の
没
収
に
つ
い
て
も
、
保
安
処
分
的
性
格
の
没
収
と
刑
罰
的
性
格
の
没
収
は
、
強
い
て
大
別
す
る
な
ら
ば
そ
の
よ
う
に
区
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別
で
き
る
と
言
え
る
に
す
ぎ
な
い）

47
（

。
こ
れ
ら
の
性
格
は
、
お
お
む
ね
そ
の
よ
う
な
色
彩
が
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
犯
罪
の
性
質
な
ど

に
よ
っ
て
事
例
ご
と
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
刑
法
一
九
条
一
項
各
号
の
性
格
を
判
然
と
区
別
す
る
こ
と
は
で
き
ず）

48
（

、
性
格
の
区

別
を
貫
徹
す
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
。

　

従
っ
て
、
我
が
国
の
没
収
規
定
に
お
い
て
は
、
没
収
対
象
物
件
ご
と
に
そ
の
性
格
を
区
別
す
る
こ
と
は
控
え
る
べ
き
で
あ
り
、
没
収

全
体
の
性
格
と
し
て
論
じ
、
事
案
ご
と
に
そ
の
性
格
が
導
き
出
さ
れ
る
と
考
え
れ
ば
足
り
る
。

　

こ
れ
ま
で
議
論
し
て
き
た
没
収
刑
の
性
格
は
、
没
収
刑
の
目
的
と
ほ
ぼ
重
な
る
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
れ
で
は
、
没
収
刑
の
性
格
と
し

て
挙
げ
ら
れ
た
二
つ
の
性
格
は
目
的
と
し
て
妥
当
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
二
つ
の
目
的
だ
け
を
考
え
れ
ば
よ
い
の
だ

ろ
う
か
。
節
を
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

第
三
節　

没
収
刑
の
目
的

　

没
収
刑
の
目
的
と
し
て
、
第
一
に
、
社
会
的
危
険
性
を
有
す
る
物
を
除
去
す
る
目
的
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
従
来
、
保
安
処
分

的
性
格
と
称
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
保
安
処
分
的
と
さ
れ
る
内
容
が
や
や
不
明
確
で
あ
る
た
め
、
危
険
性
除
去
目
的
と
呼
ぶ
こ
と

が
妥
当
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
犯
罪
行
為
に
関
連
し
て
得
ら
れ
た
収
益
を
剥
奪
す
る
目
的
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
従
来
、
刑
罰
的
性
格
と
称
さ
れ
て

き
た
も
の
で
あ
る
。
刑
罰
的
と
す
る
内
容
は
極
め
て
多
義
的
で
あ
り
、
犯
罪
収
益
剥
奪
目
的
を
呼
ぶ
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。

　

問
題
と
な
る
の
は
、
こ
の
二
つ
の
目
的
だ
け
を
考
え
れ
ば
、
没
収
刑
の
目
的
と
し
て
足
り
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
既
に
、
犯
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人
の
所
有
に
属
す
る
供
用
物
件
に
つ
い
て
、
保
安
上
の
必
要
性
が
な
く
と
も
没
収
で
き
る
と
す
る
根
拠
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の

か
と
い
う
問
題
提
起
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る）

49
（

。

　

例
え
ば
、
実
務
上
、
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
の
多
い
、
犯
行
の
凶
器
は
ど
ち
ら
に
分
類
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
殺
人
事
件
の
凶
器
で

あ
る
果
物
ナ
イ
フ
を
例
と
し
て
考
え
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
当
該
果
物
ナ
イ
フ
は
、
犯
罪
収
益
と
は
言
え
ず
、
犯
罪
収
益
剥
奪
目
的
で

没
収
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
こ
と
に
争
い
は
な
い
。
そ
れ
で
は
、
当
該
果
物
ナ
イ
フ
は
、
社
会
的
に
危
険
性
を
有
す
る
だ
ろ
う
か
。
確
か

に
、
用
法
上
、
当
該
果
物
ナ
イ
フ
は
生
命
・
身
体
に
危
険
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
も
の
で
あ
り
、
危
険
性
が
な
い
と
は
言
え
な
い
。
し

か
し
、
銃
刀
法
な
ど
で
規
制
さ
れ
た
も
の
で
な
い
限
り
、
果
物
ナ
イ
フ
の
本
来
的
用
法
は
、
果
物
を
食
す
る
た
め
に
果
物
を
剥
く
な
ど

す
る
こ
と
で
あ
り
、
不
適
切
な
用
法
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
社
会
的
に
危
険
性
が
あ
る
と
ま
で
は
言
い
難
い
は
ず
で
あ
る
。

犯
行
現
場
に
お
い
て
、
犯
罪
者
が
利
用
し
た
行
為
態
様
に
危
険
性
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
果
物
ナ
イ
フ
自
体
が
そ
れ
だ
け
で
社
会
的
危

険
性
を
有
す
る
と
は
言
え
な
い
。
こ
の
点
で
、
果
物
ナ
イ
フ
の
よ
う
な
凶
器
は
、
覚
せ
い
剤
の
よ
う
な
禁
制
品
と
は
性
質
が
異
な
る
と

考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
犯
罪
に
深
く
関
係
し
た
物
件
を
社
会
内
に
放
置
し
て
お
く
こ
と
は
妥
当
で
な
く
、
没
収
の
必
要
性
が
高
い

こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
犯
罪
者
が
利
用
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
物
件
自
体
の
性
質
や
価
値
が
変
容
し
、
犯
罪
関
連
性
を

帯
び
る
に
至
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
犯
罪
関
連
性
は
違
法
性
と
は
異
な
り
、
そ
の
物
件
に
違
法
性
を
直
ち
に
も
た
ら
す
こ

と
は
な
い
も
の
の
、
そ
の
物
件
の
歴
史
的
経
緯
と
し
て
同
種
同
内
容
の
物
件
と
比
較
し
て
「
汚
れ
た
」
物
件
と
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
違
法
性
阻
却
又
は
責
任
阻
却
の
た
め
に
犯
罪
が
不
成
立
で
あ
る
場
合
に
も
妥
当
す
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
構
成

要
件
は
禁
止
さ
れ
る
行
為
を
列
挙
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
社
会
的
に
不
相
当
で
あ
る
と
の
規
範
的
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
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違
法
性
や
責
任
が
欠
け
、
犯
罪
が
不
成
立
と
な
っ
て
行
為
者
の
処
罰
が
な
さ
れ
な
い
と
し
て
も
、
社
会
的
に
本
来
禁
止
さ
れ
る
べ
き
行

為
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
行
為
に
物
件
が
深
く
関
係
し
た
以
上
、
そ
の
よ
う
な
物
件
を
社
会
に
残
し
て
お
く

こ
と
は
正
当
化
さ
れ
な
い
。
行
為
者
の
違
法
性
や
責
任
の
評
価
と
行
為
に
深
く
関
係
し
た
物
の
評
価
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
没
収
の
目
的
と
し
て
、
第
三
に
、
構
成
要
件
該
当
行
為
に
関
連
し
た
物
を
社
会
か
ら
除
去
す
る
目
的
が
あ
る
と
考
え
る
べ

き
で
あ
る
。
従
来
、
暗
黙
の
裡
に
こ
の
目
的
も
保
安
処
分
的
で
あ
る
と
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
き
ら
い
が
あ
る
が
、
危
険
性
除
去
目
的
と

は
そ
の
内
容
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
構
成
要
件
該
当
行
為
関
連
物
件
除
去
目
的
と
呼
ん
で
別
個
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
と
は
別
に
、
旧
刑
法
の
時
代
に
は
、
苦
痛
の
賦
科
が
目
的
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る）

50
（

。
し
か
し
、
旧
刑
法
に

お
い
て
も
、
現
行
刑
法
に
お
い
て
も
、
没
収
の
対
象
は
、
犯
罪
行
為
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
や
占
有
移
転
の
縁
由
に
着
目
し
て
規
定

さ
れ
て
お
り
、
没
収
対
象
物
の
所
有
者
の
経
済
状
態
な
ど
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
財
産
的
経
済
的
苦
痛
は
、
第
七
章
で

考
察
す
る
よ
う
に
、
罰
金
刑
が
与
え
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
没
収
刑
の
目
的
と
す
る
こ
と
は
、
財
産
的
刑
事
制
裁
の
役
割
分
担
の
観
点

か
ら
も
問
題
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
没
収
の
結
果
と
し
て
物
件
の
所
有
者
が
苦
痛
を
感
じ
る
こ
と
は
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
反
射
的
効
果

に
す
ぎ
ず
、
目
的
と
し
て
と
ら
え
る
べ
き
で
は
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
没
収
刑
の
目
的
に
は
、
危
険
性
除
去
目
的
、
構
成
要
件
該
当
行
為
関
連
物
件
除
去
目
的
、
犯
罪
収
益
剥
奪
目
的
が

あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
目
的
を
果
た
す
た
め
に
は
、
没
収
刑
が
付
加
刑
で
あ
る
必
要
は
な
い
。
改
正
刑
法
準
備
草
案
も
、
改
正
刑
法
草

案
も
、
犯
罪
行
為
が
明
白
で
、
起
訴
猶
予
と
し
た
場
合
、
犯
人
が
不
明
で
あ
っ
た
り
、
逃
走
中
で
あ
っ
た
り
、
死
亡
し
た
り
し
た
場
合

な
ど
に）

51
（

、
対
物
処
分
と
し
て
没
収
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
と
定
め
て
い
る
（
改
正
刑
法
準
備
草
案
七
五
条
、
改
正
刑
法
草
案
七
八
条）

52
（

）。

　

危
険
性
除
去
目
的
、
構
成
要
件
該
当
行
為
関
連
物
件
除
去
目
的
、
犯
罪
収
益
剥
奪
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
没
収
刑
を
主
刑
と
す



 

一
四
八

る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
は
有
罪
判
決
と
は
無
関
係
に
賦
科
で
き
る
対
物
処
分
と
し
て
も
規
定
す
べ
き
で
あ
る
。

（
1
）  
最
大
判
昭
三
七
年
一
一
月
二
八
日
刑
集
一
六
巻
一
一
号
一
五
七
七
頁
。
但
し
、
関
税
法
の
第
三
者
没
収
に
関
す
る
判
断
で
あ
る
。

（
2
）  
但
し
、
没
収
す
る
こ
と
が
相
当
で
な
い
と
も
認
め
ら
れ
る
と
き
は
没
収
さ
れ
な
い
（
麻
薬
特
例
法
一
一
条
二
項
、
組
織
犯
罪
処
罰
法
一

三
条
五
項
）。

（
3
）  

大
塚
仁
ほ
か
編
『
大
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
刑
法 

第
二
版 

第
一
巻
﹇
序
論
・
第
一
条
〜
第
三
四
条
の
二
﹈』（
青
林
書
院
、
二
〇
〇
四
）
三

九
九
―
四
〇
一
頁
﹇
出
田
孝
一
﹈、
西
田
典
之
ほ
か
編
『
注
釈
刑
法　

第
一
巻　

総
論　

§
§
一
〜
七
二
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
〇
）
一
〇

七
頁
﹇
鈴
木
左
斗
志
﹈。

（
4
）  

沿
革
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
、
大
越
義
久
「
ド
イ
ツ
刑
法
の
没
収

―
そ
の
沿
革
と
改
正

―
」
町
野
朔
ほ
か
編
『
現
代
社
会
に
お
け

る
没
収
・
追
徴
』（
信
山
社
、
一
九
九
六
）
一
九
九
頁
以
下
。
ド
イ
ツ
法
の
影
響
を
受
け
た
ト
ル
コ
の
改
革
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
ト
ル
コ
の
資
金
洗
浄
法
に
つ
い
て
」
立
命
二
七
〇
号
（
二
〇
〇
〇
）
一
四
六
頁
以
下
参
照
。
か
つ
て
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、Einziehung

とV
erfall

は
そ
れ
ぞ
れ
「
没
収
」、「
追
徴
」
と
訳
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
追
徴
が
没
収
の
補
充
的
地
位
に
立
つ
我
が
国
と
は

異
な
り
、Einziehung

とV
erfall

は
独
立
か
つ
並
列
の
関
係
に
立
ち
、V

erfall

がEinziehung

の
補
充
的
地
位
に
立
つ
わ
け
で
は
な

い
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
書
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、「
没
収
」、「
追
徴
」
と
は
訳
さ
ず
、
財
産
没
収
と
利
得
没
収
と
訳
す
こ
と
と
し
た
。

（
5
）  

§74 A
bs. 1 StGB.

（
6
）  

§74 A
bs. 2 N

r. 1 StGB. 

こ
こ
で
、
没
収
の
対
象
と
な
る
財
産
に
は
、
有
体
物
だ
け
で
な
く
、
権
利
も
含
ま
れ
る
。K

arl Lackner 
/ K

ristian K
ühl, Strafgesetzbuch K

om
m
entar 27. neu bearbeitete A

ufl age

（C. H
. Beck, 2011

）, 

§74 Rn. 4; A
lbin 

E
ser, in: A

dolf Schönke / H
orst Schröder, Strafgesetzbuch K

om
m
entar 28. neu bearbeitete A

ufl age

（C. H
. Beck, 

2010

）, 

§74 Rn. 6. 

先
行
研
究
の
中
に
は
「
物
件
没
収
」
の
訳
を
当
て
る
も
の
が
あ
る
が
、「
物
件
」
と
し
て
し
ま
う
と
、
有
体
物
だ
け

が
剥
奪
の
対
象
と
な
っ
て
し
ま
う
か
の
よ
う
な
誤
解
を
与
え
る
た
め
、
剥
奪
の
対
象
に
権
利
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
明
確
に
す
べ
く
、
我
が

国
の
麻
薬
特
例
法
に
倣
っ
て
、「
財
産
」
の
語
を
当
て
、「
財
産
没
収
」
と
訳
す
こ
と
と
し
た
。
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（
7
）  

§74 A
bs. 2 N

r. 2 StGB.
（
8
）  

§74 A
bs. 3 StGB.

（
9
）  
§74a N

r. 1 StGB.

（
10
）  
§74a N

r. 2 StGB.

（
11
）  

§74b StGB.

（
12
）  

§74c A
bs. 1, 2 StGB.

（
13
）  

§74c A
bs. 3 StGB.

（
14
）  

§74e StGB. 

例
外
的
に
、
文
書
の
場
合
、
版
な
ど
を
破
壊
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
§74d A

bs. 1 StGB.

（
15
）  

§74f A
bs. 1 StGB.

（
16
）  

§74f A
bs. 2 N

r. 1 StGB.

（
17
）  

§74f A
bs. 2 N

r. 2 StGB.

（
18
）  

§74f A
bs. 2 N

r. 3 StGB.

（
19
）  

詳
細
に
紹
介
し
た
も
の
と
し
て
、
西
田
典
之
「
ド
イ
ツ
の
没
収
・
剥
奪
制
度
」
ジ
ュ
リ
一
〇
一
九
号
（
一
九
九
三
）
三
二
頁
以
下
﹇
町

野
ほ
か
・
前
掲
注
（
4
）
所
収
、「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
利
得
剥
奪
制
度
の
改
正
」
二
〇
六
頁
以
下
﹈、
伊
東
研
祐
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
不
法

利
得
剥
奪
（V

erfall

）
法
の
新
展
開

―
資
金
洗
浄
取
締
規
定
関
係
を
含
め
て

―
」
町
野
ほ
か
・
前
掲
注
（
4
）
二
一
八
頁
以
下
。

（
20
）  

§73 A
bs. 1 StGB.

（
21
）  K

arl Lackner / K
ristian K

ühl, a. a. O
.

（A
nm

. 6
）, 
§73 Rn. 3.

（
22
）  

§73 A
bs. 3 StGB.

（
23
）  

§73 A
bs. 2 Satz 1 StGB.

（
24
）  

§73 A
bs. 2 Satz 2 StGB.

（
25
）  K

arl Lackner / K
ristian K

ühl, a. a. O
.

（A
nm

. 6

）, 

§73d Rn. 3.



 

一
五
〇

（
26
）  

§73d Satz 1 StGB.
（
27
）  K

arl Lackner / K
ristian K

ühl, a. a. O
.

（A
nm

. 6

）, 

§73d Rn. 1; E
ser, in: Schönke / Schröder, a. a. O

.

（A
nm

. 6

）, 
§73d Rn. 1.

（
28
）  
§73c Satz 1 StGB.

（
29
）  

§73a Satz 1 StGB.

（
30
）  

§73b StGB.

（
31
）  

§136 BGB.

（
32
）  

§73e A
bs. 2 StGB.

（
33
）  

§73e A
bs. 1 StGB. 

（
34
）  BGH

St 31, 145; K
arl Lackner / K

ristian K
ühl, a. a. O

.

（A
nm

. 6

）, 

§73 Rn. 1, 

§74 Rn. 1; E
ser, in: Schönke / 

Schröder, a. a. O
.

（A
nm

. 6

）, 
§73 Rn. 2, 

§74 Rn. 4. 

大
越
・
前
掲
注
（
4
）
二
〇
二
―
二
〇
三
頁
は
、
準
返
還
訴
訟
的
な
補
償
処

分
の
性
格
が
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
、
利
得
没
収
は
被
害
者
の
請
求
権
を
代
行
す
る
も
の
で
は
な
く
、
犯
行
に
よ
る
関
与
者
の
利
得
を
剥

奪
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
犯
行
前
の
財
産
「
秩
序
」
を
回
復
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
犯
行
前
の
財
産
「
状
態
」
を
回
復
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
理
解
は
失
当
で
あ
る
。

（
35
）  

大
塚
仁
編
『
新
刑
事
政
策
入
門
』（
青
林
書
院
、
一
九
九
五
）
二
七
八
頁
﹇
丸
山
治
﹈、
大
谷
實
『
刑
事
政
策
講
義
﹇
第
四
版
﹈』（
弘
文

堂
、
一
九
九
六
）
一
五
八
―
一
五
九
頁
、
中
山
研
一
『
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク
ト
注
釈
刑
法 

第
三
版
』（
成
文
堂
、
一
九
九
七
）
三
二
頁
、
曽
根

威
彦
『
刑
法
総
論
﹇
第
三
版
﹈』（
弘
文
堂
、
二
〇
〇
〇
）
三
二
二
頁
。

（
36
）  

刑
法
改
正
準
備
会
『
改
正
刑
法
準
備
草
案 

附 

同
理
由
書
』（
法
務
省
、
一
九
六
一
）
一
五
五
―
一
五
七
頁
。

（
37
）  

法
務
省
刑
事
局
編
『
法
制
審
議
会 

改
正
刑
法
草
案
の
解
説
』（
大
蔵
省
印
刷
局
、
一
九
七
五
）
一
二
三
―
一
二
四
頁
。

（
38
）  

法
制
審
議
会
刑
事
法
特
別
部
会
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
改
正
刑
法
草
案
七
八
条
一
項
一
号
、
七
八
条
一
項
二
号
、
七
八
条
一
項
三
号
、

七
九
条
一
項
一
号
、
七
九
条
一
項
二
号
と
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
内
容
に
つ
い
て
は
同
じ
で
あ
っ
た
。
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一
五
一

（
39
）  

法
務
省
刑
事
局
編
・
前
掲
注
（
37
）
一
二
三
―
一
二
四
頁
。

（
40
）  

「
凡
彼
此
倶
罪
之
贓
謂
計
贓
爲
罪
者
及
犯
禁
之
物
即
没
官
若
盗
人
所
盗
之
物
賠
贓
亦
没
官
」。

（
41
）  
「
凡
授
受
倶
ニ
罪
有
ル
之
贓
及
ヒ
禁
ヲ
犯
ス
ノ
物
ハ
總
テ
官
没
ス
」、「
凡
謀
反
及
ヒ
大
逆
ヲ
謀
ル
モ
ノ
ハ
首
從
ヲ
分
タ
ズ
皆
梟
首
其
財
産

ハ
官
ニ
没
ス
」。

（
42
）  

「
凡
取
與
倶
ニ
罪
ア
ル
受
贓
枉
法
不
法
ノ
贓
及
ヒ
犯
禁
ノ
物
ハ

ニ
官
ニ
没
入
ス
」。

（
43
）  

井
上
操
『
刑
法
述
義　

第
一
編
』（
岡
島
寳
文
舘
、
一
八
八
三
）
五
一
七
丁
、
宮
城
浩
藏
『
刑
法
講
義　

第
一
巻　

四
版
』（
明
治
法
律

學
校
、
一
八
八
七
）
三
一
四
丁
、
磯
部
四
郎
『
改
正
増
補
刑
法
講
義　

上
巻
』（
八
尾
書
店
、
一
八
九
三
）
六
一
五
丁
。

（
44
）  

第
二
三
回
帝
国
議
会
に
お
け
る
刑
法
改
正
政
府
提
出
案
理
由
書
に
よ
れ
ば
、
現
行
刑
法
一
九
条
一
項
二
号
及
び
三
号
の
規
定
は
、
旧
刑

法
四
三
条
二
号
及
び
三
号
の
規
定
を
補
正
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
被
告
人
以
外
の
者
が
所
有
す
る
法
禁
物
を
刑
事
手
続
内
で
没
収

で
き
な
い
た
め
、
法
禁
物
に
代
わ
っ
て
、
組
成
物
件
が
没
収
対
象
と
さ
れ
た
。
松
尾
浩
也
増
補
解
題
『
増
補 

刑
法
沿
革
綜
覧
』（
信
山
社
、

一
九
九
〇
）
二
一
三
二
頁
。

（
45
）  

こ
う
し
た
観
点
か
ら
裁
判
例
を
分
析
し
た
も
の
と
し
て
、
拙
稿
「
覚
せ
い
剤
約
五
六
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
密
輸
入
の
事
案
に
つ
き
、
無
期

懲
役
刑
を
科
し
、
被
告
人
が
犯
行
の
経
費
と
し
て
得
た
航
空
券
を
没
収
し
た
事
例
（
福
岡
地
判
平
一
三
年
三
月
一
日
判
時
一
七
四
二
号
一

五
七
頁
）」
甲
法
四
三
巻
一
＝
二
号
（
二
〇
〇
二
）
七
七
頁
以
下
。
な
お
、
上
田
哲
「
判
解
・
最
判
平
一
五
年
四
月
一
一
日
刑
集
五
七
巻
四

号
四
〇
三
頁
」
曹
時
五
八
巻
七
号
（
二
〇
〇
六
）
二
六
一
頁
以
下
は
拙
稿
に
全
く
触
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
当
時
独
自
の
見
解
で
あ
っ
た

供
用
物
件
又
は
供
用
準
備
物
件
に
よ
る
没
収
を
提
案
し
た
拙
稿
の
基
本
構
造
に
ほ
ぼ
沿
う
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
同
事
件
の
上
告
審
で
あ

る
最
判
平
一
五
年
四
月
一
一
日
刑
集
五
七
巻
四
号
四
〇
三
頁
は
筆
者
の
見
解
を
採
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
46
）  

平
野
龍
一
「
没
収
」
平
場
安
治
ほ
か
編
『
刑
法
改
正
の
研
究
一 
概
論
・
総
則
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
二
）
二
九
七
頁
以
下
、

二
九
八
―
二
九
九
頁
、
臼
井
滋
夫
「
財
産
刑
（
三
）」
大
塚
仁
ほ
か
編
『
演
習
刑
事
政
策
』（
青
林
書
院
新
社
、
一
九
七
二
）
三
二
九
頁
以

下
、
三
三
四
―
三
三
五
頁
。

（
47
）  

伊
達
秋
雄
ほ
か
『
総
合
判
例
研
究
叢
書 

刑
法
（
二
〇
） 

没
収
・
追
徴
』（
有
斐
閣
、
一
九
六
三
）
五
頁
。
谷
口
正
孝
「
没
収
及
び
追
徴



 

一
五
二

の
研
究

―
無
差
別
没
収
を
中
心
と
し
て

―
」
司
法
研
究
八
輯
四
号
（
一
九
五
五
）
六
五
頁
も
、
被
告
人
の
所
有
物
に
対
す
る
没
収
は

刑
罰
的
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
つ
つ
、「
原
則
と
し
て
」
と
留
保
を
付
け
て
い
る
。

（
48
）  
団
藤
重
光
編
『
注
釈
刑
法
（
一
） 

総
則
（
一
）』（
有
斐
閣
、
一
九
六
四
）
一
四
一
―
一
四
二
頁
﹇
藤
木
英
雄
﹈、
一
二
七
頁
、
澤
登
俊
雄

ほ
か
編
著
『
新
・
刑
事
政
策
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
九
三
）
一
七
〇
―
一
七
一
頁
、
荘
子
邦
雄
『
刑
法
総
論 

第
三
版
』（
青
林
書
院
、
一

九
九
六
）
五
一
五
頁
、
森
下
忠
「
刑
事
政
策
大
綱
﹇
新
版
第
二
版
﹈」（
成
文
堂
、
一
九
九
六
）
八
三
―
八
五
頁
。

（
49
）  

西
田
ほ
か
編
・
前
掲
注
（
3
）
一
一
一
頁
﹇
鈴
木
左
斗
志
﹈。

（
50
）  

江
木
衷
『
現
行
刑
法
原
論　

再
版
』（
有
斐
閣
書
房
、
一
八
九
四
）
一
六
五
丁
。

（
51
）  

刑
法
改
正
準
備
会
・
前
掲
注
（
36
）
一
五
八
―
一
五
九
頁
、
法
制
審
議
会
刑
事
法
特
別
部
会
『
改
正
刑
法
草
案 

附 

同
説
明
書
』（
法
曹

会
、
一
九
七
二
）
一
四
八
頁
、
法
制
審
議
会
『
改
正
刑
法
草
案 

附 

同
説
明
書
』（
法
務
省
、
一
九
七
四
）
一
五
二
頁
。
改
正
刑
法
準
備
草

案
に
お
い
て
は
、
公
訴
時
効
が
完
成
し
た
場
合
に
は
、
か
か
る
没
収
も
な
し
え
な
い
と
し
て
い
た
。
刑
法
改
正
準
備
会
・
前
掲
一
五
九
頁
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
も
没
収
の
必
要
性
は
あ
り
、
可
能
と
す
る
条
文
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
52
）  

「
没
収
、
追
徴
又
は
使
用
を
不
能
に
す
る
処
分
の
要
件
が
存
在
す
る
と
き
は
、
犯
人
を
訴
追
し
な
い
場
合
又
は
犯
人
に
対
し
て
刑
を
言
い

渡
さ
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
の
言
渡
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
」（
改
正
刑
法
準
備
草
案
七
五
条
）、「
没
収
、
追
徴
又
は
使
用
を
不
能
に

す
る
処
分
は
、
そ
の
要
件
が
存
在
す
る
と
き
は
、
行
為
者
に
対
し
て
訴
追
又
は
有
罪
の
言
渡
が
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
こ
れ
を
言
い
渡

す
こ
と
が
で
き
る
」（
改
正
刑
法
草
案
七
八
条
）。
改
正
刑
法
草
案
七
八
条
は
、
刑
事
法
特
別
部
会
に
お
い
て
は
八
二
条
と
さ
れ
て
い
た
。



 

一
五
三

第
一
節　

は
じ
め
に

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
一
九
六
二
年
交
通
法
（T

ransport A
ct 1962

）
1
（

）
の
改
正
に
よ
り
、
一
九
六
八
年
、
反
則
金

（Infringem
ent Fee

）
の
制
度
が
導
入
さ
れ
た）

2
（

。
こ
れ
は
、
我
が
国
に
お
い
て
、
昭
和
四
二
年
（
一
九
六
七
年
）
の
道
交
法
の
改
正

（
昭
和
四
二
年
法
律
第
一
二
六
号
）
で
導
入
さ
れ
た
交
通
反
則
通
告
制
度
に
基
づ
く
交
通
反
則
金
と
類
似
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
反
則
金
も
、
我
が
国
の
交
通
反
則
金
も
、
起
訴
や
有
罪
認
定
な
く
し
て
科
さ
れ
る
点
で
、
第
六
章
で
紹
介

す
る
刑
罰
た
る
罰
金
刑
（fi ne

）
と
は
異
な
る
も
の
の
、
犯
罪
を
理
由
に
金
銭
を
国
家
な
ど
に
納
付
す
る
点
で
罰
金
刑
に
類
似
す
る
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
来
、
罰
金
刑
を
賦
科
す
る
事
案
に
お
い
て
利
用
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
点
で
も
類
似
し
て
い
る
。

　

我
が
国
の
反
則
金
に
対
し
て
は
、
道
路
交
通
事
件
の
大
量
性
に
対
す
る
方
策
と
し
て
肯
定
的
に
評
価
さ
れ
る
一
方）

3
（

、
種
々
の
問
題
が

指
摘
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
そ
こ
で
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
制
度
及
び
利
用
状
況
の
考
察
を
手
掛
か
り
に
、
そ
も
そ
も
、
交
通
反
則

金
に
は
い
か
な
る
問
題
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
改
善
す
べ
き
か
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

第
五
章　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
反
則
金
と
我
が
国
の
交
通
反
則
金



 

一
五
四

第
二
節　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
反
則
金

一
、
反
則
金
の
対
象
の
拡
大

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
反
則
金
は
、
一
九
六
〇
年
か
ら
始
ま
っ
た
イ
ギ
リ
ス
の
制
度
を
模
範
と
し
て
導
入
さ
れ
た）

4
（

。
反
則
金
の
対
象

は
、
一
九
六
八
年
に
導
入
さ
れ
た
当
初
、
一
九
六
二
年
交
通
法
の
駐
車
違
反
と
過
積
載
に
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
七
一
年
に
は
速

度
超
過
も
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た）

5
（

。
そ
の
後
、
反
則
金
の
対
象
は
、
一
九
六
二
年
交
通
法
の
他
の
違
反
行
為
だ
け
で
な
く
、
他
の
法

律
の
違
反
行
為
に
も
拡
大
し
た
。
現
在
、
一
九
七
九
年
美
化
法
（Litter A

ct 1979

）
6
（

）、
一
九
八
七
年
重
量
及
び
計
量
法
（W

eights 

and M
easures A

ct 1987

）
7
（

）、
一
九
九
〇
年
民
間
航
空
法
（Civil A

viation A
ct 1990

）
8
（

）、
一
九
九
三
年
動
植
物
保
護
法

（Biosecurity A
ct 1993

）
9
（

）、
一
九
九
六
年
犬
統
制
法
（D

og Control A
ct 1996

）
10
（

）、
一
九
九
六
年
漁
業
法
（Fisheries A

ct 1996

）
11
（

）、

一
九
九
八
年
陸
上
交
通
法
（Land T
ransport A

ct 1998

）
12
（

）、
一
九
九
九
年
動
物
福
祉
法
（A

nim
al W

elfare A
ct 1999

）
13
（

）、
二
〇

〇
三
年
賭
博
法
（Gam

bling A
ct 2003

）
14
（

）
に
反
則
金
の
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
道

路
交
通
犯
罪
以
外
の
軽
微
事
犯
に
も
反
則
金
が
科
さ
れ
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

二
、
一
九
六
二
年
交
通
法
に
お
け
る
反
則
金
に
関
す
る
手
続

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
反
則
金
の
賦
科
に
関
す
る
手
続
に
つ
い
て
統
一
的
な
規
定
が
存
在
し
な
い
た
め
、
反
則
金
を
規

定
す
る
法
律
ご
と
に
賦
科
手
続
は
若
干
異
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
大
き
な
流
れ
は
ほ
ぼ
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
反
則
金
の
不
払

時
の
対
応
は
、
一
九
五
七
年
略
式
手
続
法
（Sum

m
ary Proceedings A

ct 1957
）
15
（

）
が
規
定
し
て
い
る
。
反
則
金
に
関
す
る
典
型
的

な
手
続
と
し
て
、
反
則
金
が
賦
科
さ
れ
う
る
反
則
犯
罪
（infringem

ent off ence
）
16
（

）
が
生
じ
た
場
合
、
行
為
者
に
対
し
て
反
則
金
の



第
五
章　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
反
則
金
と
我
が
国
の
交
通
反
則
金 

一
五
五

納
付
を
求
め
る
反
則
通
知
（infringem

ent notice

）
17
（

）
が
発
付
さ
れ
、
行
為
者
が
反
則
金
を
納
付
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
反

則
金
の
額
は
、
各
反
則
犯
罪
ご
と
に
行
為
の
重
大
性
に
応
じ
て
一
定
と
さ
れ
て
お
り）

18
（

、
行
為
者
の
有
責
性
の
程
度
や
経
済
状
態
な
ど
の

事
情
が
こ
の
段
階
で
斟
酌
さ
れ
る
こ
と
は
な
い）

19
（

。
最
も
低
額
な
も
の
は
一
九
六
二
年
交
通
法
と
一
九
九
八
年
陸
上
交
通
法
の
一
部
の
反

則
犯
罪
で
見
ら
れ
る
一
二
Ｎ
Ｚ
Ｄ
（
約
七
二
〇
円
。
一
Ｎ
Ｚ
Ｄ
六
〇
円
で
換
算
。
以
下
同
じ
）
で
あ
り）

20
（

、
最
も
高
額
な
も
の
は
一
九
六

二
年
交
通
法
の
一
部
の
反
則
犯
罪
で
見
ら
れ
る
一
万
Ｎ
Ｚ
Ｄ
（
約
六
〇
万
円
）
で
あ
る）

21
（

。
反
則
犯
罪
の
大
半
は
、
一
〇
〇
Ｎ
Ｚ
Ｄ
（
約

六
〇
〇
〇
円
）
か
ら
一
〇
〇
〇
Ｎ
Ｚ
Ｄ
（
約
六
万
円
）
と
さ
れ
て
い
る
。
反
則
通
知
が
発
付
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
反
則
金
が
支

払
わ
れ
な
い
場
合
に
は
、
反
則
金
の
納
付
を
再
度
求
め
る
督
促
通
知
（rem

inder notice

）
22
（

）
が
発
付
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
反
則
金
が
最
初
に
導
入
さ
れ
、
実
務
上
も
適
用
が
多
い
一
九
六
二
年
交
通
法
に
お
け
る
反
則
金
に
関
す
る
手
続
を
例
と

し
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

ま
ず
、
反
則
犯
罪
は
、
車
両
（vehicle
）
に
関
す
る
定
型
的
な
（stationary

）
犯
罪
で
あ
る
と
さ
れ）

23
（

、
別
表
に
反
則
金
額
と
と
も

に
掲
記
さ
れ
て
い
る）

24
（

。

　

カ
ン
ス
タ
ブ
ル
（Constable

）
若
し
く
は
交
通
取
締
官
（traffi  c offi  cer

）
が
車
両
の
使
用
者
が
反
則
犯
罪
を
犯
し
た
と
信
じ
る

に
足
る
理
由
が
あ
る
場
合
、
又
は
駐
車
監
視
員
（parking w

arden

）
が
車
両
の
使
用
者
が
駐
車
に
関
す
る
反
則
犯
罪
を
犯
し
た
と
信

じ
る
に
足
る
理
由
が
あ
る
場
合
、
一
九
五
七
年
略
式
手
続
法
の
下
で
の
罰
金
刑
な
ど
の
賦
科
の
手
続
を
進
め
る
か
、
反
則
通
知
を
発
付

し
、
反
則
金
を
賦
科
す
る
手
続
を
進
め
る
か
を
判
断
す
る）

25
（

。
反
則
金
を
賦
科
す
る
手
続
が
選
択
さ
れ
た
場
合
、
カ
ン
ス
タ
ブ
ル
ら
は
、

⒜
反
則
通
知
又
は
そ
の
謄
本
（copy

）
の
車
両
へ
の
貼
付
、
⒝
反
則
通
知
又
は
そ
の
謄
本
の
車
両
使
用
者
へ
の
手
渡
し
、
⒞ 

反
則
通

知
又
は
そ
の
謄
本
の
車
両
使
用
者
の
最
後
に
知
ら
れ
た
居
所
又
は
職
場
へ
の
送
付
の
う
ち
、
一
つ
又
は
複
数
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る）

26
（

。

反
則
通
知
が
貼
付
さ
れ
た
場
合
又
は
手
渡
さ
れ
た
場
合
は
貼
付
さ
れ
た
と
き
か
ら
、
反
則
通
知
が
郵
送
さ
れ
た
と
き
に
は
配
達
先
の
ポ



 

一
五
六

ス
ト
に
配
達
さ
れ
た
と
き
か
ら
、
犯
罪
類
型
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
反
則
金
の
支
払
義
務
が
生
じ
る）

27
（

。

　

反
則
金
の
支
払
は
、
法
律
違
反
に
よ
る
反
則
金
の
場
合
、
国
立
銀
行
口
座
（Crow

n Bank A
ccount

）
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い）

28
（

。
こ
の
場
合
、
反
則
金
は
原
則
と
し
て
国
庫
に
全
額
収
納
さ
れ
る
。
例
外
的
に
、
財
務
省
（M

inistry of Finance

）
が
承
認
し

た
場
合
、
一
部
が
地
方
公
共
団
体
に
収
納
さ
れ
る）

29
（

。
一
方
、
①
地
方
公
共
団
体
の
条
例
に
よ
り
設
置
さ
れ
て
い
る
パ
ー
キ
ン
グ
メ
ー
タ

ー
の
管
理
下
に
あ
る
道
路
に
お
い
て
な
さ
れ
た
条
例
違
反
の
駐
車
行
為
、
②
地
方
公
共
団
体
が
任
命
し
た
者
が
反
則
通
知
を
発
付
し
た
、

地
方
公
共
団
体
の
条
例
に
よ
り
規
定
さ
れ
た
時
間
を
超
過
す
る
時
間
の
駐
車
を
禁
止
す
る
条
例
違
反
の
駐
車
行
為
の
場
合
に
は
、
地
方

公
共
団
体
へ
の
納
付
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る）

30
（

。
こ
の
よ
う
な
条
例
違
反
に
よ
る
反
則
金
が
政
府
に
よ
り
徴
収
さ
れ
た
場
合
、
地
方
公

共
団
体
に
全
額
が
引
き
渡
さ
れ
る）

31
（

。
こ
れ
ら
い
ず
れ
の
場
合
も
、
反
則
金
が
支
払
わ
れ
た
場
合
、
反
則
事
実
と
支
払
事
実
を
警
察
長
官

（Com
m
issioner of Police

）
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

32
（

。

　

一
方
、
反
則
通
知
に
対
す
る
異
議
申
立
て
手
続
も
整
備
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
反
則
通
知
を
受
け
取
っ
た
者
は
、
地
方
裁
判
所

で
聴
聞
（hearing

）
を
開
く
よ
う
通
知
官
（inform

ant

）
に
書
面
で
申
立
て
る
こ
と
が
で
き
る）

33
（

。
こ
れ
に
は
、
①
反
則
事
実
の
存
在
、

す
な
わ
ち
反
則
金
の
賦
科
自
体
を
争
う
場
合
と
、
②
反
則
事
実
の
存
在
は
争
わ
ず
、
反
則
金
額
が
過
大
で
経
済
状
態
な
ど
か
ら
支
払
が

困
難
で
あ
り
、
減
額
を
求
め
る
場
合
の
二
つ
の
場
合
が
あ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
通
知
官
は
、
裁
判
所
に
聴
聞
申
立
て
書
を
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

34
（

。
ま
た
、
①
の
場
合
、
通
知
官
は
、
申
立
て
者
に
聴
聞
申
立
て
書
の
謄
本
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

35
（

。
②
の

場
合
、
反
則
通
知
を
受
け
と
っ
た
申
立
て
者
は
、
聴
聞
申
立
て
に
お
い
て
当
該
犯
罪
に
関
す
る
自
己
の
責
任
を
認
め
、
賦
科
さ
れ
る
制

裁
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
の
提
案
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る）

36
（

。
こ
の
場
合
、
略
式
手
続
法
に
基
づ
く
手
続
が
な
さ
れ
、
資
産
が
少
な
い

こ
と
や
犯
罪
歴
が
な
い
こ
と
な
ど
の
減
軽
事
由
が
考
慮
さ
れ
、
減
額
さ
れ
る）

37
（

。
こ
の
よ
う
に
し
て
裁
判
所
で
反
則
金
額
を
争
っ
た
場
合

で
も
、
行
為
者
は
反
則
金
と
し
て
金
銭
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
、
反
則
金
よ
り
も
減
額
さ
れ
た
罰
金
刑
が
新
た
に
科
さ
れ
る
わ
け
で
は
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な
い
。
な
お
、
犯
罪
類
型
に
よ
っ
て
は
、
反
則
金
の
賦
科
で
あ
っ
て
も
、
犯
罪
記
録
に
留
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
裁
判
所
で
争
っ

た
か
ど
う
か
に
関
係
な
く
留
め
ら
れ
る
。

　

反
則
通
知
を
受
け
と
っ
た
者
か
ら
聴
聞
が
申
立
て
ら
れ
ず
、
反
則
通
知
が
な
さ
れ
て
か
ら
二
八
日
以
内
に
反
則
金
が
支
払
わ
れ
な
い

場
合
、
通
知
官
は
、
反
則
金
の
支
払
を
分
割
払
と
す
る
調
整
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る）

38
（

。
こ
の
調
整
は
、
反
則
犯
罪
が
行
な
わ
れ
た
日

か
ら
六
か
月
以
内
に
開
始
さ
れ
、
反
則
犯
罪
が
行
な
わ
れ
た
日
か
ら
一
二
か
月
以
内
に
全
て
の
支
払
が
完
了
す
る
よ
う
に
な
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い）

39
（

。
調
整
を
し
た
も
の
の
分
割
払
の
う
ち
の
一
回
が
不
払
と
な
っ
た
場
合
、
全
額
に
つ
い
て
不
払
に
な
っ
た
も
の
と
み
な

さ
れ
、
通
知
官
は
、
反
則
犯
罪
が
行
な
わ
れ
た
日
か
ら
六
か
月
以
上
経
過
し
て
い
た
と
し
て
も
、
再
び
全
額
に
つ
い
て
分
割
払
の
一
回

あ
た
り
の
金
額
や
期
間
を
変
更
し
て
調
整
を
な
す
こ
と
が
で
き
る）

40
（

。
な
お
、
い
っ
た
ん
通
知
官
が
調
整
を
行
な
う
と
、
反
則
通
知
を
受

け
と
っ
た
者
は
聴
聞
を
申
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る）

41
（

。

　

ま
た
、
⒜
反
則
通
知
を
受
け
と
っ
た
者
か
ら
聴
聞
が
申
立
て
ら
れ
ず
、
反
則
通
知
が
な
さ
れ
て
か
ら
二
八
日
以
内
に
反
則
金
が
支
払

わ
れ
な
い
場
合
、
⒝
分
割
払
の
調
整
を
一
度
し
た
も
の
の
、
不
払
と
な
っ
た
場
合
、
通
知
官
は
、
反
則
通
知
と
同
内
容
又
は
本
質
的
に

同
内
容
の
督
促
通
知
を
発
付
す
る
こ
と
も
で
き
る）

42
（

。
督
促
通
知
を
受
け
取
っ
た
者
は
、
通
知
官
に
反
則
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い）
43
（

。
督
促
通
知
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
二
八
日
以
内
に
支
払
わ
れ
た
場
合
、
反
則
金
の
支
払
日
に
略
式
の
有
罪
認
定
が
な
さ
れ
た
と
み

な
さ
れ
る）

44
（

。
督
促
通
知
を
受
け
取
っ
た
者
は
、
原
則
と
し
て
督
促
通
知
の
到
着
後
二
八
日
以
内
で
あ
れ
ば
、
裁
判
所
で
聴
聞
を
開
く
よ

う
通
知
官
に
書
面
で
申
立
て
る
こ
と
が
で
き
る）

45
（

。
督
促
通
知
の
到
着
後
、
二
八
日
以
内
に
聴
聞
が
申
立
て
ら
れ
な
い
場
合
、
通
知
官
は
、

地
方
裁
判
所
判
事
（D

istrict Court Judge

）
又
は
書
記
官
（Registrar
）
の
許
可
に
よ
り
、
地
方
裁
判
所
に
督
促
通
知
の
謄
本
な

ど
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る）

46
（

。
督
促
通
知
の
謄
本
な
ど
は
、
分
割
払
の
調
整
が
な
さ
れ
た
場
合
は
反
則
犯
罪
が
行
な
わ
れ
た
日
か
ら

一
二
か
月
以
内
に
、
分
割
払
の
調
整
が
な
さ
れ
た
場
合
は
反
則
犯
罪
が
行
な
わ
れ
た
日
か
ら
六
か
月
以
内
に
地
方
裁
判
所
に
提
出
さ
れ
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な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
提
出
さ
れ
た
と
き
に
は
、
反
則
金
と
同
額
の
罰
金
刑
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
命
令
が
あ
っ
た
と
み
な

さ
れ
る）

47
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
督
促
通
知
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
二
九
日
以
上
経
過
後
に
通
知
官
に
反
則
金
相
当
額
を
支
払
っ
た
と
き
、
支
払

わ
れ
た
金
額
は
反
則
金
が
変
形
し
た
罰
金
刑
に
充
当
さ
れ
う
る）

48
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
反
則
金
に
お
い
て
は
、
反
則
通
知
を
発
付
で
き
る
の
が
警
察
官
だ
け
に
限
定
さ
れ
て
お
ら

ず
、
交
通
取
締
り
を
専
門
と
す
る
職
員
も
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、
国
の
職
員
だ
け
に
限
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
地
方
公
共
団
体
の
職
員
も

可
能
で
あ
る
。
こ
の
関
係
で
、
一
部
の
反
則
金
は
、
国
で
は
な
く
地
方
公
共
団
体
の
収
入
と
な
る
。

　

ま
た
、
反
則
金
は
、
犯
罪
類
型
ご
と
に
定
額
で
あ
り
、
行
為
ご
と
の
有
責
性
や
行
為
者
の
経
済
状
態
が
斟
酌
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
裁

判
な
く
し
て
賦
科
さ
れ
る
も
の
の
、
反
則
通
知
を
受
け
取
っ
た
者
が
聴
聞
を
申
立
て
る
こ
と
に
よ
り
、
反
則
事
実
の
存
否
や
反
則
金
額

を
裁
判
所
で
争
い
う
る
。
反
則
金
額
を
争
っ
た
場
合
、
資
産
や
犯
罪
歴
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
う
る
。
そ
し
て
、
裁
判
所
で
反
則
金
額
を

争
っ
た
場
合
で
も
、
行
為
者
は
反
則
金
と
し
て
金
銭
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
、
反
則
金
よ
り
も
減
額
さ
れ
た
罰
金
刑
が
新
た
に
科
さ
れ

る
わ
け
で
は
な
い
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
一
部
の
反
則
金
は
、
犯
罪
記
録
に
留
め
ら
れ
る
が
、
裁
判
所
で
争
っ
た
か
否
か
は
記
録
に
は

無
関
係
で
あ
る
。
督
促
通
知
に
対
し
て
も
聴
聞
を
申
立
て
る
こ
と
な
く
反
則
金
を
支
払
わ
な
い
場
合
、
聴
聞
や
弁
解
の
機
会
な
く
し
て

反
則
金
が
同
額
の
罰
金
刑
に
変
形
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
事
実
と
金
額
を
争
い
う
る
点
と
一
部
の
反
則
金
で
は
前
科
記
録
が
残
る
点
で
、

反
則
金
は
罰
金
刑
と
共
通
性
を
有
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
督
促
通
知
に
対
し
て
も
不
払
の
場
合
、
反
則
金
が
罰
金
刑
に
変
形
す
る
と
さ

れ
て
お
り
、
両
者
の
法
的
性
質
が
近
似
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
し
ば
し
ば
反
則
金
が
簡
易
罰
金
刑

（instant fi ne

）
と
呼
ば
れ
る
が）

49
（

、
反
則
金
も
罰
金
刑
も
支
払
が
強
制
さ
れ
、
反
則
金
が
罰
金
刑
賦
科
の
手
続
の
一
部
を
省
略
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
理
由
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
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三
、
反
則
金
の
適
用
状
況

　

こ
の
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
反
則
金
は
ど
の
よ
う
に
適
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

反
則
金
の
適
用
は
、
軽
微
な
交
通
事
犯
に
集
中
し
て
い
る）

50
（

。
反
則
通
知
の
発
付
主
体
で
見
る
と
、
警
察
と
地
方
公
共
団
体
が
そ
の
ほ

と
ん
ど
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
割
合
は
ほ
ぼ
拮
抗
し
て
い
る）

51
（

。
近
時
、
反
則
金
の
適
用
が
急
増
し
て
お
り）

52
（

、
一
九
九
八
年
／
一
九
九
九

年
会
計
年
度
に
は）

53
（

、
前
年
度
の
約
八
六
万
件
か
ら
約
二
〇
万
件
（
約
二
三
％
）
増
加
し
、
約
一
〇
六
万
件
と
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
約

五
〇
万
件
が
速
度
超
過
で
あ
り
、
前
年
度
の
約
三
九
万
件
か
ら
約
一
一
万
件
（
約
二
八
％
）
増
加
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
反
則
金
の
適

用
が
増
加
し
て
い
る
背
景
に
は
、
一
九
九
二
年
に
、
交
通
省
（M

inistry of T
ransport

）
の
交
通
安
全
サ
ー
ビ
ス
（T

raffi  c Safety 

Service

）
が
警
察
に
統
合
さ
れ
、
警
察
が
反
則
通
知
を
発
付
す
る
だ
け
で
な
く
、
道
路
安
全
業
務
も
行
な
う
こ
と
と
な
り
、
包
括
的
に

道
路
交
通
安
全
に
対
処
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
と
、
一
九
九
三
年
以
降
、
速
度
計
測
カ
メ
ラ
（speed cam

era

）
が
設
置
さ
れ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る）

54
（

。

　

反
則
金
の
適
用
の
増
加
に
合
わ
せ
て
、
裁
判
所
に
聴
聞
が
申
立
て
ら
れ
る
件
数
も
激
増
し
て
お
り）

55
（

、
法
執
行
機
関
の
負
担
が
急
激
に

重
く
な
っ
た
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
一
九
九
二
年
／
一
九
九
三
年
会
計
年
度
に
は
二
〇
万
二
三
六
三
件
で
あ
っ
た
が
、
一
九
九
八

年
／
一
九
九
九
年
会
計
年
度
に
は
六
二
万
六
四
八
二
件
と
な
り
、
六
年
間
で
三
倍
以
上
に
な
っ
て
い
る
。
金
額
ベ
ー
ス
で
も
同
じ
傾
向

が
窺
わ
れ
、
一
九
九
二
年
／
一
九
九
三
年
会
計
年
度
の
三
五
三
九
万
Ｎ
Ｚ
Ｄ
（
約
二
一
億
円
）
か
ら
、
一
九
九
八
年
／
一
九
九
九
年
会

計
年
度
の
一
億
九
六
五
万
Ｎ
Ｚ
Ｄ
（
約
六
六
億
円
）
に
増
加
し
て
い
る
。
反
則
通
知
の
発
付
主
体
で
見
る
と
、
い
ず
れ
も
、
警
察
と
地

方
公
共
団
体
の
割
合
が
ほ
ぼ
拮
抗
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
約
六
割
の
反
則
金
で
裁
判
所
に
聴
聞
が
申
立
て
ら
れ
て
い
る
の
は
、
反

則
金
の
額
が
定
額
で
、
罰
金
刑
よ
り
も
高
く
設
定
さ
れ
て
い
る
上）

56
（

、
聴
聞
で
は
経
済
状
態
な
ど
の
行
為
者
の
事
情
を
斟
酌
し
て
減
額
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
で
あ
る
。
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四
、
反
則
金
の
長
所
及
び
短
所
と
動
向

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
反
則
金
に
お
い
て
は
、
導
入
の
際
の
議
論
以
来
、
多
く
の
長
所
と
短
所
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

　

ま
ず
、
長
所
と
し
て
、
①
警
察
官
以
外
の
者
も
反
則
通
知
を
発
付
し
う
る
た
め
、
警
察
官
の
軽
微
事
犯
に
関
わ
る
負
担
が
軽
減
す
る

こ
と
、
②
賦
科
さ
れ
た
反
則
金
を
聴
聞
を
申
立
て
る
こ
と
な
く
支
払
う
者
も
多
く
、
自
動
化
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化
が
可
能
で
あ
る
た

め
、
罰
金
刑
に
比
べ
て
裁
判
所
の
人
的
及
び
物
的
な
資
源
を
節
約
し
つ
つ
、
裁
判
所
に
と
っ
て
も
行
為
者
に
と
っ
て
も
簡
便
か
つ
迅
速

に
事
件
が
処
理
さ
れ
る
こ
と
、
③
裁
判
所
で
の
有
罪
認
定
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
、
社
会
的
な
ス
テ
ィ
グ
マ
（stigm

a

）
を
回
避
で

き
る
こ
と
、
④
聴
聞
申
立
て
が
可
能
で
あ
り
、
聴
聞
で
減
額
さ
れ
う
る
た
め
、
経
済
的
不
平
等
が
も
た
ら
さ
れ
な
い
こ
と
、
⑤
金
額
が

大
き
い
た
め
、
抑
止
力
が
あ
る
こ
と
、
⑥
量
的
に
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
交
通
違
反
に
お
い
て
は
、
点
数
（dem

erit point

）
制
度
が

あ
り
、
点
数
の
累
積
で
運
転
免
許
の
停
止
に
な
る
な
ど
す
る
た
め
、
抑
止
力
が
そ
の
点
で
も
存
在
す
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
き
た）

57
（

。

こ
う
し
た
長
所
を
理
由
に
導
入
さ
れ
、
対
象
と
な
る
犯
罪
類
型
が
拡
大
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
短
所
と
し
て
、
①
安
易
に
用
い
ら
れ
や
す
く
、
社
会
統
制
網
の
拡
大
（net-w

idening

）
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
こ
と
、
②

罰
金
刑
に
比
べ
高
額
で
あ
り
、
支
払
が
困
難
な
場
合
も
多
い
こ
と
か
ら
、
聴
聞
が
開
か
れ
る
こ
と
も
多
い
た
め
、
多
く
の
事
件
で
徴
収

及
び
執
行
を
完
遂
す
る
ま
で
に
費
用
と
手
間
が
か
か
る
こ
と
、
③
裁
判
所
で
の
事
実
認
定
な
く
賦
科
さ
れ
る
た
め
、
手
続
上
問
題
が
あ

る
こ
と
、
④
聴
聞
申
立
て
は
可
能
で
あ
る
が
、
手
続
負
担
が
存
在
す
る
た
め
、
反
則
通
知
を
受
け
取
っ
た
者
が
争
い
た
い
場
合
で
も
納

付
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
、
⑤
簡
便
で
あ
る
た
め
、
法
令
違
反
の
認
識
に
乏
し
く
、
抑
止
力
に
欠
け
、
重
大
事
犯
や
再
犯
を
招
き
か
ね

な
い
こ
と
、
⑥
刑
事
政
策
目
的
よ
り
も
財
政
目
的
が
主
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
き
た）

58
（

。

　

こ
の
よ
う
な
短
所
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
国
家
も
国
民
も
便
利
な
制
度
と
し
て
お
お
む
ね
受
け
入
れ
て
き
た
と
さ
れ
る）

59
（

。
こ

う
し
た
中
、
法
委
員
会
（Law

 Com
m
ission

）
の
一
九
九
七
年
討
議
論
考
（D

iscussion Paper

）
に
お
い
て
、
重
大
で
な
い
犯
罪
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に
よ
り
多
く
利
用
す
べ
き
と
の
提
案
が
な
さ
れ
た）

60
（

。
そ
こ
で
は
、
定
型
的
な
違
反
行
為
を
問
題
と
す
る
よ
う
な
、
同
一
犯
罪
類
型
内
で

有
責
性
の
程
度
が
異
な
ら
な
い
犯
罪
類
型
に
対
し
て
、
反
則
金
の
適
用
を
広
く
可
能
に
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
逮
捕
や
捜

索
な
ど
の
捜
査
方
法
は
、
拘
禁
刑
を
科
す
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
犯
罪
類
型
に
限
定
し
、
拘
禁
刑
を
科
す
こ
と
を
予
定
さ
れ
て
い
な
い

犯
罪
類
型
に
は
、
逮
捕
な
ど
を
行
な
わ
ず
、
端
的
に
反
則
金
で
臨
む
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
見
解
は
、
簡
便
性

や
迅
速
性
な
ど
の
行
為
者
の
利
益
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
警
察
が
捜
査
資
源
を
重
大
事
犯
に
集
中
的
に
投
入
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を

意
図
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

五
、
小
括

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
反
則
金
は
、
犯
罪
類
型
ご
と
に
行
為
の
重
大
性
に
応
じ
て
一
定
額
と
さ
れ
て
お
り
、
賦
科
さ
れ
る
際
に
経
済

状
態
な
ど
の
行
為
者
の
事
情
は
考
慮
さ
れ
な
い
。
そ
し
て
、
反
則
金
の
額
が
比
較
的
高
め
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
手
続

負
担
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
反
則
金
が
科
さ
れ
た
事
件
の
約
六
割
で
裁
判
所
の
聴
聞
が
申
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
反
則
金
額
が
大
き
い
こ
と
は
、
第
二
章
で
検
討
し
た
被
害
弁
償
命
令
や
第
三
章
で
考
察
し
た
費
用
支
払
命
令
と
同
様
、

行
為
の
重
大
性
を
表
示
・
表
現
す
る
観
点
か
ら
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
反
則
金
額
が
多
く
の
者
が
簡
単
に
支
払
え
る
程

度
に
小
さ
け
れ
ば
、
反
則
犯
罪
を
行
な
っ
た
者
が
自
己
の
行
為
を
過
小
評
価
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
り
わ

け
、
道
路
交
通
犯
罪
の
多
く
の
類
型
は
、
本
来
、
危
険
な
行
為
で
あ
っ
て
死
傷
の
結
果
と
い
う
重
大
な
結
果
を
惹
起
し
か
ね
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
危
険
性
や
悪
質
性
が
十
分
に
認
識
さ
れ
ず
、
と
も
す
れ
ば
、
逆
に
、「
運
が
悪
か
っ
た
」
な
ど
と
感
じ
ら
れ
が
ち
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
よ
う
に
、
過
半
数
の
者
が
支
払
に
負
担
を
感
じ
る
よ
う
な
金
額
の
支
払
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
は
、
行
為
の
重
大
性
を
表
示
・
表
現
し
、
行
為
者
に
二
度
と
違
反
を
し
な
い
と
思
わ
せ
う
る
点
で
評
価
に
値
す
る
。
す
な
わ
ち
、
改



 

一
六
二

善
・
更
生
の
た
め
の
契
機
と
な
り
う
る
。

　

ま
た
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
反
則
金
の
賦
科
に
お
い
て
は
手
続
保
障
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
反
則
事
実
や
反
則
金
額
を

裁
判
所
で
争
う
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ら
を
争
っ
た
場
合
で
も
、
罰
金
刑
に
変
形
す
る
こ
と
は
な
く
、
前
科
記
録
の
点
で
も
差
が
生
じ
な

い
。
結
果
と
し
て
、
反
則
金
が
科
さ
れ
た
事
件
の
約
六
割
で
裁
判
所
の
聴
聞
が
申
立
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
点
で
は
、
反

則
金
の
長
所
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
法
執
行
機
関
の
人
的
物
的
資
源
の
節
約
が
達
成
さ
れ
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
逆
に
見

れ
ば
、
反
則
金
が
科
さ
れ
た
事
件
の
約
四
割
は
、
聴
聞
が
申
立
て
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
支
払
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
面
で

は
法
執
行
機
関
の
人
的
物
的
資
源
の
節
約
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
高
額
で
も
支
払
を
行
な
う

こ
と
が
で
き
る
者
に
対
す
る
法
執
行
機
関
の
人
的
物
的
資
源
の
節
約
が
な
さ
れ
て
お
り
、
高
額
の
支
払
が
困
難
で
あ
る
豊
か
で
な
い
者

へ
の
手
続
保
障
が
な
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

第
三
節　

我
が
国
の
交
通
反
則
金

一
、
導
入
の
経
緯
と
内
容

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
自
動
車
化
（m

otorization

）
の
進
展
に
伴
い
、
道
路
交
通
犯
罪
が
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
略
式
手
続
（
刑

訴
法
四
六
一
条
以
下
）
の
利
用
を
も
っ
て
し
て
も
、
事
件
処
理
の
負
担
が
増
大
す
る
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
、
昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四

年
）、
簡
易
迅
速
な
処
理
を
目
指
し
て
、
交
通
事
件
即
決
裁
判
手
続
法
（
昭
和
二
九
年
法
律
第
一
一
三
号
）
が
制
定
及
び
施
行
さ
れ
る
と

と
も
に
、
警
察
・
検
察
庁
・
裁
判
所
を
一
つ
の
建
物
に
ま
と
め
た
い
わ
ゆ
る
交
通
裁
判
所
が
誕
生
し
、
三
者
即
日
処
理
方
式
が
導
入
さ
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れ
た
。
さ
ら
に
、
昭
和
三
八
年
（
一
九
六
三
年
）
に
は
、
事
務
負
担
の
軽
減
の
た
め
に
、
交
通
切
符
制
度
が
導
入
さ
れ
、
司
法
警
察
職

員
に
よ
る
書
類
作
成
の
簡
略
化
と
警
察
・
検
察
庁
・
裁
判
所
で
の
書
式
の
共
用
化
と
が
図
ら
れ
た
。
し
か
し
、
高
度
経
済
成
長
期
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
自
動
車
化
が
急
速
に
進
ん
だ
結
果
、
道
路
交
通
犯
罪
が
激
増
し
、
警
察
・
検
察
庁
・
裁
判
所
の
負
担
が
極
め
て
大
き

く
な
っ
た
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
刑
事
手
続
の
形
式
で
は
、
事
件
処
理
が
追
い
つ
か
な
く
な
る
こ
と
が
広
く
看
取
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま

た
、
多
く
の
国
民
が
運
転
免
許
を
取
得
す
る
「
国
民
皆
免
許
」
時
代
に
あ
っ
て
、
道
路
交
通
犯
罪
は
誰
も
が
犯
し
う
る
犯
罪
で
あ
る
と

普
遍
性
が
認
識
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
全
て
の
国
民
が
罰
金
刑
を
は
じ
め
と
す
る
刑
罰
を
受
け
か
ね
な
い
と
い
う
、「
一
億
総

前
科
者
」
の
懸
念
が
語
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
道
路
交
通
犯
罪
へ
の
刑
罰
の
主
役
た
る
罰
金
刑
の
感
銘
力

低
下
を
問
題
視
す
る
見
解
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
、
昭
和
四
二
年
（
一
九
六
七
年
）
の
道
交
法
の
改
正
で
交
通
反
則
通

告
制
度
（
道
交
法
一
二
五
条
以
下
）
が
導
入
さ
れ
、
交
通
反
則
金
が
登
場
す
る
こ
と
と
な
っ
た）

61
（

。

　

交
通
反
則
通
告
制
度
の
内
容
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
簡
単
に
見
て
お
く
こ
と
と
し
た
い）

62
（

。
警
察
官
又
は
交
通
巡
視
員
は
、
道
交
法
違
反

の
一
部
の
類
型
に
あ
た
る
反
則
行
為
（
道
交
法
一
二
五
条
、
別
表
第
二
）
を
認
め
た
場
合
、
反
則
者
（
同
法
一
二
五
条
二
項
）
に
対
し
、

速
や
か
に
反
則
行
為
と
な
る
べ
き
事
実
の
要
旨
及
び
当
該
反
則
行
為
が
属
す
る
反
則
行
為
の
種
別
並
び
に
そ
の
者
が
通
告
を
受
け
る
た

め
の
出
頭
の
期
日
及
び
場
所
を
書
面
で
告
知
す
る
（
同
法
一
二
六
条
一
項
、
二
項
、
四
項
）。
告
知
を
受
け
た
者
は
、
原
則
と
し
て
告
知

を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
七
日
以
内
に
、
告
知
さ
れ
た
反
則
行
為
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
反
則
金
（
同
法
一
二
五
条
三
項
）
に

相
当
す
る
金
額
を
仮
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
法
一
二
九
条
一
項
、
一
二
九
条
の
二
）。
警
察
官
又
は
交
通
巡
視
員
は
、
告
知
に
つ

い
て
都
道
府
県
警
察
の
警
察
本
部
長
に
速
や
か
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
法
一
二
六
条
三
項
、
四
項
）。
告
知
が
正
当
と
認
め

ら
れ
る
場
合
で
仮
納
付
期
間
が
経
過
し
た
と
き
、
警
察
本
部
長
は
、
反
則
者
に
対
し
、
理
由
を
明
示
し
て
当
該
反
則
行
為
ご
と
に
定
め

ら
れ
た
反
則
金
の
納
付
を
書
面
で
通
告
す
る
（
同
法
一
二
七
条
一
項
、
三
項
）。
通
告
を
受
け
た
者
は
、
原
則
と
し
て
通
告
を
受
け
た
日



 

一
六
四

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
〇
日
以
内
に
反
則
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
法
一
二
八
条
一
項
、
一
二
九
条
の
二
）。
仮
納
付
し

て
い
た
場
合
、
反
則
金
を
納
付
し
た
と
み
な
さ
れ
る
（
同
法
一
二
九
条
三
項
）。
反
則
金
を
納
付
し
た
者
は
、
通
告
の
理
由
と
な
っ
た
行

為
に
関
係
す
る
事
件
に
つ
い
て
、
起
訴
さ
れ
ず
、
家
庭
裁
判
所
の
審
判
に
付
さ
れ
な
い
（
同
法
一
二
八
条
二
項
）。
納
付
期
間
が
経
過
し

て
も
、
反
則
金
が
納
付
さ
れ
な
い
場
合
、
起
訴
さ
れ
う
る
（
同
法
一
三
〇
条
）。

　

導
入
後
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
交
通
反
則
通
告
制
度
は
大
量
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
年
）
の
警
察
に
よ
る

交
通
違
反
取
締
件
数
は
七
八
五
万
四
五
七
〇
件
で
あ
り
、
う
ち
道
路
交
通
法
違
反
が
七
八
四
万
四
〇
一
三
件
（
九
九
・
九
％
）
を
占
め

て
い
る）

63
（

。
道
路
交
通
法
違
反
の
う
ち
、
平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
年
）
の
検
察
庁
新
規
受
理
人
員
は
、
四
一
万
六
五
五
三
人
で
あ
り）

64
（

、

そ
の
残
り
の
ほ
ぼ
全
て
が
反
則
事
件
と
し
て
扱
わ
れ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
で
反
則
金
が
納
付
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
我
が
国
の
交
通
反
則
金
は
、
犯
罪
類
型
ご
と
に
一
定
の
金
額
が
定
め
ら
れ
て
い
る
点
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
反
則

金
と
同
じ
で
は
あ
る
も
の
の
、
異
な
る
点
も
有
し
て
い
る
。
第
一
に
、
我
が
国
の
交
通
反
則
金
は
、
道
交
法
違
反
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

第
二
に
、
我
が
国
の
交
通
反
則
金
の
場
合
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
反
則
金
と
は
異
な
り
、
反
則
事
実
や
反
則
金
額
を
反
則
行
為
を
行

な
っ
た
者
か
ら
争
う
こ
と
が
で
き
ず
、
公
訴
提
起
さ
れ
る
の
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
い
っ
た
ん
公
訴
提
起
さ
れ
る
と
、

反
則
金
で
は
な
く
、
罰
金
刑
が
科
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
罰
金
刑
と
な
る
と
、
第
一
一
章
で
論
じ
る
よ
う
に
、
資
格
制
限
の
問

題
が
生
じ
る
。
加
え
て
、
反
則
金
に
比
べ
て
、
罰
金
刑
の
ほ
う
が
高
額
で
あ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
従
っ
て
、
我
が
国
の
交
通
反
則
金

は
、
罰
金
刑
よ
り
も
低
い
額
を
反
則
金
額
と
し
、
手
続
保
障
を
施
さ
な
い
こ
と
で
、
豊
か
で
な
い
者
に
も
納
付
す
る
ほ
う
が
利
益
に
適

う
と
認
識
さ
せ
、
納
付
す
る
よ
う
誘
導
す
る
制
度
で
あ
る
と
言
え
る
。
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二
、
交
通
反
則
金
の
法
的
性
質

　

以
上
の
よ
う
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
我
が
国
の
交
通
反
則
金
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
は
、
立
法
審
議
の
段
階
か
ら
議
論
が
あ
る
。
そ

も
そ
も
、
交
通
反
則
金
は
刑
事
手
続
に
よ
る
有
罪
認
定
を
経
ず
に
科
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
刑
罰
で
は
な
い
た
め
、
そ
の
よ
う
な
手

続
を
必
要
と
す
る
罰
金
刑
と
異
な
る
こ
と
に
争
い
は
な
い
。
問
題
は
、
交
通
反
則
金
の
支
払
が
任
意
で
あ
る
か
否
か
で
あ
り
、
こ
の
点

は
、
次
に
見
る
交
通
反
則
金
の
問
題
点
と
も
関
係
す
る
た
め
、
こ
こ
で
見
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。

　

ま
ず
、
納
付
が
任
意
で
あ
り
、
納
付
が
な
く
と
も
強
制
的
に
徴
収
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
た
め
、
罰
金
刑
だ
け
で
な
く
、
行
政
罰
で
あ

る
過
料
と
も
異
な
る
と
し
つ
つ
、
秩
序
罰
と
し
て
の
行
政
上
の
一
種
の
制
裁
金
と
す
る
見
解
が
あ
る）

65
（

。
こ
う
し
た
見
解
を
主
張
す
る
論

者
の
中
に
は
、
さ
ら
に
、
交
通
反
則
金
を
道
路
交
通
秩
序
の
維
持
確
保
と
い
う
行
政
目
的
の
達
成
の
た
め
に
行
政
の
作
用
と
し
て
行
な

う
も
の
で
あ
っ
て
、
犯
罪
者
に
対
す
る
司
法
的
作
用
を
加
え
る
罰
金
刑
と
は
全
く
異
な
る
と
主
張
す
る
論
者
も
い
る）

66
（

。

　

し
か
し
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
交
通
反
則
金
が
導
入
さ
れ
た
の
は
、
道
路
交
通
犯
罪
の
大
量
性
に
対
す
る
便
宜
的
方
法
が
求
め
ら
れ

た
た
め
で
あ
っ
て
、
罰
金
刑
と
は
異
な
る
目
的
を
持
た
せ
よ
う
と
し
た
た
め
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
確
か
に
、
反
則
金
の
支

払
は
、
一
応
任
意
で
あ
り
、
強
制
的
に
徴
収
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
も
の
の
、
納
付
し
な
け
れ
ば
、
通
常
、
刑
罰
が
科
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
の
で
あ
っ
て
、
任
意
と
は
名
ば
か
り
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
秩
序
罰
と
は
言
い
難
く）

67
（

、
事
実
上
、
支
払
が
強
制
さ
れ
る
交
通

反
則
金
の
実
質
に
即
し
て
、
罰
金
刑
の
性
質
を
持
ち
、
罰
金
刑
に
代
替
し
う
る
制
裁
で
あ
っ
て
、
行
政
罰
と
し
て
の
過
料
と
の
中
間
的

な
性
質
を
持
つ
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る）

68
（

。
こ
の
見
解
か
ら
は
、
本
来
、
刑
事
手
続
が
と
ら
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
反
則
金
を
支
払
う

こ
と
で
国
家
と
の
私
的
和
解
（
私
和
）
が
成
立
し
、
刑
事
手
続
か
ら
外
さ
れ
る
と
の
理
解
に
つ
な
が
る）

69
（

。



 

一
六
六

三
、
交
通
反
則
金
の
問
題
点

　

交
通
反
則
金
に
つ
い
て
は
、
憲
法
上
の
問
題
と
実
効
性
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
順
に
見
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
一
）
憲
法
上
の
問
題

　

憲
法
上
の
問
題
と
し
て
は
、
裁
判
を
受
け
る
権
利
（
憲
法
三
二
条
）、
適
正
手
続
保
障
（
憲
法
三
一
条
）、
行
政
機
関
に
よ
る
終
審
の

禁
止
（
憲
法
七
六
条
二
項
後
段
）、
法
の
下
の
平
等
（
憲
法
一
四
条
一
項
）
に
抵
触
し
な
い
か
問
題
と
な
る
。

　

第
一
に
、
裁
判
を
受
け
る
権
利
（
憲
法
三
二
条
）
が
実
質
的
に
害
さ
れ
な
い
か
問
題
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
交
通
反
則
金
の
納
付
を

せ
ず
に
争
え
ば
、
罰
金
刑
が
科
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
金
額
や
資
格
制
限
な
ど
の
点
で
不
利
益
で
あ
る
た
め
、
交
通
反
則
金
を
納
付
す

る
方
途
が
選
択
さ
れ
や
す
く
、
裁
判
を
受
け
る
権
利
が
実
質
的
に
害
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る）

70
（

。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
交
通
反
則
金
の
納
付
が
任
意
で
あ
る
と
理
解
す
る
立
場
か
ら
は
、
①
反
則
者
が
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
任
意
に

放
棄
し
た
と
考
え
ら
れ
る
上
、
交
通
反
則
金
が
納
付
さ
れ
な
い
こ
と
に
よ
り
、
直
ち
に
刑
罰
が
科
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
裁
判
を
受
け

る
権
利
が
そ
の
段
階
で
保
障
さ
れ
て
い
る
た
め
、
裁
判
を
受
け
る
権
利
が
害
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
す
る）

71
（

。
ま
た
、
②
反
則
事
実
を
争

い
た
い
と
望
む
も
の
の
、
不
利
益
を
恐
れ
て
納
付
す
る
者
が
多
い
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
と
も
さ
れ
る）

72
（

。

　

し
か
し
、
既
に
見
た
よ
う
に
、
①
納
付
が
真
に
任
意
で
あ
る
と
は
言
い
難
い）

73
（

。
ま
た
、
②
憲
法
上
の
問
題
が
生
じ
る
者
が
少
な
け
れ

ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
現
行
の
交
通
反
則
通
告
制
度
は
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
実
質
的
に
害
す
る
も
の
で
あ
る

と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

従
っ
て
、
交
通
反
則
通
告
制
度
を
存
続
さ
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、
例
え
ば
、
起
訴
後
に
反
則
事
実
を
裁
判
所
で
争
い
、
反
則
事
実
が
存

在
す
る
と
認
定
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
交
通
反
則
金
の
納
付
を
可
能
に
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る）

74
（

。
先
に
見
た
よ
う
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
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ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
裁
判
所
で
の
聴
聞
で
反
則
事
実
が
認
定
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
反
則
金
と
し
て
納
付
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
お
り
、
参
考
に
値
す
る
。

　

第
二
に
、
適
正
手
続
保
障
が
害
さ
れ
な
い
か
問
題
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
司
法
審
査
を
経
る
こ
と
な
く
し
て
、
交
通
反
則
金
が
賦
科

さ
れ
る
た
め
、
適
正
手
続
保
障
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
も
ま
た
、
交
通
反
則
金
の
納
付
が
任
意
で
あ
る
理
解
す
る
立
場
か
ら
は
、
①
交
通
反
則
通
告
制
度
の
対
象
が
明
白
か
つ
定
型

的
な
違
反
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
手
続
の
公
正
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
②
起
訴
後
の
手
続
で
は
適
正
手
続
保
障
が
な
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
③
そ
も
そ
も
、
納
付
が
任
意
で
あ
る
以
上
、
適
正
手
続
保
障
の
対
象
外
で
あ
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
、
適
正
手
続
保
障
の
問
題
は
生

じ
な
い
と
さ
れ
る）

75
（

。

　

し
か
し
、
①
明
白
か
つ
定
型
的
な
違
反
の
類
型
で
あ
っ
て
も
、
事
実
の
存
否
が
争
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
、
公
正
な

第
三
者
た
る
裁
判
所
の
審
査
が
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
②
い
っ
た
ん
起
訴
さ
れ
れ
ば
、
よ
り
高
額
の
罰
金
刑
が
科
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
以
上
、
反
則
金
の
納
付
が
可
能
で
あ
る
状
況
で
適
正
手
続
保
障
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
③
納
付
が
真
に
任
意

で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
交
通
反
則
通
告
制
度
を
存
続
さ
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
手
続
を
参
考
に
、

裁
判
所
で
争
っ
た
と
し
て
も
、
交
通
反
則
金
の
納
付
を
可
能
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
行
政
機
関
に
よ
る
終
審
の
禁
止
に
反
し
な
い
か
問
題
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
不
利
益
を
被
り
う
る
刑
事
手
続
が
回
避
さ
れ

が
ち
で
あ
る
た
め
、
交
通
反
則
通
告
制
度
が
実
質
的
に
行
政
機
関
に
よ
る
終
審
と
な
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
も
ま
た
、
交
通
反
則
金
の
納
付
が
任
意
で
あ
る
と
理
解
す
る
立
場
か
ら
は
、
任
意
で
あ
る
点
を
強
調
し
、
司
法
作
用
で
は
な

く
、「
裁
判
」
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
刑
事
手
続
で
争
い
う
る
た
め
、
行
政
機
関
に
よ
る
終
審
の
禁
止
に
反
し
な
い
と
さ
れ
る）

76
（

。

　

確
か
に
、
刑
事
手
続
で
争
い
う
る
た
め
、
行
政
機
関
に
よ
る
終
審
の
禁
止
に
反
す
る
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
実
質
的
に
終
審
化



 

一
六
八

し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
や
は
り
、
こ
の
点
か
ら
も
、
交
通
反
則
通
告
制
度
を
存
続
さ
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、
裁
判
所
で
争
っ
た
と
し
て

も
、
交
通
反
則
金
の
納
付
を
可
能
す
る
制
度
を
構
築
す
べ
き
で
あ
る
。

　

第
四
に
、
法
の
下
の
平
等
に
反
し
な
い
か
問
題
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
貧
し
い
た
め
に
納
付
が
で
き
ず
、
刑
事
手
続
に
移
行
す
れ
ば
、

手
続
負
担
を
生
じ
、
罰
金
刑
の
不
払
に
よ
る
労
役
場
留
置
の
危
険
性
も
あ
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、「
経
済
的
関
係
」
に
お
い
て
差
別
し
て
い
る
の
で
は
な
い
と
さ
れ
る）

77
（

。
確
か
に
、
機
会
の
平
等
は
保
障
さ
れ
て
お

り
、
法
の
下
の
平
等
に
反
す
る
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
、
交
通
反
則
金
が
か
な
り
低
額
で
あ
り
、
納
付
が
困
難
で
あ
る
こ
と
は
少
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
納
付
が
経
済
的
に
不
可
能
な
者
だ
け
が
、
手
続
負
担
と
罰
金
刑
の
不
払
に
よ
る
労
役
場
留
置
の
危
険
を

負
う
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
裁
判
所
で
の
聴
聞
で
反
則
金
額
を
争
い
、

反
則
金
と
し
て
納
付
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
交
通
反
則
通
告
制
度
を
存
続
さ
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、
我
が
国
で
も
同
様
の
制
度
を
導

入
す
べ
き
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
交
通
反
則
通
告
制
度
は
、
裁
判
を
受
け
る
権
利
及
び
適
正
手
続
保
障
を
害
す
る
た
め
、
憲
法
上
、
許
さ
れ
な
い
。

ま
た
、
行
政
機
関
に
よ
る
終
審
の
禁
止
及
び
法
の
下
の
平
等
の
観
点
か
ら
も
、
妥
当
と
は
言
い
難
い
。
前
述
の
よ
う
に
、
我
が
国
の
交

通
反
則
金
は
、
罰
金
刑
よ
り
も
低
い
額
を
反
則
金
額
と
し
、
手
続
保
障
を
施
さ
な
い
こ
と
で
、
豊
か
で
な
い
者
に
も
納
付
す
る
ほ
う
が

利
益
に
適
う
と
認
識
さ
せ
、
納
付
す
る
よ
う
誘
導
す
る
制
度
で
あ
り
、
豊
か
で
な
い
者
に
も
裁
判
を
受
け
る
権
利
や
適
正
手
続
保
障
を

放
棄
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
高
額
で
も
支
払
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
者
に
対

す
る
法
執
行
機
関
の
人
的
・
物
的
資
源
の
節
約
を
行
な
う
一
方
、
高
額
の
支
払
が
困
難
で
あ
る
豊
か
で
な
い
者
へ
の
手
続
保
障
を
図
っ

て
い
る
。
こ
れ
を
比
較
す
れ
ば
、
豊
か
で
な
い
者
へ
の
手
続
保
障
を
欠
く
我
が
国
の
交
通
反
則
通
告
制
度
は
よ
り
問
題
が
大
き
い
と
言

わ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
交
通
反
則
通
告
制
度
を
存
続
さ
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
制
度
に
倣
っ
て
、
反
則
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事
実
や
交
通
反
則
金
の
額
を
裁
判
所
で
争
っ
た
場
合
で
も
、
交
通
反
則
金
を
納
付
す
る
こ
と
を
認
め
る
必
要
が
あ
る
。

（
二
）
実
効
性
の
問
題

　

憲
法
上
の
問
題
を
解
決
し
た
と
し
て
も
、
実
効
性
の
問
題
が
残
る
。
以
下
、
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

第
一
に
、
交
通
反
則
金
を
納
付
す
れ
ば
、
刑
事
手
続
を
経
る
こ
と
な
く
、
簡
易
迅
速
に
事
件
が
処
理
さ
れ
る
た
め
、「
金
さ
え
払
え

ば
」
と
い
う
感
覚
が
広
が
り
、
違
反
が
減
少
せ
ず
、
と
も
す
れ
ば
、
違
反
が
増
加
す
る
と
の
懸
念
が
あ
っ
た）

78
（

。
実
際
、
こ
れ
ま
で
見
て

き
た
よ
う
に
、
交
通
反
則
通
告
制
度
は
、
道
路
交
通
犯
罪
の
大
量
性
に
対
す
る
方
策
で
あ
っ
て
、
道
路
交
通
犯
罪
を
減
少
さ
せ
る
た
め

に
作
り
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
た
め
、
こ
の
よ
う
な
懸
念
に
は
根
拠
が
あ
っ
た
。

　

第
二
に
、
交
通
反
則
金
の
納
付
を
誘
導
す
る
た
め
も
あ
っ
て
、
従
来
の
罰
金
額
よ
り
も
低
い
額
が
交
通
反
則
金
と
し
て
設
定
さ
れ
、

多
く
の
者
が
比
較
的
容
易
に
納
付
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、「
違
反
が
重
大
で
は
な
い
」
と
い
う
誤
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
運
転
者
に

送
る
こ
と
と
な
っ
た）

79
（

。
交
通
反
則
金
額
を
高
く
設
定
し
、
人
の
生
命
や
身
体
に
関
わ
る
重
大
な
結
果
を
惹
起
し
う
る
行
為
で
あ
り
、
そ

の
重
大
性
を
表
示
・
表
現
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

　

手
続
負
担
が
軽
い
こ
と
と
交
通
反
則
金
の
額
が
小
さ
い
こ
と
が
相
ま
っ
て
、「
わ
ず
か
な
金
さ
え
払
え
ば
」
と
い
う
意
識
が
蔓
延
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
食
い
止
め
た
の
が
、
昭
和
四
四
年
（
一
九
六
九
年
）
か
ら
運
用
さ
れ
た
点
数
制
度
（
道
交
法
施
行
令
二
六
条

の
七
、
三
三
条
の
二
、
三
八
条
の
二
）
で
あ
り
、
違
反
を
繰
り
返
す
運
転
者
を
排
除
し
、
行
政
処
分
の
基
準
の
明
確
化
を
図
り
、
抑
止

効
果
を
持
た
せ
よ
う
と）

80
（

、
道
交
法
施
行
令
の
改
正
（
昭
和
四
三
年
政
令
第
二
九
八
号
）
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
。
点
数
制
度
は
、
運
転
免

許
の
効
力
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
運
転
が
で
き
な
く
な
れ
ば
、
就
業
や
日
常
生
活
に
多
大
な
影
響
を
被
る
た
め
、
多
く
の
運
転
者
に

と
っ
て
違
反
の
抑
止
と
な
り
、
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。
平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
年
）
に
は
、
運
転
免
許
の



 

一
七
〇

取
消
し
が
四
万
三
〇
一
七
件
、
運
転
免
許
の
停
止
が
四
二
万
六
三
四
六
件
に
及
ん
で
い
る）

81
（

。

　

も
っ
と
も
、
点
数
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
交
通
反
則
金
の
実
効
性
の
問
題
に
手
が
付
け
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、「
わ
ず

か
な
金
さ
え
払
え
ば
」
と
い
う
感
覚
を
払
拭
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
手
続
負
担
が
軽
い
こ
と
と
交
通
反
則
金
の
額
が

小
さ
い
こ
と
の
い
ず
れ
か
又
は
双
方
を
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
手
続
負
担
を
重
く
す
る
こ
と
は
、
行
為
者
に
と
っ
て
も
、

法
執
行
機
関
に
と
っ
て
も
不
利
益
を
も
た
ら
す
た
め
、
妥
当
で
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
交
通
反
則
金
の
額
の
問
題
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ

る
。
そ
し
て
、
そ
の
方
策
と
し
て
は
、
①
交
通
反
則
金
の
額
を
罰
金
刑
の
量
刑
相
場
と
同
程
度
か
そ
れ
以
上
に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
、

逆
に
、
②
交
通
反
則
通
告
制
度
を
廃
止
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
ず
、
①
交
通
反
則
金
の
額
を
罰
金
刑
の
量
刑
相
場
と
同
程
度
か
そ
れ
以
上
に
引
き
上
げ
た
場
合）

82
（

、
既
に
見
た
よ
う
に
、
憲
法
上
の

問
題
を
回
避
す
る
た
め
、
起
訴
後
に
反
則
事
実
や
交
通
反
則
金
の
額
を
裁
判
所
で
争
う
こ
と
を
認
め
、
争
っ
た
場
合
で
も
、
交
通
反
則

金
を
納
付
す
る
こ
と
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
交
通
反

則
金
の
額
を
争
う
者
が
増
加
し
、
法
執
行
機
関
の
事
件
処
理
を
極
め
て
圧
迫
す
る
こ
と
と
な
り
、
道
路
交
通
犯
罪
の
大
量
性
に
対
し
て

交
通
反
則
通
告
制
度
を
導
入
し
た
目
的
に
反
す
る
こ
と
と
な
る
。
逆
に
、
事
件
処
理
が
可
能
な
程
度
に
取
締
り
の
量
を
減
ら
せ
ば
、
道

路
交
通
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、「
運
が
悪
か
っ
た
」
と
い
う
不
公
平
感
を
現
在
よ
り
も
い
っ
そ
う
助
長
す
る
こ
と
に
な
り

か
ね
な
い
。
従
っ
て
、
こ
の
方
法
は
妥
当
で
な
い
。

　

そ
こ
で
、
②
交
通
反
則
通
告
制
度
を
廃
止
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
現
在
、
反
則
事
件
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
う
ち
、

携
帯
電
話
用
装
置
の
使
用
（
道
交
法
七
一
条
五
号
の
五
・
第
一
二
〇
条
一
項
九
号
の
三
）
な
ど
の
生
命
や
身
体
に
害
を
及
ぼ
す
可
能
性

の
比
較
的
高
い
犯
罪
類
型
の
罰
金
刑
の
上
限
を
大
幅
に
引
き
上
げ
、
交
通
反
則
金
で
は
な
く
、
罰
金
刑
を
賦
科
す
る
こ
と
と
し
、
憲
法

上
の
問
題
を
解
決
す
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
行
為
の
重
大
性
を
十
分
に
表
示
・
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
第
三
章
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一
七
一

で
提
案
し
た
よ
う
に
法
執
行
に
関
わ
る
費
用
の
徴
収
を
行
な
え
ば
、
罰
金
調
停
額
の
増
加
と
相
ま
っ
て
、
法
執
行
機
関
の
人
員
を
事
件

数
の
増
加
に
対
応
す
べ
く
増
加
さ
せ
た
と
し
て
も
、
財
政
上
の
問
題
が
生
じ
る
こ
と
を
回
避
で
き
よ
う
。
一
方
、
免
許
証
不
携
帯
（
道

交
法
九
五
条
一
項
・
一
二
一
条
一
項
一
〇
号
）
な
ど
の
生
命
や
身
体
に
害
を
及
ぼ
す
可
能
性
の
比
較
的
低
い
又
は
存
在
し
な
い
犯
罪
類

型
は
非
犯
罪
化
し
、
行
政
処
分
た
る
点
数
制
度
の
み
に
委
ね
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
対
し
て
は
、
い
か
に
軽
微
な
違

反
で
あ
っ
て
も
、
全
く
刑
罰
を
科
さ
な
い
と
す
る
こ
と
は
妥
当
で
な
く
、
刑
罰
で
臨
む
建
前
は
維
持
す
べ
き
と
の
反
論
が
あ
り
う
る）

83
（

。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
建
前
を
残
す
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
。
あ
く
ま
で
刑
罰
で
臨
む
べ
き
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
運

転
免
許
の
取
消
し
及
び
停
止
を
刑
罰
と
し
て
規
定
す
べ
き
で
あ
る）

84
（

。

第
四
節　

お
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
反
則
金
も
、
我
が
国
の
交
通
反
則
金
も
、
罰
金
刑
の
賦
科
の
量
的
増
加
に
対

し
て
、
手
続
を
簡
便
化
し
よ
う
と
す
る
点
で
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
手
続
の
簡
便
化
の
対
象
と
な
る
範
囲
と
方
向
性
は
異
な
る
。

す
な
わ
ち
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
反
則
金
に
お
い
て
は
、
高
額
で
も
支
払
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
者
に
対
す
る
法
執
行
機
関
の
人

的
・
物
的
資
源
の
節
約
が
行
な
わ
れ
、
高
額
の
支
払
が
困
難
で
あ
る
豊
か
で
な
い
者
へ
の
手
続
保
障
が
な
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
我

が
国
の
交
通
反
則
金
に
お
い
て
は
、
罰
金
刑
よ
り
も
低
い
額
が
反
則
金
額
と
さ
れ
、
手
続
保
障
を
施
さ
な
い
こ
と
で
、
豊
か
で
な
い
者

に
も
納
付
す
る
ほ
う
が
利
益
に
適
う
と
認
識
さ
せ
、
納
付
す
る
よ
う
誘
導
す
る
制
度
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
我
が
国
の
交
通
反
則

金
に
つ
い
て
は
、
裁
判
を
受
け
る
権
利
及
び
適
正
手
続
保
障
が
侵
害
さ
れ
て
お
り
、
違
憲
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
手
続
負
担



 

一
七
二

が
軽
い
こ
と
と
交
通
反
則
金
の
額
が
小
さ
い
こ
と
が
相
ま
っ
て
、「
わ
ず
か
な
金
さ
え
払
え
ば
」
と
い
う
意
識
を
蔓
延
さ
せ
る
な
ど
、
実

効
性
の
点
で
も
問
題
が
あ
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
交
通
反
則
通
告
制
度
及
び
交
通
反
則
金
を
廃
止
し
、
現
在
、
反
則
事
件
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
う
ち
、
生
命
や
身
体
に

害
を
及
ぼ
す
可
能
性
の
比
較
的
高
い
犯
罪
類
型
の
罰
金
刑
の
上
限
を
大
幅
に
引
き
上
げ
、
罰
金
刑
を
賦
科
す
る
こ
と
と
し
、
生
命
や
身

体
に
害
を
及
ぼ
す
可
能
性
の
比
較
的
低
い
又
は
存
在
し
な
い
犯
罪
類
型
は
非
犯
罪
化
し
、
行
政
処
分
た
る
点
数
制
度
に
委
ね
る
こ
と
と

す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
生
命
や
身
体
に
害
を
及
ぼ
す
可
能
性
の
比
較
的
高
い
犯
罪
類
型
の
行
為
の
重
大
性
を
十
分
に
表
示
・

表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
。

（
1
）  1962 N

o 125.

（
2
）  1968 N

o 148.

（
3
）  

例
え
ば
、
藤
木
英
雄
「
交
通
反
則
通
告
制
度

―
罰
金
科
刑
手
続
の
合
理
化

―
」
罪
罰
四
巻
四
号
（
一
九
六
七
）
二
九
頁
以
下
、
三

〇
―
三
一
頁
。

（
4
）  M

inistry of Justice Crim
inal Justice Policy Group, R

eview
 of M

onetary Penalties in N
ew

 Zealand

（M
inistry of 

Justice, 2000

）, p. 21. 

イ
ギ
リ
ス
の
制
度
に
つ
い
て
紹
介
し
た
も
の
と
し
て
、
依
田
智
治
「
英
国
に
お
け
る
刑
事
略
式
裁
判
制
度

―

交
通
チ
ケ
ッ
ト
制
度
お
よ
び
交
通
監
視
員
制
度
に
つ
い
て

―
」
レ
フ
ァ
一
三
巻
一
一
号
（
一
九
六
三
）
四
九
頁
以
下
。

（
5
）  1971 N
o 57.

（
6
）  1979 N

o 41.

（
7
）  1987 N

o 15.

（
8
）  1990 N

o 98.

（
9
）  1993 N

o 95.
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一
七
三

（
10
）  1996 N

o 13.
（
11
）  1996 N

o 88.
（
12
）  1998 N

o 110.

（
13
）  1999 N

o 142.

（
14
）  2003 N

o 51.

（
15
）  1957 N

o 87.

（
16
）  s. 2

（1

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957; s. 42A

（1

） of T
ransport A

ct 1962; ss. 2, 32A
 of W

eights and 
M

easures A
ct 1987; s. 57 of Civil A

viation A
ct 1990; ss. 154

（p

）,（s

）, 159

（1

）, 159A

（1

） of Biosecurity A
ct 1993; 

ss. 2, 65 of D
og Control A

ct 1996; ss. 2

（1

）, 260A
 of Fisheries A

ct 1996; ss. 2

（1

）, 138 of Land T
ransport A

ct 
1998; ss. 2

（1

）, 161 of A
nim

al W
elfare A

ct 1999; ss. 4

（1

）, 356 of Gam
bling A

ct 2003.

（
17
）  s. 2

（1

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957; s. 42A

（3

）―（8

） of T
ransport A

ct 1962; s. 14 of Litter A
ct 1979; s. 

32B of W
eights and M

easures A
ct 1987; ss. 58, 65Q

, 65S

（1

） of Civil A
viation A

ct 1990; ss. 159

（2

）,

（3

）, 159A

（2

）―（7

）,

（9

） of Biosecurity A
ct 1993; s. 66 of D

og Control A
ct 1996; s. 260B of Fisheries A

ct 1996; s. 139 of 
Land T

ransport A
ct 1998; s. 162 of A

nim
al W

elfare A
ct 1999; s. 357 of Gam

bling A
ct 2003.

（
18
）  SCH

ED
U
LE 2 of T

ransport A
ct 1962; s. 13

（4

） of Litter A
ct 1979; s. 33A

 of W
eights and M

easures A
ct 1987; 

s. 65Q

（2

） of Civil A
viation A

ct 1990; ss. 159
（3
）（b

）, 159

（4

）（b

） of Biosecurity A
ct 1993; SCH

ED
U
LE 1 of D

og 
Control A

ct 1996; s. 297A

（1

）（nc

） of Fisheries A
ct 1996; SCH

ED
U
LE 4 of Land T

ransport A
ct 1998; s. 162

（4

）

（b

） of A
nim

al W
elfare A

ct 1999; s. 360

（b

） of Gam
bling A

ct 2003.

（
19
）  M

inistry of Justice Crim
inal Justice Policy Group, supra note 4, at 96.

（
20
）  

地
方
公
共
団
体
の
条
例
違
反
で
あ
る
駐
車
違
反
で
三
〇
分
以
下
の
場
合
で
あ
る
。
但
し
、
地
方
公
共
団
体
の
条
例
（bylaw

）
で
一
二

Ｎ
Ｚ
Ｄ
（
約
七
二
〇
円
）
未
満
の
額
を
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
規
定
が
な
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
額
が
最
低
額
と
な
る
。
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七
四

SCH
ED

U
LE 2 of T

ransport A
ct 1962; SCH

ED
U
LE 4 of Land T

ransport A
ct 1998.

（
21
）  

過
積
載
で
一
三
ト
ン
以
上
の
場
合
で
あ
る
。SCH

ED
U
LE 2 of T

ransport A
ct 1962.

（
22
）  s. 159A

（7

） of Biosecurity A
ct 1993; s. 140 of Land T

ransport A
ct 1998; s. 358 of Gam

bling A
ct 2003.

（
23
）  s. 42A
（1

） of T
ransport A

ct 1962.

（
24
）  SCH

ED
U
LE 2 of T

ransport A
ct 1962.

（
25
）  s. 42A

（3
）,（4

） of T
ransport A

ct 1962. 

過
積
載
の
場
合
、
一
九
五
七
年
略
式
手
続
法
の
下
で
の
手
続
を
進
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
た
め
、
反
則
金
を
賦
科
す
る
手
続
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
26
）  s. 42A

（5

） of T
ransport A

ct 1962.

（
27
）  s. 42A

（6

）,（8A

）, SCH
ED

U
LE 2 of T

ransport A
ct 1962.

（
28
）  s. 43

（1

） of T
ransport A

ct 1962.
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ニ
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ラ
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。
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一
七
六

（
61
）  

一
連
の
流
れ
に
つ
い
て
、
警
察
庁
「
反
則
金
通
告
制
度
に
つ
い
て
」
ジ
ュ
リ
三
六
九
号
（
一
九
六
七
）
九
二
頁
以
下
参
照
。

（
62
）  

交
通
反
則
金
制
度
に
つ
い
て
詳
細
に
説
明
し
た
も
の
と
し
て
、
例
え
ば
、
吉
田
淳
一
「
交
通
反
則
通
告
制
度
に
つ
い
て
（
一
）」
曹
時
二

〇
巻
六
号
（
一
九
六
八
）
一
頁
以
下
、「
同
・（
二
・
完
）」
二
〇
巻
七
号
（
一
九
六
八
）
五
四
頁
以
下
、
淺
野
信
二
郎
「
道
路
交
通
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
逐
条
解
説
（
三
・
完
）」
警
研
三
九
巻
二
号
（
一
九
六
八
）
八
七
頁
以
下
。

（
63
）  

国
家
公
安
委
員
会
・
警
察
庁
編
『
平
成
二
四
年
版
警
察
白
書
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇
一
二
）
一
五
八
頁
。

（
64
）  

法
務
省
法
務
総
合
研
究
所
編
『
平
成
二
四
年
版
犯
罪
白
書

―
刑
務
所
出
所
者
等
の
社
会
復
帰
支
援

―
』（
日
経
印
刷
、
二
〇
一
二
）

一
七
頁
、
二
四
頁
・
一
―
三
―
一
―
四
図
。

（
65
）  

綾
田
文
義
「
交
通
反
則
通
告
制
度
の
基
本
的
構
造
に
つ
い
て

―
反
則
金
の
法
律
的
性
質
を
中
心
に

―
」
ジ
ュ
リ
三
八
二
号
（
一
九

六
七
）
九
八
頁
以
下
、
九
九
頁
、
同
「
交
通
反
則
通
告
制
度
の
憲
法
問
題
」
警
研
三
八
巻
一
一
号
（
一
九
六
七
）
三
頁
以
下
、
六
―
八
頁
、

吉
田
「（
一
）」・
前
掲
注
（
62
）
二
一
頁
、
土
本
武
司
「
行
政
と
刑
事
の
交
錯

―
交
通
反
則
通
告
制
度
と
刑
事
手
続
」
警
研
五
四
巻
一
〇

号
（
一
九
八
三
）
三
頁
以
下
、
八
頁
、
同
「
交
通
反
則
金
納
付
の
効
力
（
上
）
―
行
政
手
続
と
刑
事
手
続
の
交
錯
点
を
探
る

―
」
警

論
三
四
巻
六
号
（
一
九
八
三
）
三
七
頁
以
下
、
四
三
―
四
四
頁
。

（
66
）  

綾
田
「
基
本
的
構
造
」・
前
掲
注
（
65
）
一
〇
〇
頁
、
同
「
憲
法
問
題
」・
前
掲
注
（
65
）
七
頁
。

（
67
）  

警
察
庁
・
前
掲
注
（
61
）
九
四
頁
、
長
尾
久
衛
「
道
路
交
通
法
に
お
け
る
反
則
金
制
度
」
名
城
三
七
巻
二
号
（
一
九
八
八
）
一
頁
以
下
、

一
〇
頁
。

（
68
）  

宮
沢
浩
一
「
交
通
反
則
通
告
制
度
を
め
ぐ
っ
て
」
法
時
三
九
巻
四
号
（
一
九
六
七
）
三
五
頁
以
下
、
三
七
頁
。

（
69
）  

宮
沢
・
前
掲
注
（
68
）
三
八
頁
。

（
70
）  

行
政
事
件
訴
訟
法
（
昭
和
三
七
年
法
律
第
一
三
九
号
）
の
取
消
訴
訟
（
八
条
以
下
）
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
最
判
昭

五
七
年
七
月
一
五
日
民
集
三
六
巻
六
号
一
一
六
九
頁
は
こ
れ
を
否
定
し
て
お
り
、
刑
事
手
続
で
争
う
ほ
か
な
い
状
況
に
あ
る
。

（
71
）  

綾
田
「
憲
法
問
題
」・
前
掲
注
（
65
）
一
二
―
一
三
頁
、
吉
田
「（
一
）」・
前
掲
注
（
62
）
二
八
―
二
九
頁
。

（
72
）  

安
西
温
「
交
通
反
則
通
告
制
度
に
た
い
す
る
若
干
の
所
見
」
ジ
ュ
リ
三
七
〇
号
（
一
九
六
七
）
一
二
二
頁
以
下
、
一
二
五
―
一
二
六
頁
。
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（
73
）  

神
垣
秀
郎
「
交
通
反
則
通
告
制
度
に
対
す
る
若
干
の
問
題
」
ジ
ュ
リ
三
六
九
号
（
一
九
六
七
）
八
五
頁
以
下
、
八
七
頁
、
宮
沢
・
前
掲

注
（
68
）
三
八
頁
。

（
74
）  
神
垣
・
前
掲
注
（
73
）
八
八
頁
。

（
75
）  
綾
田
「
憲
法
問
題
」・
前
掲
注
（
65
）
一
〇
―
一
二
頁
、
吉
田
「（
一
）」・
前
掲
注
（
62
）
二
九
―
三
〇
頁
。

（
76
）  

綾
田
「
憲
法
問
題
」・
前
掲
注
（
65
）
一
五
頁
、
吉
田
「（
一
）」・
前
掲
注
（
62
）
三
〇
頁
。

（
77
）  

綾
田
「
憲
法
問
題
」・
前
掲
注
（
65
）
一
四
―
一
五
頁
、
吉
田
「（
一
）」・
前
掲
注
（
62
）
三
〇
―
三
二
頁
。

（
78
）  

神
垣
・
前
掲
注
（
73
）
八
五
頁
、
宮
沢
・
前
掲
注
（
68
）
三
八
頁
。

（
79
）  

例
え
ば
、
駐
車
違
反
は
、
交
通
の
障
害
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
重
大
な
事
故
を
惹
起
し
か
ね
な
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
一
一
〇
番
通

報
さ
れ
た
苦
情
な
ど
の
う
ち
、
二
五
％
が
駐
車
問
題
に
関
す
る
も
の
で
、
国
民
の
関
心
も
高
い
。
警
察
庁
編
・
前
掲
注
（
63
）
二
二
四
頁
。

し
か
し
、
駐
車
違
反
の
問
題
性
を
十
分
に
認
識
し
て
い
な
い
者
も
少
な
く
な
い
。

（
80
）  

西
川
芳
雄
「
運
転
免
許
の
行
政
処
分
に
関
す
る
点
数
制
度
に
つ
い
て
」
ジ
ュ
リ
四
一
〇
号
（
一
九
六
八
）
三
六
頁
以
下
、
三
七
頁
、
八

島
幸
彦
「
運
転
免
許
の
行
政
処
分
に
関
す
る
点
数
制
度
に
つ
い
て
」
警
研
三
九
巻
一
二
号
（
一
九
六
八
）
四
七
頁
以
下
、
四
八
頁
、
石
瀬

博
「
運
転
免
許
の
停
止
、
取
消
し
に
関
す
る
点
数
制
度
採
用
の
た
め
の
道
路
交
通
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」
警
論
二
二
巻
一
一

号
（
一
九
六
九
）
一
頁
以
下
、
二
頁
。

（
81
）  

警
察
庁
編
・
前
掲
注
（
63
）
一
四
九
頁
。

（
82
）  

憲
法
上
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
こ
と
な
く
、
交
通
反
則
金
の
額
を
罰
金
刑
よ
り
も
大
き
く
す
べ
き
と
の
見
解
と
し
て
、
植
松
正
「
交
通

反
則
通
告
制
度
の
意
義
と
問
題
」
ひ
ろ
ば
二
〇
巻
五
号
（
一
九
六
七
）
六
頁
以
下
、
九
頁
が
あ
る
。

（
83
）  

吉
田
「（
一
）」・
前
掲
注
（
62
）
四
頁
、
安
西
・
前
掲
注
（
72
）
一
二
四
頁
。

（
84
）  

例
え
ば
、
ド
イ
ツ
で
は
、
刑
罰
（
付
加
刑
）
と
し
て
の
運
転
禁
止
刑
、
保
安
処
分
と
し
て
の
運
転
免
許
取
消
し
、
行
政
処
分
と
し
て
の

運
転
免
許
取
消
し
処
分
が
あ
る
。
詳
し
く
は
、
髙
山
佳
奈
子
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
交
通
事
件
処
理
」
成
城
六
九
号
（
二
〇
〇
二
）
六
一
頁

以
下
、
八
四
頁
、
八
七
―
八
九
頁
参
照
。





 

一
七
九

第
一
節　

は
じ
め
に

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
刑
事
政
策
の
観
点
か
ら
、
興
味
深
い
制
度
が
導
入
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
は
、
一
九
七
二
年
以
降
、
犯
罪
被
害
者
に
対
す
る
国
家
補
償
を
発
展
的
に
解
消
し
、
犯
罪
以
外
の
事
故
も
含
め
て
補
償
を
行
な
っ
て

い
る）

1
（

。
こ
の
制
度
は
、
数
次
の
法
改
正
を
経
て）

2
（

、
現
在
、
二
〇
〇
一
年
傷
害
防
止
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
補
償
法
（Injury 

Prevention, Rehabilitation, and Com
pensation A

ct 2001

）
3
（

）
に
基
づ
き
運
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
犯
罪
や
非
行
に
対
し
て
家

族
集
団
会
議
（Fam

ily Group Conference

）
を
利
用
す
る
点
が
脚
光
を
浴
び
る
な
ど
、
修
復
的
司
法
の
取
組
み）

4
（

や
少
年
司
法
制
度）

5
（

が
数
多
く
紹
介
さ
れ
、
我
が
国
の
議
論
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
て
き
た
。

　

他
方
で
、
罰
金
刑
に
関
し
て
は
、
ド
イ
ツ
や
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
な
ど
に
比
べ
て
、
こ
れ
ま
で
そ
れ
ほ
ど
注
意
が
払
わ
れ
て
こ
な
か
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
刑
事
司
法
に
お
い
て
は
、
後
述
の
よ
う
に
、
我
が
国
を
は
じ
め
、
ド
イ
ツ
や
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
な
ど
に
は
見
ら
れ
な
い
規
定
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
比
較
及
び
参
考
に
供
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
一
章
で
分
析
し
た
よ
う
に
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
死
刑
や
自
由
刑
が
重
大
な
犯
罪
や
犯
罪
者
に
重
点
的
に
中
心
部
分
で
利
用
さ

れ
る
一
方
で
、
罰
金
刑
が
道
路
交
通
関
係
事
犯
と
い
う
周
縁
領
域
で
特
定
罪
種
に
偏
在
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
近
時
、

第
六
章　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
罰
金
刑
の
徴
収
及
び
執
行



 

一
八
〇

懲
役
刑
の
利
用
が
増
加
す
る
一
方
で
、
罰
金
刑
の
利
用
が
減
少
し
て
い
る
の
は
、
微
罪
処
分
・
起
訴
猶
予
な
ど
の
デ
ィ
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン

が
幅
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
な
く
、
本
来
、
罰
金
刑
に
向
い
て
い
る
事
案
に
十
分
に
適
用
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う

理
由
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
罰
金
刑
は
、
死
刑
や
自
由
刑
に
比
べ
て
、
そ
の
法
益
剥
奪
の
程

度
が
か
な
り
小
さ
く
、
そ
の
剥
奪
が
原
則
と
し
て
一
回
的
で
自
由
刑
の
よ
う
に
継
続
的
で
な
い
と
い
う
特
徴
を
有
し
て
お
り
、
道
路
交

通
関
係
だ
け
に
そ
の
利
用
を
限
定
す
る
必
然
性
は
乏
し
い
は
ず
で
あ
る
。
第
一
〇
章
で
検
討
す
る
よ
う
に
、
刑
法
及
び
刑
事
訴
訟
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
一
八
年
法
律
第
三
六
号
）
に
よ
っ
て
窃
盗
罪
な
ど
一
部
罪
種
の
法
定
刑
に
罰
金
刑
を
加
え
ら
れ
た
こ
と

は
、
こ
れ
ま
で
の
罰
金
刑
の
位
置
付
け
を
大
き
く
変
え
う
る
動
き
と
し
て
注
目
に
値
し
よ
う
。

　

そ
こ
で
、
罰
金
刑
の
持
つ
こ
う
し
た
特
徴
を
活
か
し
、
そ
の
適
用
領
域
を
拡
大
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
い
う
問
題
関
心
か
ら
、

罰
金
刑
が
、
ど
の
よ
う
な
性
質
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
、
他
の
刑
事
制
裁
と
の
役
割
分
担
を
ど
の
よ
う
に
構
想
し
、
ど
の
よ
う

な
犯
罪
の
、
ど
の
よ
う
な
犯
罪
者
に
、
い
か
な
る
額
を
賦
科
し
、
ど
の
よ
う
に
徴
収
及
び
執
行
を
行
な
っ
て
い
く
の
か
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
量
刑
の
枠
組
を
抜
本
的
に
再
編
す
る
た
め）

6
（

、
司
法
省
が
量
刑
及
び
パ
ロ
ー
ル
改
革
法
案

（Sentencing and Parole Reform
 Bill

）
を
提
出
し
、
こ
れ
を
受
け
て
、
二
〇
〇
二
年
量
刑
法
（Sentencing A

ct 2002

）
7
（

）
と
二

〇
〇
二
年
パ
ロ
ー
ル
法
（Parole A

ct 2002

）
8
（

）
が
成
立
し）

9
（

、
と
も
に
二
〇
〇
二
年
六
月
三
〇
日
に
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
量
刑
改
革
の

目
的
の
一
つ
は
、
罰
金
刑
の
利
用
促
進
に
あ
っ
た
。
二
〇
〇
二
年
量
刑
法
は
、
従
来
、
罰
金
刑
の
適
用
に
つ
い
て
定
め
て
い
た
、
一
九

八
五
年
刑
事
司
法
法
（Crim

inal Justice A
ct 1985

）
10
（

）
の
関
連
規
定）

11
（

を
廃
止
し）

12
（

、
罰
金
刑
の
適
用
を
増
加
さ
せ
る
た
め
の
新
た
な
規

定
を
設
け
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
従
来
か
ら
罰
金
刑
の
徴
収
及
び
執
行
に
役
立
つ
手
段
が
多
数
用

意
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
章
で
は
、
我
が
国
に
お
け
る
罰
金
刑
の
利
用
に
関
す
る
議
論
に
役
立
て
る
べ
く
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
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の
罰
金
刑
に
つ
い
て
紹
介
し
、
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

以
下
で
は
、
ま
ず
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
刑
事
司
法
制
度
に
つ
い
て
概
観
し
た
上
で
、
罰
金
刑
の
制
度
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と

と
す
る
。

第
二
節　

刑
事
司
法
制
度
の
概
要

一
、
刑
事
制
裁
の
種
類

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
刑
事
制
裁
と
し
て
、
罰
金
刑
（fi ne

）
13
（

）
の
ほ
か
に
、
被
害
弁
償
（reparation

）
14
（

）、
監
督
（supervision

）
15
（

）、

社
会
奉
仕
作
業
（com

m
unity w

ork

）
16
（

）、
拘
禁
刑
（im

prisonm
ent

）
17
（

）、
不
定
期
刑
（preventive detention

）
18
（

）、
在
宅
拘
禁
（hom

e 

detention

）
19
（

）、
交
際
禁
止
命
令
（non-association order

）
20
（

）、
運
転
免
許
剥
奪
（disqualifi cation from

 driving

）
21
（

）、
自
動
車
没
収

（confi scation of m
otor vehicles

）
22
（

）
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
我
が
国
と
は
異
な
り
、
死
刑
は
廃
止
さ
れ
て
い
る）

23
（

。

二
、
刑
事
制
裁
の
目
的

　

こ
う
し
た
刑
事
制
裁
の
目
的
と
し
て
一
般
に
挙
げ
ら
れ
て
き
た
の
は
、
抑
止
（deterrence

）、
改
善
（reform

）、
隔
離

（prevention

）、
応
報
（retribution

）
な
ど
で
あ
っ
た）

24
（

。
二
〇
〇
二
年
量
刑
法
は
、
量
刑
目
的
に
つ
い
て
、
⒜
犯
行
に
よ
り
被
害
者

及
び
地
域
社
会
が
被
っ
た
侵
害
に
対
す
る
責
任
（accountable

）
を
犯
罪
者
に
負
わ
せ
る
こ
と
、
⒝
当
該
侵
害
に
対
す
る
責
任
の
感
覚

及
び
認
識
を
犯
罪
者
に
促
進
さ
せ
る
こ
と
、
⒞
犯
罪
被
害
者
に
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
、
⒟
犯
行
に
よ
り
被
っ
た
侵
害
に
対
す
る
損
害



 

一
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二

回
復
を
行
な
う
こ
と
、
⒠
犯
罪
者
が
関
与
し
た
行
為
を
非
難
す
る
こ
と
、
⒡
犯
罪
者
又
は
そ
の
他
の
者
に
よ
る
同
じ
又
は
同
種
の
犯
罪

の
遂
行
を
抑
止
す
る
こ
と
、
⒢
犯
罪
者
か
ら
地
域
社
会
を
保
護
す
る
こ
と
、
⒣
犯
罪
者
の
社
会
復
帰
や
再
統
合
を
援
助
す
る
こ
と
を
挙

げ）
25
（

、
こ
れ
ら
の
い
か
な
る
目
的
も
他
の
目
的
に
優
先
劣
後
す
る
こ
と
は
な
い
と
し
て
い
る）

26
（

。

三
、
刑
事
制
裁
の
量
定

　

量
刑
の
際
に
考
慮
す
べ
き
因
子
と
し
て
、
①
犯
行
の
重
大
性
（gravity

）、
②
法
定
刑
か
ら
推
察
さ
れ
る
犯
罪
類
型
の
重
大
性

（seriousness

）、
③
被
害
者
に
及
ぼ
さ
れ
た
犯
行
の
影
響
に
関
し
て
、
裁
判
所
に
提
出
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
情
報
、
④
同
種
の
犯
罪
に
比

し
て
減
軽
を
行
な
う
べ
き
犯
罪
者
の
あ
ら
ゆ
る
個
別
的
状
況
、
⑤
社
会
復
帰
目
的
か
ら
考
察
し
た
際
の
犯
罪
者
本
人
、
家
族
、
マ
オ
リ

族
の
場
合
の
拡
大
家
族
（
フ
ァ
ナ
ウ
。w

hanau

）、
地
域
社
会
、
文
化
的
背
景
、
⑥
当
該
事
件
に
お
い
て
生
じ
た
又
は
裁
判
所
が
生
じ

う
る
こ
と
に
つ
い
て
確
信
し
た
修
復
的
司
法
（restorative justice

）
の
結
果
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る）

27
（

。

　

量
刑
の
際
に
刑
事
制
裁
を
加
重
す
る
よ
う
考
慮
す
べ
き
因
子
と
し
て
、
⒜
犯
罪
が
暴
力
又
は
武
器
の
使
用
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
、
⒝
犯
罪
が
住
居
へ
の
不
法
侵
入
又
は
不
法
不
退
去
で
あ
る
こ
と
、
⒞
保
釈
中
又
は
刑
事
制
裁
に
服
し
て
い
る
間
に
犯
罪
が
遂
行
さ

れ
た
こ
と
、
⒟
犯
罪
か
ら
生
じ
た
あ
ら
ゆ
る
損
失
、
損
害
又
は
侵
害
の
程
度
、
⒠
犯
罪
遂
行
の
際
の
特
別
の
残
虐
性
、
⒡
犯
罪
者
が
被

害
者
か
ら
の
信
頼
又
は
犯
罪
者
自
身
の
権
威
を
濫
用
し
た
こ
と
、
⒢
被
害
者
が
そ
の
年
齢
若
し
く
は
健
康
又
は
犯
罪
者
に
既
知
の
も
の

で
あ
る
あ
ら
ゆ
る
そ
の
他
の
因
子
に
よ
り
特
別
に
も
ろ
か
っ
た
（vulnerable

）
こ
と
、
⒣
人
種
、
肌
の
色
、
国
籍
、
宗
教
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
、
性
的
志
向
、
年
齢
又
は
障
害
の
よ
う
な
永
続
的
で
不
変
的
性
質
を
有
し
た
人
に
対
す
る
敵
意
を
一
部
又
は
全
部
の
理
由
と
し
て

犯
罪
者
が
犯
罪
を
遂
行
し
た
場
合
で
、
そ
の
敵
意
が
不
変
的
な
性
質
の
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
、
又
は
、
被
害
者
が
そ
う
し
た
性
質
を
有

し
て
い
る
と
犯
罪
者
が
信
じ
て
い
た
こ
と
、
()ha
犯
罪
が
テ
ロ
リ
ス
ト
の
行
為
の
一
部
又
は
関
連
性
の
あ
る
も
の
と
し
て
遂
行
さ
れ
た
こ
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と
、
⒤
犯
罪
者
の
側
に
計
画
性
が
あ
っ
た
こ
と
及
び
そ
の
計
画
性
の
程
度
、
⒥
犯
罪
者
が
過
去
に
受
け
た
有
罪
判
決
、
及
び
、
犯
罪
者

が
同
時
に
判
決
を
言
い
渡
さ
れ
る
か
、
そ
の
他
の
取
扱
い
を
受
け
つ
つ
あ
る
場
合
の
有
罪
判
決
の
数
、
重
大
性
、
日
付
、
関
連
性
及
び

性
質
が
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る）

28
（

。

　

逆
に
、
量
刑
の
際
に
刑
事
制
裁
を
減
軽
す
る
よ
う
考
慮
す
べ
き
因
子
と
し
て
、
⒜
犯
罪
者
の
年
齢
、
⒝
犯
罪
者
が
有
罪
答
弁
（plea

）

を
行
な
っ
た
こ
と
及
び
行
な
っ
た
時
期
、
⒞
被
害
者
の
行
為
、
⒟
犯
罪
者
の
側
の
関
与
が
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
⒠
犯
罪
者
が
知
的

能
力
又
は
理
解
力
が
低
下
し
て
い
た
こ
と
又
は
犯
罪
遂
行
時
に
低
下
し
て
い
た
こ
と
、
⒡
犯
罪
者
が
示
す
自
責
の
念
又
は
賠
償

（com
pensation

）
な
ど
の
申
出
、
合
意
若
し
く
は
実
行
な
ど
、
⒢
犯
罪
者
の
従
前
の
善
良
な
性
質
が
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る）

29
（

。

こ
の
う
ち
、
特
に
賠
償
な
ど
の
申
出
、
合
意
若
し
く
は
実
行
に
つ
い
て
は
、
別
個
に
詳
し
い
条
文
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

⒜
犯
罪
者
に
よ
り
被
害
者
に
対
し
て
な
さ
れ
る
償
い
の
申
出
、
⒝
犯
罪
者
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
悪
事
、
損
失
若
し
く
は
損
害
を
犯
罪

者
が
ど
の
よ
う
に
救
済
す
る
か
に
つ
い
て
、
又
は
犯
行
が
継
続
し
な
い
若
し
く
は
再
発
し
な
い
こ
と
を
確
実
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の

犯
罪
者
と
被
害
者
の
間
で
な
さ
れ
る
合
意
、
⒞
犯
行
に
対
す
る
犯
罪
者
又
は
犯
罪
者
の
家
族
、
フ
ァ
ナ
ウ
若
し
く
は
家
族
集
団
の
対
応
、

⒟
犯
罪
者
の
家
族
、
フ
ァ
ナ
ウ
又
は
家
族
集
団
に
よ
っ
て
と
ら
れ
た
か
、
と
ら
れ
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
、
ⅰ
犯
行
の
あ
ら
ゆ
る
被
害

者
、
被
害
者
の
家
族
、
フ
ァ
ナ
ウ
又
は
家
族
集
団
に
対
し
て
な
さ
れ
る
賠
償
、
ⅱ
犯
行
の
あ
ら
ゆ
る
被
害
者
、
被
害
者
の
家
族
、
フ
ァ

ナ
ウ
又
は
家
族
集
団
に
対
し
て
な
さ
れ
る
謝
罪
、
ⅲ
生
じ
た
侵
害
に
対
す
る
そ
の
他
の
償
い
、
⒠
犯
罪
者
に
よ
っ
て
と
ら
れ
た
か
、
と

ら
れ
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
救
済
行
為
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る）

30
（

。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
賠
償
が
誠
実
で
実
現
可

能
か
ど
う
か
、
悪
事
の
償
い
又
は
軽
減
と
し
て
被
害
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
か
ど
う
か
を
斟
酌
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る）

31
（

。

　

そ
し
て
、
以
上
の
よ
う
な
因
子
を
考
慮
し
て
な
さ
れ
る
刑
の
処
断
に
お
い
て
は
、
一
般
に
、
①
当
該
犯
罪
類
型
の
う
ち
、
犯
行
が
最

も
重
大
な
も
の
で
あ
る
場
合
、
当
該
犯
罪
の
法
定
刑
の
上
限
の
刑
を
科
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
②
当
該
犯
罪
類
型
の
う
ち
、
犯
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行
が
最
も
重
大
な
も
の
に
近
い
場
合
、
当
該
犯
罪
の
法
定
刑
の
上
限
に
近
い
刑
を
科
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
③
同
種
の
状
況
に

お
い
て
同
種
の
犯
罪
を
遂
行
す
る
同
種
の
犯
罪
者
と
比
し
て
、
適
切
な
量
刑
水
準
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
、
④
適
切
な
最
も
制
限
的
で
な

い
制
裁
を
科
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る）

32
（

。

四
、
刑
事
裁
判
及
び
審
級

　

続
い
て
、
刑
事
制
裁
が
ど
の
よ
う
な
手
続
で
科
さ
れ
る
か
を
見
て
お
く
こ
と
と
し
た
い）

33
（

。

　

刑
事
事
件
に
お
い
て
は
、
地
方
裁
判
所
（D

istrict Court

）
が
通
常
第
一
審
と
さ
れ
て
い
る）

34
（

。
地
方
裁
判
所
は
多
く
の
地
方
公
共

団
体
に
置
か
れ
て
い
る
。
法
曹
資
格
を
持
つ
地
方
裁
判
所
判
事
（D

istrict Court Judge

）
又
は
法
曹
資
格
を
持
た
な
い
治
安
判
事

（Justices of the Peace

）
若
し
く
は
地
域
治
安
判
事
（Com

m
unity M

agistrate

）
が
事
件
を
取
扱
う
。
通
例
、
事
実
認
定
に
一

二
名
の
陪
審
員
か
ら
な
る
陪
審
制
度
が
利
用
さ
れ
る
。

　

地
方
裁
判
所
か
ら
の
第
二
審
と
、
謀
殺
（m

urder
）
や
特
に
重
大
な
武
装
強
盗
（particularly serious arm

ed robbery

）
や

性
的
暴
行
（sexual violation

）
の
一
部
な
ど
の
重
大
事
件
の
第
一
審
を
行
な
う
の
が
、
高
等
裁
判
所
管
区
ご
と
に
置
か
れ
て
い
る
高

等
裁
判
所
（H

igh Court

）
で
あ
る）

35
（

。
高
等
裁
判
所
は
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
（A

uckland

）、
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
（W

ellington

）、 

ク
ラ

イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
（Christchurch

）
の
三
か
所
に
置
か
れ
て
お
り
、
フ
ァ
ン
ガ
レ
イ
（W

hangarei

）
な
ど
計
一
四
都
市
を
巡
回
す

る
。
高
等
裁
判
所
長
官
（Chief Justice

）
と
約
三
〇
名
の
高
等
裁
判
所
判
事
（H

igh Court Judge

）
が
事
件
を
取
扱
う
。
こ
こ
で

も
、
通
例
、
事
実
認
定
に
一
二
名
の
陪
審
員
か
ら
な
る
陪
審
制
度
が
利
用
さ
れ
る
。

　

高
等
裁
判
所
な
ど
か
ら
の
上
訴
審
を
行
な
う
の
が
、
首
都
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
に
置
か
れ
て
い
る
上
訴
裁
判
所
（Court of A

ppeal; 

A
ppellate court

）
で
あ
る）

36
（

。
上
訴
裁
判
所
長
官
（T

he President

）
と
六
名
の
上
訴
裁
判
所
判
事
（Court of A

ppeal Judge

）
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が
事
件
を
取
扱
い
、
通
常
三
名
で
審
理
を
行
な
う
。

　

上
訴
裁
判
所
な
ど
か
ら
の
上
訴
審
を
行
な
う
の
が
、
最
高
裁
判
所
（Suprem

e Court

）
で
あ
る）

37
（

。
最
高
裁
判
所
長
官
（Chief 

Justice
）
と
四
名
又
は
五
名
の
最
高
裁
判
所
判
事
（Suprem

e Court Judge

）
が
事
件
を
取
扱
う
。
従
来
、
上
訴
裁
判
所
か
ら
の
異

議
審
を
行
な
っ
て
い
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
に
置
か
れ
て
い
る
枢
密
院
司
法
委
員
会
（Judicial Com

m
ittee of the Privy 

Council

）
で
あ
っ
た）

38
（

。
大
法
官
（Lord Chancellor

）
が
裁
判
長
役
を
務
め
、
枢
密
顧
問
（Q

ueen ’s Privy Councillor

）
た
る

上
席
判
事
（Senior Judge

）
が
通
常
五
名
で
審
理
を
行
な
っ
て
い
た
。
上
席
判
事
に
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
上
訴
裁
判
所
長
官
と

高
等
裁
判
所
長
官
が
自
動
的
に
任
命
さ
れ
る
が
、
残
り
の
ほ
と
ん
ど
は
イ
ギ
リ
ス
人
で
あ
り
、
し
か
も
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
上
訴

裁
判
所
長
官
と
高
等
裁
判
所
長
官
は
審
理
に
ほ
と
ん
ど
携
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
連
邦
の
多
く
の
国
が
枢
密
院
へ
の
異
議
申

立
て
権
を
廃
止
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
も
議
論
が
あ
り）

39
（

、
二
〇
〇
三
年
最
高
裁
判
所
法
（Suprem

e Court 

A
ct 2003

）
40
（

）
に
基
づ
き
、
二
〇
〇
四
年
一
月
一
日
に
最
高
裁
判
所
が
設
立
さ
れ
、
枢
密
院
司
法
委
員
会
へ
の
異
議
申
立
て
の
仕
組
み
が

廃
止
さ
れ
た
。

　

確
定
し
た
刑
事
制
裁
の
執
行
は
、
以
下
で
紹
介
す
る
罰
金
刑
を
除
い
て
、
司
法
省
（D

epartm
ent of Justice

）
に
よ
っ
て
執
行
さ

れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
賦
科
さ
れ
る
罰
金
刑
は
、
ど
の
よ
う
な
制
度
と
な
っ
て
お
り
、
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
二
〇
〇
二
年
量
刑
法
で
ど
の
よ
う
な
改
正
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
節
で
は
、
罰
金
刑
の
概
要
及
び
適
用
状
況
を
見
た

上
で
、
改
正
内
容
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。



 

一
八
六

第
三
節　

罰
金
刑
の
概
要
及
び
適
用
状
況

一
、
一
九
八
五
年
刑
事
司
法
法
の
下
で
の
適
用
状
況

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
従
来
、
罰
金
刑
の
賦
科
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
た
の
は
、
一
九
八
五
年
刑
事
司
法
法
で
あ
っ
た
。

一
九
八
五
年
刑
事
司
法
法
は
、
明
文
に
よ
り
賦
科
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
犯
罪
以
外
の
全
て
の
犯
罪
で
罰
金
刑
を
賦
科
す
る
こ
と
を
認
め

て
い
た）

41
（

。
ま
た
、
多
額
の
法
定
が
条
文
上
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
地
方
裁
判
所
判
事
は
、
四
〇
〇
〇
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
ド
ル
（
Ｎ

Ｚ
Ｄ
）（
約
二
四
万
円
。
一
Ｎ
Ｚ
Ｄ
六
〇
円
で
換
算
。
以
下
同
じ
）、
治
安
判
事
及
び
地
域
治
安
判
事
（Com

m
unity M

agistrate

）

は
、
四
〇
〇
Ｎ
Ｚ
Ｄ
（
約
二
万
四
〇
〇
〇
円
）
ま
で
賦
科
で
き
る
と
さ
れ
て
い
た）

42
（

。
高
等
裁
判
所
判
事
の
場
合
、
上
限
は
設
け
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
。

　

一
九
九
三
年
の
改
正
に
お
い
て）

43
（

、
被
害
弁
償
が
罰
金
刑
に
優
先
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
も
の
の）

44
（

、
財
産
的
な
刑
事
制
裁
の
最
も
一

般
的
な
形
態
と
さ
れ
た
の
は
、
多
く
の
犯
罪
類
型
で
最
も
重
い
刑
事
制
裁
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
依
然
と
し
て
罰

金
刑
で
あ
っ
た）

45
（

。
そ
し
て
、
罰
金
刑
の
長
所
と
し
て
、
①
犯
罪
の
重
大
性
や
犯
罪
者
の
経
済
状
態
へ
の
対
応
に
柔
軟
性
が
あ
る
こ
と
、

②
分
割
払
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
③
拘
禁
刑
に
比
べ
て
、
仕
事
な
ど
の
犯
罪
者
の
生
活
基
盤
を
脅
か
し
難
い
こ
と
、
④
犯
罪
か
ら
得
ら

れ
た
利
益
を
剥
奪
で
き
、
応
報
と
抑
止
双
方
の
目
的
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
⑤
金
額
で
評
価
し
て
賦
科
す
る
た
め
、
金
銭
的

被
害
が
生
じ
る
多
く
の
犯
罪
類
型
に
な
じ
む
こ
と
、
⑥
執
行
費
用
が
拘
禁
刑
に
比
べ
て
小
さ
い
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
て
き
た）

46
（

。

　

も
っ
と
も
、
罰
金
刑
の
利
用
率
は
、
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
か
っ
た）

47
（

。
例
え
ば
二
〇
〇
二
年
量
刑
法
が
制
定
及
び
施
行
さ
れ
る
直
前
の
二

〇
〇
一
年
の
場
合
、
罰
金
刑
が
賦
科
さ
れ
た
の
は
、
有
罪
認
定
さ
れ
た
全
訴
追
の
三
三
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
罰
金
刑
が
賦
科
さ
れ
や

す
い
犯
罪
類
型
と
し
て
交
通
犯
罪
が
あ
り
、
交
通
犯
罪
全
体
で
五
五
％
、
交
通
犯
罪
の
う
ち
不
注
意
運
転
（careless driving

）
で
七
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一
八
七

一
％
、
ア
ル
コ
ー
ル
超
過
で
六
一
％
に
罰
金
刑
が
賦
科
さ
れ
て
い
た
。
交
通
犯
罪
以
外
に
も
、
軽
微
事
犯
に
罰
金
刑
が
賦
科
さ
れ
や
す

く
、
酒
類
関
連
犯
罪
で
八
五
％
、
一
九
九
六
年
犬
統
制
法
（D

og Control A
ct 1996

）
48
（

）
違
反
で
八
二
％
、
漁
業
関
連
犯
罪
で
七
六

％
、
税
務
犯
罪
で
七
〇
％
、
カ
ン
ナ
ビ
ス
の
所
持
又
は
使
用
で
四
六
％
を
占
め
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、

罰
金
刑
が
交
通
事
犯
や
軽
微
事
犯
に
集
中
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。

　

そ
し
て
、
軽
微
事
犯
に
主
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
罰
金
額
は
決
し
て
高
い
も
の
で
は
な
か
っ
た）

49
（

。
罰
金
額
の
中
央
値
は
三

〇
〇
Ｎ
Ｚ
Ｄ
（
約
一
万
八
〇
〇
〇
円
）
で
あ
る
。
カ
ン
ナ
ビ
ス
の
所
持
又
は
使
用
で
一
五
〇
Ｎ
Ｚ
Ｄ
（
約
九
〇
〇
〇
円
）
で
あ
る
の
に

対
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
超
過
運
転
で
六
〇
〇
Ｎ
Ｚ
Ｄ
（
約
三
万
六
〇
〇
〇
円
）、
死
傷
運
転
で
五
〇
〇
Ｎ
Ｚ
Ｄ
（
約
三
万
円
）
と
、
犯
罪
類

型
ご
と
に
中
央
値
に
は
か
な
り
差
が
あ
る
。
し
か
し
、
罰
金
額
の
高
い
犯
罪
類
型
で
も
、
中
央
値
が
日
本
円
で
一
〇
万
円
を
超
え
る
こ

と
は
な
く
、
絶
対
的
な
額
は
そ
れ
ほ
ど
高
い
と
は
言
え
な
い
。

　

判
事
に
対
す
る
調
査
に
よ
れ
ば）

50
（

、
多
く
の
判
事
が
罰
金
刑
を
迅
速
で
単
純
な
刑
事
制
裁
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
犯

罪
歴
が
あ
る
場
合
や
未
払
の
罰
金
刑
が
あ
る
場
合
、
罰
金
刑
は
不
適
切
で
あ
る
と
し
て
罰
金
刑
の
賦
科
を
回
避
す
る
こ
と
が
多
い
。
そ

の
上
で
、
半
数
以
上
の
判
事
が
犯
罪
者
の
支
払
能
力
を
非
常
に
重
視
す
る
と
し
て
お
り
、
犯
罪
の
重
大
性
と
並
ん
で
、
支
払
能
力
が
罰

金
刑
選
択
の
際
の
重
要
な
判
断
因
子
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
犯
罪
者
に
被
扶
養
家
族
が
存
在
し
た
り
、
犯
罪
者
の
収
入
が
低
か

っ
た
り
す
る
と
、
罰
金
刑
以
外
の
刑
事
制
裁
が
選
択
さ
れ
や
す
く
な
る
。
も
っ
と
も
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
罰
金
額
が
少
額
で
あ
る
こ

と
が
多
い
た
め
、
犯
罪
者
の
経
済
状
態
の
陳
述
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
し
か
も
、
支
払
能
力
が
欠
け
る
者
が
半
数
を
超
え
る

た
め
、
多
く
の
判
事
が
分
割
払
を
命
じ
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
調
査
結
果
を
裏
付
け
る
よ
う
に）

51
（

、
賦
科
率
に
男
女
差
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。
も
っ
と
も
、
若
者
に
比
べ
て
経
済
状
態
が
一
般
的
に
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
四
〇
歳
以
上
の
者
へ
の
賦
科
率
が
高
い
。
し
か
も
、

一
般
に
経
済
的
に
劣
位
に
あ
る
マ
オ
リ
族
（M

aori

）
へ
の
賦
科
率
が
二
二
％
で
あ
る
の
に
比
べ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
へ
の
賦
科
率
は



 

一
八
八

三
四
％
と
高
い
。
そ
し
て
、
定
期
刑
（periodic detention

）
を
受
け
て
い
る
者
を
対
象
と
し
た
調
査
で
は）

52
（

、
最
近
賦
科
さ
れ
た
罰
金

刑
の
支
払
に
困
難
が
伴
っ
た
と
す
る
者
が
七
〇
％
に
達
し
て
お
り
、
そ
の
原
因
と
し
て
多
く
の
者
が
未
就
業
、
低
収
入
、
扶
養
家
族
の

存
在
を
挙
げ
て
い
る
。

　

従
っ
て
、
罰
金
刑
は
、
犯
罪
歴
が
な
い
者
へ
の
適
用
が
主
に
想
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
犯
罪
者
の
経
済
状
態
が
適
用
の
障
害
と
な

り
、
賦
科
さ
れ
な
い
か
、
低
額
の
罰
金
刑
が
科
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
罰
金
刑
の
短
所
と
し

て
、
し
ば
し
ば
挙
げ
ら
れ
る）

53
（

、
①
同
じ
行
為
責
任
の
者
で
も
、
犯
罪
者
の
経
済
状
態
に
よ
っ
て
罰
金
額
が
異
な
る
た
め
、
不
公
正
に
見

え
る
こ
と
、
②
支
払
が
で
き
な
い
犯
罪
者
に
は
、
拘
禁
刑
が
科
さ
れ
う
る
た
め
、
不
平
等
で
あ
る
こ
と
、
③
家
族
に
よ
る
支
払
が
事
実

上
可
能
で
あ
り
、
一
身
専
属
性
が
貫
徹
さ
れ
に
く
く
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
実
質
的
に
家
族
を
処
罰
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
、

④
高
額
の
罰
金
刑
の
執
行
が
実
際
に
は
困
難
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
裏
付
け
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

二
、
二
〇
〇
二
年
量
刑
法
に
よ
る
罰
金
刑
の
優
先
適
用

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
罰
金
刑
の
適
用
が
一
部
の
犯
罪
類
型
に
偏
在
し
て
お
り
、
し
か
も
、
罰
金
額
が
低
い
と
い
う
状

況
に
あ
っ
た
た
め
、
罰
金
刑
を
よ
り
広
く
活
用
す
べ
き
と
の
見
解
が
強
く
主
張
さ
れ
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
罰
金
刑
に
は
、
①
拘
禁
刑

の
代
替
と
な
り
う
る
も
の
で
あ
り
、
過
剰
拘
禁
防
止
に
役
立
ち
う
る
こ
と
、
②
犯
罪
や
犯
罪
者
に
合
わ
せ
た
量
刑
が
容
易
で
あ
る
こ
と
、

③
拘
禁
刑
に
比
べ
て
費
用
が
安
く
、
経
済
的
で
あ
る
こ
と
、
④
執
行
が
他
の
刑
事
制
裁
に
比
べ
て
容
易
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
利
点
が
存

在
す
る
か
ら
で
あ
る）

54
（

。

　

そ
こ
で
、
二
〇
〇
二
年
量
刑
法
は
、
原
則
と
し
て
、
罰
金
刑
を
他
の
刑
事
制
裁
に
優
先
的
に
適
用
す
る
よ
う
定
め
た）

55
（

。
す
な
わ
ち
、

あ
ら
ゆ
る
他
の
刑
事
制
裁
に
付
加
的
に
又
は
代
替
的
に
罰
金
刑
を
賦
科
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
場
合
、
裁
判
所
は
、
原
則
と
し
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一
八
九

て
罰
金
刑
が
個
々
の
犯
罪
に
適
切
な
刑
罰
で
あ
る
と
み
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
規
定
が
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。
例
外
的
と
さ
れ

る
の
は
、
⒜
先
に
述
べ
た
刑
事
制
裁
の
目
的
が
罰
金
刑
で
は
達
成
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
場
合
、
⒝
前
述
の
刑
の
処
断
の
原
則
と
相

容
れ
な
い
場
合
、
⒞
条
文
上
、
他
の
刑
事
制
裁
の
賦
科
が
要
求
さ
れ
て
い
る
場
合
、
⒟
罰
金
刑
が
状
況
に
よ
り
明
ら
か
に
不
適
切
で
あ

る
場
合
で
あ
る）

56
（

。

　

も
っ
と
も
、
二
〇
〇
二
年
量
刑
法
に
お
い
て
は
、
罰
金
刑
の
優
先
適
用
が
規
定
さ
れ
る
一
方
で
、
犯
罪
者
が
罰
金
支
払
の
た
め
の
財

産
を
持
た
な
い
場
合
、
持
た
な
い
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
は
、
罰
金
刑
を
賦
科
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
規
定
も
置
か

れ
た）

57
（

。
ま
た
、
損
害
回
復
と
罰
金
刑
の
賦
科
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
で
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
支
払
の
た
め
の
資
産
を
持
た

な
い
か
、
持
た
な
い
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
と
き
に
は
、
損
害
回
復
を
優
先
し
て
賦
科
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た）

58
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
罰
金
刑
の
優
先
適
用
が
定
め
ら
れ
た
も
の
の
、
犯
罪
者
の
経
済
状
態
を
理
由
に
賦
科
さ
れ
な
い
こ
と
も
認
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
多
く
の
判
事
が
犯
罪
者
の
経
済
状
態
が
一
般
的
に
悪
い
こ
と
を
指
摘
し
、
罰
金
刑
の
適
用
が
拡
大
す
る
こ
と
に
つ

い
て
疑
問
を
呈
し
て
い
る
と
さ
れ
る）

59
（

。

　

も
っ
と
も
、
拘
禁
刑
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
罰
金
刑
の
適
用
を
拡
大
す
る
方
向
性
は
決
し
て
不
当
な
も
の
で
は
な
い
。

問
題
は
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
、
他
の
刑
事
制
裁
と
の
役
割
分
担
を
ど
の
よ
う
に
構
想
し
、
ど
の
よ
う
な
犯
罪
の
、
ど
の
よ
う
な
犯
罪

者
に
、
い
か
な
る
額
を
賦
科
し
、
ど
の
よ
う
に
徴
収
及
び
執
行
を
行
な
っ
て
い
く
の
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
続
い
て
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
に
お
け
る
罰
金
刑
の
量
定
方
法
に
つ
い
て
見
る
こ
と
と
し
た
い
。

三
、
罰
金
刑
の
量
定
方
法

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
我
が
国
と
同
様
に
、
行
為
責
任
や
行
為
者
の
事
情
を
総
合
的
に
斟
酌
し
て
量
定
を
行
な
う
総
額



 

一
九
〇

罰
金
制
度）

60
（

が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
も
、
第
八
章
で
紹
介
す
る
ド
イ
ツ
な
ど
で
利
用
さ
れ
て
い
る
、
行
為
責
任
を
「
日
数
」
で
量
定
し
、

経
済
状
態
な
ど
の
行
為
者
の
事
情
を
「
日
額
」
で
量
定
す
る
日
数
罰
金
制
度
（T

agessatzsystem
, T

agesbussensystem
, day fi ne 

system

）
61
（

）
や
、
類
似
の
制
度
で
一
時
期
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
及
び
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
導
入
さ
れ
た
単
位
罰
金
制
度
（unit fi ne system

）
62
（

）
な

ど
の
導
入
が
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

最
初
の
動
き
は
、
一
九
八
一
年
刑
罰
政
策
検
討
委
員
会
（Penal Policy Review

 Com
m
ittee 1981

）
に
お
い
て
見
ら
れ
た）

63
（

。
委

員
会
は
、
犯
罪
者
の
収
入
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
日
数
罰
金
制
度
や
単
位
罰
金
制
度
を
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
に
導
入
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
と
し
た
。
こ
の
際
、
一
部
の
委
員
は
、
さ
ら
に
、
豊
か
な
犯
罪
者
が
支
払
う
罰
金
総
額
が
大

幅
に
上
昇
す
る
こ
と
に
猛
烈
に
反
対
し
た
。

　

第
二
の
動
き
は
、
時
間
罰
金
制
度
（tim

e fi nes system

）
の
試
行
で
あ
る）

64
（

。
こ
の
制
度
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
及
び
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に

お
い
て
施
行
さ
れ
た
単
位
罰
金
制
度
を
参
考
に
し
た
も
の
で
、
一
九
九
四
年
四
月
に
試
行
さ
れ
、
一
九
九
四
年
一
一
月
に
試
行
結
果
の

報
告
が
司
法
省
（M

inistry of Justice

）
に
な
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
刑
罰
で
は
な
い
も
の
の
、
交
通
事
犯
な
ど
の
多
く
の
犯
罪
類

型
で
利
用
さ
れ
て
い
る
反
則
金
（infringem

ent fee

）
と
の
整
合
性
の
な
さ
が
問
題
と
な
っ
た
。
第
五
章
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
反
則
金
は
、
罰
金
刑
と
は
異
な
っ
て
経
済
状
態
を
斟
酌
す
る
こ
と
が
な
く
、
し
か
も
、
一
般
に
罰
金
刑
よ
り
も
高

い
額
が
科
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
時
間
罰
金
制
度
の
下
で
経
済
状
態
を
斟
酌
し
て
罰
金
刑
を
量
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
反
則
金
と

の
格
差
が
拡
大
す
る
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
に
も
、
問
題
点
と
し
て
、
①
犯
罪
の
重
大
性
に
罰
金
総
額
が
比
例

し
な
い
こ
と
、
②
犯
罪
の
重
大
性
と
経
済
状
態
を
分
け
て
量
定
す
る
た
め
、
総
額
罰
金
制
度
に
比
べ
て
、
単
純
さ
、
迅
速
性
及
び
有
効

性
で
劣
る
こ
と
、
③
犯
罪
者
の
収
入
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
、
④
収
入
を
基
準
と
し
て
経
済
状
態
が
算
定
さ
れ
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一
九
一

る
た
め
、
収
入
は
少
な
い
も
の
の
、
資
産
を
多
く
持
つ
者
の
罰
金
総
額
が
低
く
な
り
、
公
正
で
な
い
こ
と
、
⑤
国
民
が
受
け
入
れ
難
い

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
九
五
年
八
月
に
政
府
は
時
間
罰
金
制
度
の
導
入
を
正
式
に
断
念
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

時
間
罰
金
制
度
が
試
行
さ
れ
な
が
ら
、
断
念
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
反
則
金
と
の
整
合
性
と
い
う
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
独
自
の
問
題

も
あ
る
も
の
の
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
法
に
今
な
お
多
分
に
影
響
を
与
え
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
及
び
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
、
単
位
罰
金
制
度
が

廃
止
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る）

65
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
総
額
罰
金
制
度
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お

け
る
罰
金
刑
の
量
定
に
あ
た
っ
て
は
、
既
に
紹
介
し
た
量
定
因
子
に
加
え
て
、
犯
罪
者
の
経
済
的
能
力
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

66
（

。

ま
た
、
損
害
回
復
を
併
科
す
る
場
合
に
は
、
損
害
回
復
の
額
を
斟
酌
し
て
、
罰
金
額
を
量
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

67
（

。

　

二
〇
〇
二
年
量
刑
法
に
お
い
て
は
、
拘
禁
刑
や
社
会
奉
仕
命
令
が
法
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
罰
金
刑
が
法
定
さ
れ
て
い
な
い
犯
罪

類
型
に
お
い
て
も
、
明
文
の
禁
止
な
き
限
り
、
そ
れ
ら
の
代
わ
り
に
罰
金
刑
を
科
す
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る）

68
（

。
そ
し
て
、
多
額

の
法
定
が
条
文
上
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
原
則
と
し
て
、
地
方
裁
判
所
判
事
は
、
一
万
Ｎ
Ｚ
Ｄ
（
約
六
〇
万
円
）、
治
安
判
事
及
び
地

域
治
安
判
事
は
、
四
〇
〇
Ｎ
Ｚ
Ｄ
（
約
二
万
四
〇
〇
〇
円
）
ま
で
の
罰
金
額
を
賦
科
で
き
る
と
さ
れ
て
お
り）

69
（

、
一
九
八
五
年
刑
事
司
法

法
に
比
べ
て
、
地
方
裁
判
所
判
事
の
科
し
う
る
上
限
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
な
お
、
例
外
的
に
、
答
弁
取
引
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、

治
安
判
事
及
び
地
域
治
安
判
事
も
一
万
Ｎ
Ｚ
Ｄ
（
約
六
〇
万
円
）
ま
で
の
罰
金
額
を
賦
科
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る）

70
（

。
高
等
裁
判
所
判
事

に
つ
い
て
は
、
従
前
通
り
、
上
限
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。

　

裁
判
所
は
、
原
則
と
し
て
、
一
〇
〇
Ｎ
Ｚ
Ｄ
（
約
六
〇
〇
〇
円
）
以
上
の
罰
金
額
が
相
当
と
考
え
ら
れ
る
場
合
で
、
犯
罪
者
の
支
払

能
力
が
不
明
で
あ
る
と
き
、
経
済
的
能
力
に
つ
い
て
、
犯
罪
者
自
身
に
陳
述
（declaration

）
を
行
な
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る）

71
（

。
こ
れ

に
対
し
て
、
⒜
他
の
手
段
に
よ
り
陳
述
で
言
及
さ
れ
る
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
、
⒝
裁
判
所
が
陳
述
を
不
必
要
で
あ
る
と
考



 

一
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二

え
る
状
況
に
あ
る
と
き
に
は
、
陳
述
な
し
に
罰
金
刑
を
賦
科
す
る
こ
と
が
で
き
る）

72
（

。
ま
た
、
一
〇
〇
Ｎ
Ｚ
Ｄ
（
約
六
〇
〇
〇
円
）
未
満

の
罰
金
が
相
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
、
反
対
の
証
拠
が
提
出
さ
れ
な
い
限
り
、
犯
罪
者
が
資
産
を
有
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る

た
め）

73
（

、
同
様
に
、
陳
述
は
不
要
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
犯
罪
者
が
出
廷
し
な
い
場
合
や
一
定
額
の
罰
金
刑
を
科
す
こ
と
が
条
文
上
求
め

ら
れ
て
い
る
場
合
に
も
陳
述
な
し
に
罰
金
刑
を
賦
科
す
る
こ
と
が
で
き
る）

74
（

。

　

経
済
的
能
力
に
つ
い
て
の
陳
述
は
、
書
面
で
な
く
と
も
よ
く
、
口
頭
で
も
構
わ
な
い）

75
（

。
そ
し
て
、
陳
述
は
、
⒜
給
与
及
び
賃
金
、
⒝

利
得
及
び
年
金
、
⒞
各
種
の
手
数
料
収
入
、
⒟
利
息
及
び
配
当
、
⒠
賃
貸
財
産
か
ら
の
収
入
、
⒡
不
動
産
の
所
有
、
⒢
車
両
の
所
有
、

⒣
そ
の
他
の
財
産
の
所
有
、
⒤
犯
罪
者
が
現
在
は
所
有
し
て
い
な
い
も
の
の
、
陳
述
か
ら
一
二
か
月
以
内
に
受
け
取
る
と
予
想
さ
れ
る

収
入
及
び
現
実
化
す
る
資
産
、
⒥
借
入
金
、
⒦
犯
罪
者
及
び
そ
の
扶
養
家
族
の
不
可
欠
な
支
出
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
収

入
、
資
産
、
債
務
及
び
支
出
に
つ
い
て
の
情
報
を
含
ん
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

76
（

。
犯
罪
者
の
経
済
的
能
力
に
適
合
し
た
罰
金
額
の
量

定
を
行
な
う
た
め
に
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
犯
罪
者
を
裁
判
所
に
最
大
二
時
間
を
留
置
し
、
陳
述
を
作
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る）

77
（

。

ま
た
、
陳
述
に
お
い
て
虚
偽
の
情
報
を
も
た
ら
し
た
場
合
、
三
か
月
未
満
の
拘
禁
刑
又
は
一
〇
〇
〇
Ｎ
Ｚ
Ｄ
（
約
六
万
円
）
未
満
の
罰

金
刑
が
科
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る）

78
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
考
慮
す
べ
き
種
々
の
因
子
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
総
額
罰
金
制
度
が
採
ら
れ
て
い
る
た
め
、
罰
金
額
か
ら
は
行
為

責
任
の
量
と
犯
罪
者
の
事
情
が
ど
の
よ
う
に
斟
酌
さ
れ
た
の
か
を
窺
い
知
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
犯
罪
が
重
大
で
経
済

状
態
が
悪
い
行
為
者
に
科
さ
れ
た
罰
金
額
よ
り
も
、
犯
罪
が
軽
微
で
経
済
状
態
が
良
好
な
行
為
者
に
科
さ
れ
た
罰
金
額
の
ほ
う
が
大
き

い
こ
と
も
あ
り
う
る
。
ま
た
、
同
じ
罰
金
額
と
さ
れ
た
行
為
者
で
あ
っ
て
も
、
経
済
状
態
が
異
な
れ
ば
犯
罪
の
重
大
性
が
異
な
る
こ
と

と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
総
額
罰
金
制
度
の
在
り
方
に
対
し
て
は
、
批
判
の
強
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
日
数
罰
金
制
度
な
ど
を
導
入
す
べ
き

か
問
題
と
な
る
。
罰
金
刑
の
目
的
と
し
て
、
財
産
剥
奪
に
重
点
を
置
く
な
ら
ば
、
公
正
な
法
益
剥
奪
の
た
め
に
、
第
七
章
で
検
討
す
る
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一
九
三

よ
う
に
、
経
済
状
態
の
斟
酌
を
十
分
に
行
な
う
こ
と
の
で
き
る
量
定
方
法
が
望
ま
し
い
。
一
方
、
罰
金
刑
の
賦
科
自
体
に
重
点
を
置
く

な
ら
ば
、
経
済
状
態
の
斟
酌
の
要
請
が
後
退
し
、
実
際
に
生
じ
た
法
益
侵
害
の
量
を
表
示
・
表
現
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
い
か
な
る

目
的
で
ど
の
よ
う
に
量
定
を
行
な
う
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
第
七
章
及
び
第
八
章
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

四
、
支
払
猶
予
及
び
分
割
払

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
罰
金
刑
が
科
さ
れ
た
場
合
、
原
則
と
し
て
、
科
さ
れ
た
日
か
ら
二
八
日
以
内
に
全
額
を
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い）

79
（

。
即
時
支
払
の
た
め
の
十
分
な
資
産
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
、
住
所
不
定
で
あ
る
場
合
、
犯
罪
の
重
大
性
、

犯
罪
の
性
質
又
は
そ
の
他
特
別
の
状
況
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
理
由
に
よ
り
執
行
（execution

）
が
遅
滞
な
く
行
な
わ
れ
る
必
要
が
あ
る

場
合
が
こ
れ
に
妥
当
す
る）

80
（

。

　

一
方
、
判
決
を
言
い
渡
す
際
に
、
支
払
期
限
の
延
長
を
行
な
う
支
払
猶
予
（
延
納
）
と
す
る
こ
と）

81
（

又
は
分
割
払
（
分
納
）
と
す
る
こ

と）
82
（

が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
、
裁
判
所
の
書
記
官
（registar

）
は
、
で
き
る
限
り
す
み
や
か
に
、
手
渡
し
に
よ
り
又
は

犯
罪
者
の
最
後
に
知
ら
れ
た
居
所
若
し
く
は
職
場
へ
の
郵
送
に
よ
り
、
罰
金
刑
の
通
知
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

83
（

。
そ
の
通
知
に
は
、

⒜
罰
金
額
、
⒝
支
払
が
な
さ
れ
る
べ
き
日
限
、
⒞
支
払
の
回
数
と
場
所
、
⒟
上
訴
権
の
存
在
、
⒠
書
記
官
又
は
執
行
吏
（bailiff 

）
が
支

払
猶
予
又
は
分
割
払
そ
の
他
の
伴
う
変
更
を
行
な
う
可
能
性
、
⒡
不
払
時
に
執
ら
れ
る
一
般
的
な
手
続
が
記
載
さ
れ
る
。
ま
た
、
分
割

払
と
さ
れ
た
場
合
、
一
度
で
も
不
払
（default

）
と
な
れ
ば
、
未
払
の
残
部
全
て
に
つ
い
て
不
履
行
が
あ
っ
た
と
し
て
後
述
す
る
手
続

が
執
ら
れ
う
る）

84
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
支
払
猶
予
や
分
割
払
は
、
行
為
者
の
経
済
状
態
に
適
合
さ
せ
て
支
払
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
妥
当
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
我
が
国
で
は
、
支
払
猶
予
や
分
割
払
に
つ
い
て
の
法
律
上
の
規
定
は
な
く
、
分
割
払
に
あ
た
る
一
部
納
付
の
申
出



 

一
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（
徴
収
事
務
規
程
一
六
条
前
段
）
や
支
払
猶
予
に
あ
た
る
納
付
延
期
の
申
出
（
徴
収
事
務
規
程
一
七
条
）
に
対
し
て
、
実
務
上
、
量
刑
後

に
検
察
官
の
許
可
の
下
で
個
別
に
対
処
が
な
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い）

85
（

。
し
か
し
、
特
に
分
割
払
は
、
資
産
の
な
い
犯
罪
者
に
と
っ
て

現
実
的
な
支
払
方
法
で
あ
る
。
ま
た
、
一
回
当
た
り
の
支
払
額
が
実
際
に
支
払
可
能
な
程
度
で
あ
れ
ば
、
支
払
の
意
思
を
強
め
、
維
持

す
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
実
務
上
の
手
間
が
掛
か
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
も
の
の
、
多
少
で
も
不
払
を
減
ら
す
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、

不
払
時
の
事
務
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
量
刑
時
に
支
払
猶
予
と
分
割
払
が
可
能
で
あ
る
と
の
規
定
を
設

け
る
べ
き
で
あ
る
。第

四
節　

罰
金
刑
の
不
払
時
の
対
応

　

罰
金
刑
の
徴
収
及
び
執
行
は
、
一
九
九
五
年
以
来
、
徴
収
ユ
ニ
ッ
ト
（Collections U

nit

）
が
行
な
っ
て
い
る）

86
（

。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
全
土
に
フ
ァ
ン
ガ
レ
イ
な
ど
一
八
か
所
の
地
区
徴
収
ユ
ニ
ッ
ト
（D

istrict Collections U
nit

）
と
、
ネ
イ
ピ
ア
（N

apier

）
な

ど
九
か
所
の
准
徴
収
事
務
所
（associated Collection O

ffi  ces

）
が
あ
る
。
徴
収
ユ
ニ
ッ
ト
が
ど
の
よ
う
な
手
続
に
従
い
、
徴
収
及

び
執
行
を
行
な
っ
て
い
る
か
、
見
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

書
記
官
は
、
罰
金
刑
の
賦
科
後
二
一
日
経
っ
て
も
犯
罪
者
の
支
払
が
な
い
場
合
、
賦
科
後
二
八
日
以
内
に
支
払
が
な
さ
れ
な
い
と
、

控
除
命
令
、
資
産
差
押
え
命
令
、
給
与
差
押
え
命
令
、
拘
禁
命
令
が
発
付
さ
れ
う
る
こ
と
を
可
及
的
速
や
か
に
手
渡
し
か
犯
罪
者
の
最

後
に
知
ら
れ
た
居
所
又
は
職
場
へ
の
郵
送
に
よ
り
、
犯
罪
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

87
（

。

　

ま
た
、
罰
金
刑
の
言
渡
し
か
ら
一
四
日
以
内
又
は
指
定
さ
れ
た
支
払
期
日
ま
で
に
罰
金
刑
の
全
額
の
支
払
が
な
い
場
合
、
書
記
官
は
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賦
科
額
又
は
未
払
の
残
額
の
支
払
を
求
め
る
徴
収
令
状
を
発
付
す
る
こ
と
が
で
き
る）

88
（

。
徴
収
令
状
が
発
付
さ
れ
る
と
、
コ
ン
ス
タ
ブ
ル

（constable

）
は
、
犯
罪
者
に
対
し
て
支
払
を
求
め
る
こ
と
に
な
る
。
犯
罪
者
が
即
時
に
支
払
え
な
い
場
合
、
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
は
犯
罪

者
の
経
済
状
態
に
つ
い
て
の
報
告
を
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
が
確
認
で
き
る
限
り
で
判
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
が

犯
罪
者
を
発
見
で
き
な
い
場
合
、
合
理
的
な
調
査
の
後
で
判
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

89
（

。
こ
の
判
事
は
、
原
則
と
し
て
当
該
量

刑
を
行
な
っ
た
判
事
と
さ
れ
、
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
の
報
告
が
な
さ
れ
る
と
、
報
告
書
を
斟
酌
し
て）

90
（

各
種
の
対
応
を
と
る
こ
と
と
な
る
。
ま

た
、
判
事
だ
け
で
な
く
、
書
記
官
も
様
々
な
手
段
を
利
用
で
き
る
。
こ
う
し
た
罰
金
刑
の
不
払
に
対
し
て
用
意
さ
れ
て
い
る
手
段
は
多

彩
で
あ
る
。
罰
金
刑
の
一
部
減
額
・
全
額
免
除
、
支
払
猶
予
・
分
割
払
、
氏
名
の
公
表
、
銀
行
口
座
か
ら
の
控
除
、
資
産
差
押
え
及
び

資
産
売
却
、
給
与
差
押
え
、
拘
禁
刑
・
社
会
奉
仕
作
業
が
可
能
で
あ
る
。
以
下
、
順
に
見
る
こ
と
と
し
た
い
。

一
、
一
部
減
額
・
全
額
免
除

　

地
方
裁
判
所
判
事
は
、
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
又
は
書
記
官
の
報
告
書
を
参
考
に
、
未
払
の
罰
金
刑
の
一
部
を
減
額
し
た
り
、
全
部
を
免
除

し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る）

91
（

。
ま
た
、
書
記
官
は
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合
、
一
部
減
額
や
全
額
免
除
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
が
許
さ
れ
る
の
は
、
⒜
未
払
額
が
五
〇
Ｎ
Ｚ
Ｄ
（
約
三
〇
〇
〇
円
）
以
下
の
場
合
、
⒝
過
去
に
罰
金
刑
が
減
額
さ
れ
て
か
ら
一
年

以
上
新
た
な
罰
金
刑
が
科
さ
れ
て
い
な
い
場
合
の
い
ず
れ
か
で
あ
る）

92
（

。

　

一
部
減
額
や
全
額
免
除
は
、
犯
罪
者
の
量
刑
後
の
経
済
状
態
の
変
動
に
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
上
、
支
払
能
力
の
な
い
者
か
ら
徴

収
し
よ
う
と
す
る
費
用
を
節
約
で
き
る
点
で
、
妥
当
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
一
部
免
除
や
全
額
免
除
が
頻
繁
に
利
用
さ
れ
る
と
、
罰
金
刑
の
権
威
が
揺
ら
ぎ
、
不
払
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
。
ま
た
、

罰
金
刑
の
目
的
と
し
て
財
産
剥
奪
に
重
点
を
置
く
場
合
、
目
的
が
果
た
さ
れ
な
く
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
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も
っ
と
も
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
全
額
免
除
の
利
用
が
行
な
わ
れ
て
も
、
罰
金
刑
の
支
払
率
が
変
わ
ら
な
い
と
さ
れ
る）

93
（

。
ま
た
、

罰
金
刑
の
目
的
と
し
て
財
産
剥
奪
に
重
点
を
置
く
べ
き
か
ど
う
か
は
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
一
部
免
除
や
全
額
免
除
が
ど
の
程
度

利
用
さ
れ
た
場
合
に
ど
の
程
度
支
払
率
が
変
化
す
る
か
、
試
行
し
て
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
罰
金
刑
の
目
的
を
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点
は
、
第
七
章
で
改
め
て
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
い
。

二
、
支
払
猶
予
・
分
割
払

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
先
に
紹
介
し
た
量
刑
時
だ
け
で
な
く
、
判
決
の
言
渡
し
後
に
も
支
払
猶
予
や
分
割
払
と
す
る
こ

と
が
許
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
地
方
裁
判
所
判
事
は
、
判
決
の
言
渡
し
後
に
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
又
は
書
記
官
の
報
告
書
を
参
考
に
支
払
猶

予
と
す
る
こ
と
が
で
き
る）

94
（

。
徴
収
手
続
を
何
ら
行
な
わ
な
い
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
る）

95
（

。
ま
た
、
書
記
官
も
支
払
猶
予
又
は
分
割
払
へ

の
変
更
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る）

96
（

。
さ
ら
に
、
執
行
吏
も
一
定
の
制
約
の
下
で
支
払
猶
予
又
は
分
割
払
へ
の
変
更
を
行
な
う
こ
と
が
で

き
る）

97
（

。
す
な
わ
ち
、
執
行
吏
が
変
更
内
容
を
書
記
官
に
通
知
し
、
書
記
官
が
変
更
に
つ
い
て
通
知
さ
れ
て
か
ら
七
日
以
内
に
変
更
を
取

り
や
め
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
変
更
が
有
効
と
な
る）

98
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
量
刑
時
だ
け
で
な
く
、
量
刑
後
に
も
支
払
猶
予
や
分
割
払
を
な
し
う
る
こ
と
は
、
犯
罪
者
の
量
刑
後
の
経
済
状
態
の

変
動
に
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
望
ま
し
い
も
の
と
言
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
我
が
国
で
も
、
量
刑
時
同
様
、
量
刑
後
に
も
、
裁

判
官
又
は
検
察
官
に
よ
り
支
払
猶
予
と
分
割
払
が
可
能
で
あ
る
と
の
規
定
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
。

三
、
氏
名
公
表

　

書
記
官
は
、
管
轄
の
裁
判
所
が
存
在
す
る
地
域
に
お
い
て
公
刊
さ
れ
て
い
る
新
聞
紙
面
に
お
い
て
、
罰
金
刑
を
不
払
と
し
て
い
る
者
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の
⒜
氏
名
、
⒝
現
住
所
又
は
最
後
に
知
ら
れ
て
い
る
住
所
、
⒞
年
齢
の
全
部
又
は
一
部
を
公
表
し
て
、
支
払
を
求
め
る
通
知
を
行
な
う

こ
と
が
で
き
る）

99
（

。
こ
の
通
知
を
な
す
た
め
に
は
、
未
払
の
残
額
が
五
〇
〇
Ｎ
Ｚ
Ｄ
（
約
三
万
円
）
以
上
あ
る
こ
と
、
過
去
三
か
月
間
支

払
が
な
い
こ
と
、
合
理
的
な
努
力
に
よ
っ
て
も
犯
罪
者
の
所
在
が
不
明
で
あ
る
こ
と
が
条
件
と
な
る）

100
（

。
青
少
年
保
護
の
観
点
か
ら
、
罰

金
刑
が
青
少
年
裁
判
所
（Y

outh Court

）
で
科
さ
れ
た
場
合
に
は
、
か
か
る
方
法
は
採
り
得
な
い）

101
（

。
ま
た
、
罰
金
刑
賦
科
の
際
に
氏

名
を
隠
匿
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
る
場
合
も
同
様
に
な
し
え
な
い）

102
（

。

　

こ
の
よ
う
な
方
法
は
、
支
払
を
せ
ず
に
逃
亡
し
た
犯
罪
者
に
対
す
る
制
裁
の
側
面
が
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
罰
金
刑
の
執
行
を
厳

格
に
行
な
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
意
味
は
あ
る
が
、
犯
罪
者
本
人
に
よ
る
支
払
を
も
た
ら
す
こ
と
に
は
つ
な
が
り
に
く
く
、

か
え
っ
て
住
ん
で
い
た
場
所
に
戻
り
に
く
く
し
、
社
会
復
帰
を
妨
げ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
犯
罪
者
に
家
族
が
い
る
場
合
、
公

表
に
よ
り
家
族
が
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
の
侵
害
な
ど
の
被
害
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
家
族
に
よ
る
支
払
を
増
加
さ
せ
、

罰
金
刑
の
一
身
専
属
性
を
害
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
よ
う
に
、
所
在
不
明
の
犯
罪
者
に
対

し
て
利
用
す
る
こ
と
は
、
妥
当
で
な
い
。

　

他
方
で
、
資
産
を
有
し
て
い
た
り
、
定
住
し
て
職
業
を
有
し
て
い
た
り
す
る
な
ど
、
支
払
能
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
支
払
を

拒
絶
す
る
者
へ
の
利
用
が
検
討
さ
れ
て
よ
い
。
氏
名
の
公
表
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
示
唆
し
、
支
払
を
さ
せ
る
た
め
に
有
効
で
あ
る
こ
と

も
多
い
と
思
わ
れ
る
た
め
で
あ
る
。

四
、
銀
行
口
座
か
ら
の
控
除

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
罰
金
刑
の
支
払
を
行
な
わ
な
い
犯
罪
者
の
銀
行
口
座
か
ら
未
払
の
残
額
を
控
除
す
る
よ
う
銀
行

に
求
め
、
銀
行
を
経
由
し
て
徴
収
す
る
控
除
命
令
（deduction order

）
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
犯
罪
者
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が
罰
金
刑
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
場
合
で
、
犯
罪
者
が
支
払
命
令
、
支
払
猶
予
若
し
く
は
分
割
払
な
ど
の
調
整
又
は
指
示
に
従
わ
な

か
っ
た
り
、
合
理
的
な
理
由
な
く
し
て
そ
う
し
た
調
整
を
行
な
う
こ
と
を
拒
絶
し
た
り
す
る
と
き
で
あ
る）

103
（

。

　

書
記
官
は
、
自
己
の
判
断
又
は
地
方
裁
判
所
判
事
若
し
く
は
地
域
治
安
判
事
か
ら
の
事
件
の
付
託
に
よ
り
、
控
除
命
令
を
出
す
こ
と

が
で
き
る）

104
（

。
控
除
命
令
に
お
い
て
、
⒜
控
除
が
全
額
又
は
分
割
払
の
ど
ち
ら
と
し
て
な
さ
れ
る
か
の
別
、
⒝
銀
行
が
控
除
額
を
書
記
官

に
支
払
う
時
期
、
⒞
控
除
命
令
が
有
効
に
な
る
日
を
特
定
し
、
犯
罪
者
に
控
除
通
知
（notice of deduction

）
の
謄
本
（copy

）
を

交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

105
（

。
か
か
る
交
付
は
、
⒜
手
渡
し
、
⒝
犯
罪
者
の
住
所
、
最
後
に
知
ら
れ
た
居
所
又
は
職
場
へ
の
郵
送
、
⒞

犯
罪
者
宛
の
封
筒
を
居
所
又
は
職
場
の
郵
便
ポ
ス
ト
へ
投
函
す
る
こ
と
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
な
さ
れ
る）

106
（

。

　

控
除
命
令
の
対
象
と
な
る
預
金
は
利
息
を
含
む）

107
（

。
ま
た
、
社
会
保
障
関
係
又
は
税
務
関
係
の
差
押
え
命
令
又
は
控
除
命
令
と
競
合
し

た
場
合
、
そ
れ
ら
の
命
令
が
罰
金
刑
を
理
由
と
す
る
控
除
命
令
に
優
先
す
る）

108
（

。

　

控
除
命
令
を
発
付
さ
れ
た
銀
行
は
、
そ
の
指
示
す
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
控
除
額
及
び
控
除
目
的
に
つ
い
て
記
述
し
た
書
面
を
犯
罪
者

に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

109
（

。
こ
の
よ
う
に
し
て
控
除
さ
れ
た
場
合
、
犯
罪
者
か
ら
控
除
額
と
同
額
の
支
払
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て

扱
わ
れ
、
控
除
命
令
は
効
力
を
失
う）

110
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
控
除
額
が
未
払
の
残
額
を
下
回
る
場
合
、
未
払
の
残
額
か
ら
控
除
額
を
差
引
い
た

額
の
支
払
が
犯
罪
者
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る）

111
（

。
一
方
、
全
額
一
括
の
控
除
を
求
め
て
い
た
場
合
で
、
銀
行
へ
の
控
除
命
令
発
付
後

二
一
日
間
に
わ
た
っ
て
犯
罪
者
の
口
座
の
預
金
残
高
が
控
除
要
求
額
を
下
回
っ
て
い
た
場
合
、
控
除
は
な
さ
れ
ず
、
銀
行
へ
の
控
除
命

令
が
発
付
さ
れ
た
二
二
日
後
に
控
除
通
知
は
自
動
的
に
破
棄
さ
れ
る）

112
（

。
こ
の
と
き
、
書
記
官
は
、
同
一
の
罰
金
刑
に
つ
い
て
新
た
な
控

除
命
令
を
発
付
す
る
こ
と
が
で
き
る）

113
（

。
ま
た
、
控
除
前
に
全
額
の
支
払
が
な
さ
れ
た
場
合
、
書
記
官
は
銀
行
に
対
す
る
書
面
に
よ
る
通

知
を
も
っ
て
控
除
命
令
を
破
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

114
（

。

　

控
除
命
令
を
発
付
さ
れ
た
銀
行
又
は
犯
罪
者
が
当
該
控
除
命
令
が
誤
っ
て
発
付
さ
れ
た
と
考
え
る
場
合
、
又
は
誤
り
を
含
ん
で
い
る
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九

と
考
え
る
場
合
、
銀
行
又
は
犯
罪
者
は
書
記
官
に
注
意
を
喚
起
す
る
陳
述
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る）

115
（

。
陳
述
が
な
さ
れ
た
後
、
五
営
業

日
が
経
過
し
て
も
銀
行
又
は
犯
罪
者
の
陳
述
の
内
容
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
場
合
、
銀
行
又
は
犯
罪
者
は
命
令
の
変
更
又
は
取
消
し
を

裁
判
所
に
申
立
て
る
こ
と
が
で
き
る）

116
（

。
こ
の
場
合
、
裁
判
所
は
通
知
の
変
更
又
は
取
消
し
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
、
そ
の
状
況
に
即
し

た
あ
ら
ゆ
る
命
令
を
科
す
こ
と
が
で
き
る）

117
（

。

　

銀
行
は
、
控
除
命
令
に
よ
る
控
除
後
に
控
除
額
を
書
記
官
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
合
理
的
な
理
由
な
く
し
て
、
⒜
控
除
命

令
が
求
め
る
控
除
を
行
わ
な
い
場
合
、
⒝
控
除
を
行
な
っ
た
後
、
命
令
で
指
定
さ
れ
た
期
間
内
に
書
記
官
に
当
該
金
銭
を
支
払
わ
な
い

場
合
、
二
〇
〇
〇
Ｎ
Ｚ
Ｄ
（
約
一
二
万
円
）
以
下
の
罰
金
刑
に
処
せ
ら
れ
る）

118
（

。
ま
た
、
書
記
官
に
対
し
て
制
裁
金
（penalty

）
を
支

払
う
よ
う
求
め
ら
れ
る）

119
（

。
こ
の
制
裁
金
の
性
質
は
国
家
へ
の
債
務
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る）

120
（

。

　

こ
の
方
法
は
、
銀
行
に
預
金
を
有
す
る
犯
罪
者
に
対
し
て
有
効
な
方
法
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
方
法
を
利
用
す
る
た
め
に
は
口

座
の
存
在
す
る
銀
行
と
口
座
番
号
を
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
実
際
に
は
、
口
座
の
所
在
を
割
り
出
す
の
に
時
間
や
手
間
が
か
か

る
こ
と
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
方
法
を
実
効
化
す
る
た
め
に
、
銀
行
名
と
口
座
番
号
を
簡
便
に
入
手
で
き
る
方
法
を
用

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
が
国
に
お
い
て
は
、
公
共
料
金
の
引
き
落
と
し
や
給
与
振
込
に
銀
行
口
座
を
利
用
し
て
い
る
者
が
多
い
。

そ
こ
で
、
例
え
ば
、
収
納
又
は
振
込
を
行
な
う
企
業
に
銀
行
名
と
口
座
番
号
を
開
示
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
手
続
を
用
意
す

る
な
ど
の
方
策
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

五
、
資
産
差
押
え
及
び
資
産
売
却

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
罰
金
刑
を
支
払
わ
な
い
犯
罪
者
の
資
産
を
差
押
え
、
こ
れ
を
売
却
し
て
罰
金
刑
の
支
払
に
充
当

す
る
と
い
う
資
産
差
押
え
及
び
資
産
売
却
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
自
動
車
の
不
能
化
と
い
う
手
段
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。



 

二
〇
〇

　

地
方
裁
判
所
判
事
は
、
犯
罪
者
に
即
時
の
支
払
の
た
め
の
十
分
な
資
産
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
、
住
所
不
定
で
あ
る
場
合
、
犯

罪
の
重
大
性
、
犯
罪
の
性
質
若
し
く
は
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
、
執
行
が
遅
滞
な
く
行
な
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
場
合
、
支
払
期
限
を
待

た
ず
し
て
、
売
却
令
状
（w

rit of sale

）
を
発
付
し
、
資
産
の
売
却
及
び
罰
金
刑
へ
の
充
当
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る）

121
（

。
ま
た
、
こ
れ

ら
の
場
合
以
外
に
も
、
地
方
裁
判
所
判
事
は
、
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
の
報
告
書
を
参
考
に
、
売
却
令
状
を
発
付
す
る
こ
と
が
で
き
る）

122
（

。
さ
ら

に
、
他
の
罰
金
刑
と
合
わ
せ
て
一
万
Ｎ
Ｚ
Ｄ
（
約
六
〇
万
円
）
以
上
が
未
払
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
一
九
四
七
年
地
方
裁
判
所
法

上
の
請
求
命
令
（charging order

）
を
科
す
よ
う
書
記
官
に
事
件
を
付
託
し
う
る）

123
（

。

　

一
方
、
書
記
官
は
、
地
方
裁
判
所
判
事
又
は
地
域
治
安
判
事
か
ら
の
事
件
の
付
託
が
あ
っ
た
場
合
や
、
支
払
猶
予
又
は
分
割
払
が
不

調
に
終
わ
っ
た
場
合
な
ど
に
、
外
形
上
犯
罪
者
の
所
有
と
考
え
ら
れ
る
資
産
を
対
象
と
し
て
、
罰
金
刑
の
詳
細
と
未
払
の
残
額
を
明
示

し
た
資
産
差
押
え
令
状
を
差
押
え
を
行
な
う
資
産
の
利
害
関
係
人
と
考
え
ら
れ
る
者
全
て
に
対
し
て
発
付
し
、
資
産
を
差
押
え
る
こ
と

が
で
き
る）

124
（

。
資
産
差
押
え
令
状
に
よ
り
差
押
さ
え
ら
れ
た
資
産
は
、
執
行
吏
又
は
カ
ン
ス
タ
ブ
ル
に
対
し
て
罰
金
刑
の
支
払
が
な
さ
れ

る
か
、
資
産
が
売
却
さ
れ
る
か
、
地
方
裁
判
所
判
事
が
異
議
申
立
て
の
聴
聞
を
決
定
す
る
ま
で
書
記
官
が
管
理
す
る）

125
（

。
こ
の
際
、
執
行

吏
又
は
カ
ン
ス
タ
ブ
ル
は
、
⒜
差
押
え
資
産
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
⒝
差
押
え
日
か
ら
七
日
以
内
に
リ
ス
ト
記
載
の
資
産
が
犯
罪
者
の

所
有
物
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
当
該
資
産
の
所
有
者
等
の
利
害
関
係
人
が
存
在
す
る
場
合
は
そ
の
氏
名
及
び
住
所
に
つ
い
て
も
、

書
記
官
に
知
ら
せ
る
よ
う
犯
罪
者
に
指
示
す
る
内
容
の
書
面
を
直
ち
に
犯
罪
者
に
手
渡
す
か
、
差
押
え
ら
れ
た
資
産
の
あ
る
場
所
に
送

付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

126
（

。
ま
た
、
資
産
差
押
え
令
状
に
よ
り
自
動
車
を
差
押
え
た
場
合
、
書
記
官
は
、
一
九
九
九
年
個
人
資
産
証
券

法
（Personal Property Securities A

ct 1999

）
127
（

）
に
基
づ
く
個
人
資
産
証
券
記
録
に
差
押
え
日
現
在
で
当
該
自
動
車
に
関
す
る
経

済
的
陳
述
が
記
録
さ
れ
て
い
な
い
か
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

128
（

。
経
済
的
陳
述
が
記
録
さ
れ
て
い
る
と
き
に
は
、
書
記
官
は
、
⒜

罰
金
刑
が
未
払
の
ま
ま
で
犯
罪
者
以
外
の
者
に
よ
り
異
議
申
立
て
が
な
さ
れ
な
い
場
合
、
差
押
え
か
ら
七
日
経
過
後
に
自
動
車
を
売
却
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す
る
こ
と
、
⒝
異
議
申
立
て
の
権
利
が
存
在
す
る
こ
と
を
直
ち
に
記
載
さ
れ
て
い
る
当
事
者
へ
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

129
（

。

　

資
産
差
押
え
令
状
に
よ
り
自
動
車
を
差
押
え
た
場
合
、
執
行
吏
又
は
カ
ン
ス
タ
ブ
ル
は
、
自
動
車
を
差
押
さ
え
た
上
で
、
自
動
車
の

走
行
等
に
関
す
る
機
能
を
使
え
な
く
す
る
こ
と
（
自
動
車
の
不
能
化
）
が
で
き
る）

130
（

。
例
え
ば
、
タ
イ
ヤ
を
チ
ェ
ー
ン
ロ
ッ
ク
す
る
こ
と

が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
公
共
の
場
所
に
置
か
れ
て
い
る
な
ど
自
動
車
の
不
能
化
が
他
の
者
に
不
便
を
惹
起
す
る
と
き
な
ど
を
除

い
て
、
自
動
車
の
差
押
え
に
代
え
て
自
動
車
の
不
能
化
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る）

131
（

。
答
弁
取
引
な
ど
が
行
な
わ
れ
て
一
〇
〇
〇
Ｎ
Ｚ
Ｄ

（
約
六
万
円
）
を
超
え
な
い
罰
金
刑
と
さ
れ
た
場
合
、
合
理
的
な
理
由
が
な
い
限
り
、
差
押
え
に
代
え
て
自
動
車
の
不
能
化
又
は
そ
の
試

み
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

132
（

。
自
動
車
の
差
押
え
に
代
え
て
自
動
車
の
不
能
化
が
な
さ
れ
た
と
き
で
も
、
執
行
吏
若
し
く
は
カ
ン

ス
タ
ブ
ル
の
判
断
又
は
書
記
官
の
指
示
に
よ
り
当
該
自
動
車
を
差
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る）

133
（

。
書
記
官
は
、
自
動
車
の
不
能
化
が
な
さ

れ
た
日
か
ら
一
四
日
が
経
過
し
て
も
、
罰
金
刑
が
支
払
わ
れ
な
い
と
き
に
は
、
自
動
車
の
差
押
え
に
代
え
て
か
か
る
指
示
を
執
行
吏
又

は
カ
ン
ス
タ
ブ
ル
に
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

134
（

。
な
お
、
書
記
官
、
執
行
吏
、
カ
ン
ス
タ
ブ
ル
及
び
そ
の
他
の
職
員
は
、
チ
ェ
ー
ン

ロ
ッ
ク
の
際
に
自
動
車
を
傷
付
け
る
な
ど
自
動
車
の
不
能
化
に
関
す
る
行
為
か
ら
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
、
個
人
と
し
て
責
任
を
負
わ

な
い）

135
（

。
こ
の
場
合
、
国
が
賠
償
責
任
を
負
う
こ
と
と
な
る
。

　

差
押
え
か
ら
七
日
が
徒
過
し
て
も
罰
金
刑
が
未
払
の
ま
ま
で
あ
り
、
犯
罪
者
以
外
の
者
か
ら
異
議
申
立
て
が
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、

差
押
え
ら
れ
た
資
産
は
競
売
に
よ
り
又
は
地
方
裁
判
所
判
事
若
し
く
は
書
記
官
の
指
示
す
る
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
売
却
さ
れ
う
る）

136
（

。

売
却
さ
れ
た
資
産
の
競
落
人
又
は
取
得
者
は
、
所
有
者
又
は
売
却
前
に
当
該
資
産
に
利
害
を
有
し
て
い
た
者
に
代
わ
っ
て
資
産
に
対
す

る
完
全
な
権
利
を
得
る）

137
（

。
売
却
代
金
は
罰
金
刑
の
支
払
に
充
当
さ
れ
、
資
産
差
押
え
令
状
に
そ
の
旨
が
記
載
さ
れ
れ
ば
、
同
令
状
は
そ

れ
以
後
有
効
性
を
失
う）

138
（

。
売
却
代
金
が
罰
金
刑
の
未
払
の
残
額
を
超
え
る
場
合
、
第
三
者
か
ら
の
申
立
て
が
な
い
限
り
、
剰
余
金
は
犯

罪
者
に
支
払
わ
れ
る）

139
（

。
売
却
前
に
罰
金
刑
の
支
払
が
な
さ
れ
た
場
合
、
差
押
え
ら
れ
た
資
産
は
返
還
さ
れ
る）

140
（

。



 

二
〇
二

　

差
押
え
ら
れ
た
資
産
に
利
害
関
係
が
あ
る
場
合
、
資
産
売
却
及
び
売
却
利
益
分
配
前
で
あ
れ
ば
、
何
人
も
利
害
関
係
の
存
在
を
申
立

て
る
こ
と
が
で
き
る）

141
（

。
例
え
ば
、
月
賦
購
入
契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
未
だ
所
有
権
が
犯
罪
者
に
移
転
し
て
お
ら
ず
、
売
主

が
所
有
権
者
で
あ
る
な
ど
の
場
合
が
こ
れ
に
当
た
る
。
書
記
官
は
、
犯
罪
者
及
び
申
立
人
を
召
還
す
る
令
状
を
発
付
し
、
地
方
裁
判
所

判
事
が
申
立
て
の
適
否
を
判
断
す
る）

142
（

。
地
方
裁
判
所
判
事
は
差
押
え
ら
れ
た
資
産
の
売
却
利
益
を
申
立
人
に
分
配
す
る
よ
う
指
示
す
る

こ
と
が
で
き
る）

143
（

。
ま
た
、
犯
罪
者
が
売
却
前
に
利
害
関
係
人
の
存
在
を
書
記
官
に
通
知
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
資
産
売
却
及
び
売
却

利
益
分
配
前
に
異
議
申
立
て
が
で
き
ず
、
損
害
を
被
っ
た
利
害
関
係
人
は
犯
罪
者
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
求
め
う
る）

144
（

。

　

資
産
差
押
え
令
状
に
よ
る
差
押
え
を
知
り
つ
つ
、
資
産
に
干
渉
し
、
資
産
を
奪
回
し
、
又
は
奪
回
し
よ
う
と
し
た
者
は
、
執
行
吏
又

は
カ
ン
ス
タ
ブ
ル
に
よ
っ
て
令
状
な
し
で
逮
捕
さ
れ
、
三
月
以
下
の
拘
禁
刑
又
は
二
〇
〇
〇
Ｎ
Ｚ
Ｄ
（
約
一
二
万
円
）
以
下
の
罰
金
刑

に
略
式
手
続
を
も
っ
て
処
せ
ら
れ
う
る）

145
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
資
産
差
押
え
に
代
え
て
、
又
は
資
産
差
押
え
を
実
効
化
す
る
た
め
に
、
自
動

車
の
不
能
化
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
罰
金
額
が
低
額
の
場
合
、
そ
の
利
用
を
試
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
自
動
車

の
利
用
は
日
常
生
活
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
支
払
能
力
の
あ
る
犯
罪
者
に
対
し
て
支
払
を
促
す
極
め
て

有
効
な
手
段
で
あ
る
と
言
え
る
。
我
が
国
に
お
い
て
も
、
自
動
車
の
所
有
者
が
多
く
、
自
動
車
が
日
常
生
活
に
必
要
不
可
欠
の
も
の
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
我
が
国
に
お
い
て
も
、
自
動
車
の
不
能
化
を
行
な
え
ば
、
罰
金
刑
の
支
払
が
大
い
に
促
進
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
自
動
車
の
不
能
化
を
可
能
と
す
る
規
定
を
整
備
す
る
べ
き
で
あ
る
。

六
、
給
与
差
押
え

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
罰
金
刑
の
支
払
を
行
な
わ
な
い
犯
罪
者
の
収
入
を
差
押
え
、
こ
れ
を
罰
金
刑
の
支
払
に
充
当
す
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三

る
と
い
う
給
与
差
押
え
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
書
記
官
は
、
自
己
の
判
断
又
は
地
方
裁
判
所
判
事
若
し
く
は
地
域
治
安
判
事
か
ら
の
事

件
の
付
託
に
よ
り
、
犯
罪
者
に
対
し
て
雇
用
者
か
ら
適
正
に
支
払
わ
れ
る
給
与
又
は
賃
金
（salary or w

ages

）
の
う
ち
毎
週
一
定

額
を
給
与
差
押
え
命
令
が
有
効
で
あ
る
限
り
差
押
え
る
こ
と
が
で
き
る）

146
（

。
こ
こ
で
、
給
与
又
は
賃
金
と
は
、
⒜
退
職
手
当
、
年
金
又
は

同
種
性
質
を
持
つ
そ
の
他
の
支
払
、
⒝
二
〇
〇
一
年
障
害
防
止
、
社
会
復
帰
及
び
補
償
法
に
基
づ
く
事
故
補
償
団
体
に
よ
っ
て
な
さ
れ

る
補
償
の
支
払
、
⒞
ボ
ー
ナ
ス
や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
支
払
、
⒟
手
数
料
収
入
の
支
払
、
⒠
役
務
提
供
契
約
に
よ
り
な
さ
れ
る
仕
事
の

報
酬
と
し
て
の
支
払
、
⒡
利
得
な
ど
を
含
み
、
雇
用
者
と
は
こ
れ
ら
の
給
与
又
は
賃
金
の
支
払
を
な
す
人
又
は
団
体
（body

）
全
て
を

言
う
と
定
義
さ
れ
て
い
る）

147
（

。

　

毎
週
差
押
え
ら
れ
る
金
額
は
、
犯
罪
者
の
生
活
が
維
持
さ
れ
る
よ
う
に
、
収
入
か
ら
差
押
え
額
や
各
種
の
控
除
を
差
引
い
た
実
収
入

（net earning

）
が
被
保
護
収
入
率
（protected earning rate

）
を
維
持
す
る
限
度
で
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

148
（

。
書
記
官

は
、
こ
の
判
断
の
た
め
に
、
給
与
差
押
え
命
令
の
可
否
、
被
保
護
収
入
率
の
判
断
、
犯
罪
者
の
給
与
及
び
賃
金
の
額
、
社
会
保
障
関
係

の
差
押
え
命
令
又
は
控
除
命
令
の
存
否
及
び
額
、
扶
養
家
族
の
数
を
含
む
家
族
構
成
に
つ
い
て
の
情
報
の
提
供
を
社
会
保
障
の
関
係
当

局
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る）

149
（

。
給
与
差
押
え
命
令
は
、
命
令
に
お
い
て
示
さ
れ
た
期
間
有
効
で
あ
り
、
そ
の
期
間
は
最
長
五
年
と
さ
れ

て
い
る）

150
（

。

　

給
与
差
押
え
命
令
は
、
命
令
の
謄
本
が
雇
用
者
へ
の
手
渡
し
、
又
は
雇
用
者
の
居
所
若
し
く
は
職
場
へ
の
郵
送
に
よ
り
雇
用
者
に
到

達
し
た
と
き
に
有
効
と
な
る）

151
（

。
雇
用
者
の
氏
名
又
は
住
所
が
不
明
又
は
不
明
確
な
場
合
、
書
記
官
は
書
面
に
よ
り
情
報
を
提
供
す
る
よ

う
国
税
局
長
官
（Com

m
issioner of Inland Revenue

）
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る）

152
（

。

　

給
与
差
押
え
命
令
を
受
け
取
っ
た
雇
用
者
は
、
給
与
又
は
賃
金
か
ら
命
令
で
指
示
さ
れ
た
額
を
控
除
し
、
そ
の
額
を
控
除
し
た
次
の

月
の
一
九
日
ま
で
に
書
記
官
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

153
（

。
控
除
さ
れ
た
段
階
で
犯
罪
者
は
罰
金
刑
の
全
部
又
は
一
部
の
支
払
を
行



 

二
〇
四

な
っ
た
と
み
な
さ
れ
、
全
部
の
支
払
の
場
合
、
給
与
差
押
え
命
令
の
効
力
は
消
滅
す
る）

154
（

。
雇
用
者
が
合
理
的
な
理
由
な
く
し
て
控
除
や

支
払
を
行
な
わ
な
い
場
合
、
一
〇
〇
〇
Ｎ
Ｚ
Ｄ
（
約
六
万
円
）
以
下
の
罰
金
刑
に
処
せ
ら
れ
る）

155
（

。
ま
た
、
給
与
差
押
え
命
令
を
理
由
に
、

犯
罪
者
た
る
被
用
者
を
解
雇
し
た
り
、
被
用
者
の
職
業
上
の
地
位
を
変
更
し
た
り
す
る
な
ど
し
た
場
合
、
使
用
者
は
一
〇
〇
〇
Ｎ
Ｚ
Ｄ

（
約
六
万
円
）
以
下
の
罰
金
刑
に
処
せ
ら
れ
る）

156
（

。
給
与
差
押
え
命
令
の
受
領
後
六
か
月
以
内
に
被
用
者
を
解
雇
し
た
り
、
被
用
者
の
職
業

上
の
地
位
を
変
更
し
た
り
す
る
な
ど
し
た
場
合
、
反
証
が
な
さ
れ
な
い
限
り
、
命
令
を
理
由
に
な
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る）

157
（

。

　

こ
の
方
法
は
、
就
業
し
て
い
る
も
の
の
、
資
産
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
資
産
を
差
押
え
た
り
す
る
こ
と
が
妥
当
で
な
い
犯
罪
者

に
対
し
て
有
効
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
雇
用
者
が
給
与
差
押
え
命
令
を
理
由
に
被
用
者
の
解
雇
や
降
格
な
ど
を
行
な
う
こ
と
を

禁
止
す
る
と
と
も
に
、
罰
則
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
罰
金
刑
の
徴
収
と
犯
罪
者
の
社
会
再
統
合
の
両
立
を
図
っ
て
い
る
点
は
注
目
に

値
す
る
。
我
が
国
に
お
い
て
も
、
同
様
の
規
定
を
用
意
し
、
給
与
差
押
え
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

七
、
拘
禁
刑
・
社
会
奉
仕
作
業

　

以
上
の
よ
う
な
手
段
が
不
十
分
で
あ
っ
た
り
、
不
可
能
で
あ
っ
た
り
す
る
場
合
に
は
、
拘
禁
刑
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
拘
禁

刑
に
代
え
て
社
会
奉
仕
作
業
が
科
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　

地
方
裁
判
所
判
事
は
、
犯
罪
者
に
即
時
の
支
払
の
た
め
の
十
分
な
資
産
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
、
住
所
不
定
で
あ
る
場
合
、
又

は
、
犯
罪
の
重
大
性
、
犯
罪
の
性
質
若
し
く
は
そ
の
他
の
理
由
に
よ
っ
て
、
執
行
が
遅
滞
な
く
行
な
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
場
合
、
支
払

期
限
を
待
た
ず
し
て
、
拘
禁
命
令
を
発
付
す
る
こ
と
が
で
き
る）

158
（

。
ま
た
、
地
方
裁
判
所
判
事
は
、
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
の
報
告
書
を
参
考
に

拘
禁
命
令
を
発
付
す
る
こ
と
も
で
き
る）

159
（

。
こ
う
し
た
地
方
裁
判
所
判
事
に
よ
る
拘
禁
命
令
に
お
い
て
は
拘
禁
期
間
が
二
年
以
内
と
さ
れ

て
い
る）

160
（

。
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拘
禁
命
令
を
発
付
し
た
判
事
は
、
召
喚
令
状
（sum

m
ons

）
を
発
付
す
る
か
、
逮
捕
令
状
の
発
付
に
よ
り
犯
罪
者
を
高
等
裁
判
所

（H
igh Court

）
に
出
廷
さ
せ
う
る）

161
（

。
犯
罪
者
が
出
廷
し
た
場
合
、
報
告
書
の
斟
酌
、
罰
金
刑
及
び
損
害
回
復
の
賦
科
額
を
考
慮
し
て
、

社
会
奉
仕
作
業
（com

m
unity w

ork

）
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る）

162
（

。
こ
の
と
き
、
罰
金
刑
は
免
除
さ
れ
る）

163
（

。
ま
た
、
こ
の
と
き
に
は
、

拘
禁
刑
が
法
定
さ
れ
て
い
な
い
犯
罪
類
型
に
よ
り
罰
金
刑
が
賦
科
さ
れ
て
い
た
場
合
で
も
、
社
会
奉
仕
命
令
を
科
す
こ
と
が
で
き
る）

164
（

。

犯
罪
者
が
社
会
奉
仕
命
令
へ
の
代
替
に
不
服
が
あ
れ
ば
、
上
訴
裁
判
所
へ
の
異
議
申
立
て
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る）

165
（

。
ま
た
、
上
訴
裁
判

所
の
判
断
に
不
服
が
あ
れ
ば
、
最
高
裁
判
所
へ
の
異
議
申
立
て
権
も
認
め
ら
れ
て
い
る）

166
（

。
上
訴
裁
判
所
又
は
最
高
裁
判
所
で
社
会
奉
仕

命
令
が
破
棄
さ
れ
た
場
合
、
事
件
は
高
等
裁
判
所
に
差
戻
さ
れ
、
罰
金
刑
の
一
部
減
額
・
全
額
免
除
、
支
払
猶
予
・
分
割
払
又
は
資
産

売
却
の
い
ず
れ
か
の
判
断
が
な
さ
れ
る）

167
（

。

　

犯
罪
者
が
拘
禁
さ
れ
た
場
合
で
、
犯
罪
者
か
ら
支
払
又
は
支
払
の
申
立
て
が
な
さ
れ
た
と
き
に
は
、
他
の
理
由
で
の
拘
禁
が
な
け
れ

ば
、
刑
務
所
（prison

）
の
所
長
（Superintendent

）
は
犯
罪
者
を
釈
放
す
る
こ
と
が
で
き
る）

168
（

。
ま
た
、
一
部
の
支
払
又
は
支
払
の

申
立
て
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
割
合
に
応
じ
て
拘
禁
期
間
が
減
じ
ら
れ
る）

169
（

。

　

一
方
、
書
記
官
は
、
犯
罪
者
が
罰
金
刑
を
支
払
う
能
力
を
有
し
て
い
な
い
場
合
、
他
の
手
段
が
有
効
と
は
思
わ
れ
な
い
場
合
、
他
の

手
段
を
用
い
て
も
未
払
の
残
額
が
あ
る
場
合
、
地
方
裁
判
所
判
事
又
は
地
域
治
安
判
事
に
当
該
事
件
の
状
況
に
関
す
る
報
告
書
と
と
も

に
事
件
を
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
自
己
の
判
断
又
は
地
方
裁
判
所
判
事
の
指
示
に
よ
り
、
地
方
裁
判
所
判
事
又
は
地
域
治
安
判
事

の
面
前
へ
出
頭
す
る
よ
う
犯
罪
者
に
命
ず
る
こ
と
が
で
き
、
必
要
が
あ
れ
ば
、
そ
の
た
め
の
逮
捕
令
状
を
発
付
す
る
こ
と
が
で
き
る）

170
（

。

か
か
る
逮
捕
令
状
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
警
察
官
又
は
執
行
吏
に
よ
り
印
刷
さ
れ
、
執
行
さ
れ
る）

171
（

。
執
行
吏
又
は

カ
ン
ス
タ
ブ
ル
は
、
執
行
吏
が
逮
捕
令
状
を
執
行
し
よ
う
と
す
る
際
に
、
合
理
的
な
理
由
な
く
し
て
執
行
吏
に
抵
抗
又
は
妨
害
す
る
者

を
新
た
な
令
状
な
く
し
て
身
柄
を
拘
束
し
、
地
方
裁
判
所
判
事
の
面
前
に
連
行
す
る
こ
と
が
で
き
る）

172
（

。
地
方
裁
判
所
判
事
は
、
抵
抗
又
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は
妨
害
す
る
者
に
対
し
て
三
〇
〇
Ｎ
Ｚ
Ｄ
（
約
一
万
八
〇
〇
〇
円
）
以
下
の
罰
金
刑
を
科
し
う
る）

173
（

。

　

地
方
裁
判
所
判
事
又
は
地
域
治
安
判
事
の
前
に
出
頭
し
た
犯
罪
者
は
、
バ
リ
ス
タ
（barrister

）
又
は
ソ
リ
シ
タ
（solicitor

）
の

代
理
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る）

174
（

。
地
方
裁
判
所
判
事
又
は
地
域
治
安
判
事
が
犯
罪
者
に
よ
り
な
さ
れ
た
経
済
的
能
力
の
陳
述
を
考
慮
し

て
、
拘
禁
令
状
の
発
付
以
外
の
罰
金
刑
執
行
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
方
法
が
検
討
さ
れ
、
試
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
不
適
切
又
は
不
成
功
に
終
わ

っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
た
場
合
な
ど
に
は
、
拘
禁
刑
に
代
え
て
社
会
奉
仕
命
令
を
科
す
こ
と
が
で
き
る）

175
（

。

　

犯
罪
者
に
よ
り
経
済
的
能
力
の
陳
述
が
な
さ
れ
な
い
な
ど
、
社
会
奉
仕
命
令
の
条
件
を
満
た
さ
な
い
場
合
に
は
、
拘
禁
刑
が
科
さ
れ

る
。
そ
の
期
間
は
、
拘
禁
刑
が
法
定
さ
れ
て
い
る
犯
罪
で
罰
金
刑
が
科
さ
れ
て
い
た
場
合
、
法
定
刑
の
上
限
が
一
年
以
上
の
と
き
は
一

年
間
、
法
定
刑
の
上
限
が
一
年
未
満
の
と
き
は
当
該
上
限
の
期
間
が
上
限
と
な
る
。
拘
禁
刑
が
法
定
さ
れ
て
い
な
い
犯
罪
で
罰
金
刑
が

科
さ
れ
て
い
た
場
合
、
三
か
月
が
上
限
と
な
る）

176
（

。
も
っ
と
も
、
拘
禁
刑
が
法
定
さ
れ
て
い
な
い
交
通
事
件
の
犯
罪
者
や
、
犯
行
当
時
青

少
年
（young

）
で
あ
っ
た
者
に
は
、
拘
禁
刑
を
科
し
え
な
い）

177
（

。
ま
た
、
書
記
官
は
、
支
払
猶
予
又
は
分
割
払
が
不
調
に
終
わ
っ
た
場

合
で
、
犯
罪
者
が
地
方
裁
判
所
判
事
の
面
前
に
出
頭
し
な
い
な
ど
の
と
き
に
は
、
右
の
期
間
を
上
限
と
す
る
拘
禁
令
状
を
直
接
発
付
す

る
こ
と
が
で
き
る）

178
（

。
但
し
、
こ
の
令
状
は
、
犯
罪
者
に
よ
り
な
さ
れ
た
経
済
的
能
力
の
陳
述
を
考
慮
し
て
、
拘
禁
令
状
の
発
付
以
外
の

罰
金
刑
執
行
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
方
法
が
検
討
さ
れ
、
試
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
不
適
切
又
は
不
成
功
に
終
わ
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
な
か
っ

た
な
ど
の
場
合
、
地
方
裁
判
所
判
事
に
よ
り
撤
回
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
う
る）

179
（

。
こ
の
よ
う
な
拘
禁
刑
又
は
社
会
奉
仕
命
令
に
対
し
て
、

犯
罪
者
は
高
等
裁
判
所
へ
の
異
議
申
立
て
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る）

180
（

。

　

犯
罪
者
が
拘
禁
さ
れ
た
場
合
で
、
罰
金
刑
の
支
払
が
な
さ
れ
た
と
の
書
記
官
の
書
面
に
よ
る
通
知
が
な
さ
れ
た
と
き
に
は
、
他
の
理

由
で
の
拘
禁
が
な
け
れ
ば
、
刑
事
施
設
（penal institution

）
の
所
長
は
犯
罪
者
を
釈
放
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

181
（

。
ま
た
、
一
部
の

支
払
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
割
合
に
応
じ
て
拘
禁
期
間
が
減
じ
ら
れ
る）

182
（

。
社
会
奉
仕
命
令
が
執
行
さ
れ
て
い
る
場
合
で
、
罰
金
刑
の
支
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二
〇
七

払
が
な
さ
れ
た
と
の
書
記
官
の
書
面
に
よ
る
通
知
が
な
さ
れ
た
と
き
に
は
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
（probation offi  cer

）

は
、
そ
れ
以
後
、
社
会
奉
仕
命
令
に
服
さ
な
く
て
も
よ
い
と
犯
罪
者
に
対
し
て
指
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

183
（

。

　

以
上
の
よ
う
な
書
記
官
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
命
令
又
は
決
定
に
よ
り
、
影
響
を
受
け
る
犯
罪
者
又
は
そ
の
他
の
者
は
、
命
令
又
は
決

定
の
再
審
理
を
求
め
て
地
方
裁
判
所
判
事
に
異
議
を
申
立
て
る
こ
と
が
で
き
る）

184
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
罰
金
刑
の
不
払
に
対
し
て
、
拘
禁
刑
を
科
し
う
る
も
の
の
、
最
後
の
手
段
と
し

て
他
の
手
段
が
採
り
え
な
い
場
合
に
初
め
て
用
い
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
お
り
、
犯
罪
者
の
事
情
や
態
度
を
考
慮
し
、
社
会
奉
仕
命
令

で
極
力
代
替
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
窺
わ
れ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
罰
金
刑
の
不
払
に
対
し
て
、
犯
罪
者
の
事
情
な
ど
を
考
慮
す
る
手
続
が
な
く
、
自
動
的
に

労
役
場
留
置
へ
と
移
行
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
（
刑
訴
法
五
〇
五
条
・
四
七
二
条
・
四
七
三
条
・
四
八
〇
条
乃
至
四
八
二
条
・
四
八

四
条
乃
至
四
八
九
条
参
照
）。
こ
の
よ
う
な
労
役
場
留
置
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
第
七
章
で
検
討
す
る
罰
金
刑
の
目
的
や
第
八
章
で
検

討
す
る
罰
金
刑
の
量
定
方
法
を
踏
ま
え
て
、
第
一
〇
章
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

五
、
お
わ
り
に

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
罰
金
刑
の
適
用
の
拡
大
が
目
指
さ
れ
て
お
り
、
罰
金
刑
の
長
所
か
ら
考

え
て
、
そ
の
方
向
性
自
体
は
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
問
題
は
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
実
現
し
て
い
く
か
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
罰

金
刑
の
目
的
や
量
定
方
法
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
す
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
い
か
な
る
目
的
で
ど
の
よ
う
に
量
定
を

行
な
う
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
第
七
章
及
び
第
八
章
で
改
め
て
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

ま
た
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
罰
金
刑
の
不
払
に
対
す
る
手
段
が
多
彩
に
用
意
さ
れ
て
い
る
。
言
わ
ば
、
徴
収
方
法
及
び



 

二
〇
八

執
行
方
法
の
個
別
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
我
が
国
で
は
、
自
由
刑
や
保
護
観
察
に
お
い
て
処
遇
の
個
別
化
を
図
る
べ
き
で

あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
、
罰
金
刑
に
お
い
て
は
、
一
回
的
な
支
払
で
済
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
徴
収
方
法
及
び
執

行
方
法
の
個
別
化
に
つ
い
て
は
強
く
意
識
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
犯
罪
者
の
収
入
状
況
、
資
産
状
況
及
び
社
会
的
地
位
が
そ

れ
ぞ
れ
異
な
る
こ
と
か
ら
、
量
刑
の
場
面
だ
け
で
な
く
、
徴
収
及
び
執
行
の
場
面
で
も
、
個
々
の
犯
罪
者
を
取
り
巻
く
状
況
を
考
慮
し
、

最
も
適
切
な
徴
収
方
法
及
び
執
行
方
法
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
採
用
さ

れ
て
い
る
方
法
を
参
考
に
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、「
徴
収
方
法
及
び
執
行
方
法
の
個
別
化
」
を
図
る
べ
く
多
様
な
手
段
を
と
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

（
1
）  

一
九
七
二
年
事
故
補
償
法
（A

ccident Com
pensation A

ct 1972

）
が
最
初
の
包
括
的
な
補
償
制
度
を
構
築
し
た
。
条
文
の
翻
訳
と

し
て
、
名
古
屋
不
法
行
為
法
研
究
会
訳
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
事
故
補
償
法
（
一
）」
名
法
七
九
巻
（
一
九
七
九
）
三
九
五
頁
以
下
、「
同
・

（
二
）」
八
〇
巻
（
一
九
七
九
）
三
六
五
頁
以
下
、「
同
・（
三
）」
八
一
巻
（
一
九
七
九
）
三
八
七
頁
以
下
、「
同
・（
四
・
完
）」
八
二
巻
（
一

九
七
九
）
二
八
四
頁
以
下
。
な
お
、
従
前
の
犯
罪
被
害
者
に
対
す
る
国
家
補
償
制
度
に
つ
い
て
は
、
小
川
太
郎
「
ニ
ユ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
一

九
六
三
年
犯
罪
被
害
者
国
家
賠
償
法
抄
訳
」
社
会
改
良
九
巻
三
＝
四
号
（
一
九
六
五
）
三
五
頁
以
下
に
条
文
の
抄
訳
が
あ
る
。

（
2
）  

詳
述
し
た
も
の
と
し
て
、
浅
井
尚
子
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
事
故
補
償
法
と
そ
の
運
用
実
態
」
加
藤
雅
信
編
著
『
損
害
賠
償
か
ら
社
会

保
障
へ
』（
三
省
堂
、
一
九
八
九
）
四
一
頁
以
下
、
浅
井
尚
子
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
事
故
補
償
制
度
の
三
〇
年
」
判
タ
一
一
〇
二
号
（
二

〇
〇
二
）
五
九
頁
以
下
。
刑
事
政
策
の
観
点
か
ら
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
千
手
正
治
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
事
故
補
償
制
度

―
犯
罪
被

害
者
補
償
の
観
点
か
ら

―
」
中
大
研
究
年
報
二
八
号
（
一
九
九
九
）
二
〇
七
頁
以
下
が
あ
る
。

（
3
）  2001 N

o 49.

（
4
）  

例
え
ば
、
高
橋
貞
彦
「
修
復
的
司
法

―
ア
オ
テ
ア
ロ
ア
の
少
年
司
法

―
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
世
界
へ
の
贈
り
物
」『
中
山
研
一

先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
第
五
巻　

刑
法
の
展
開
』（
成
文
堂
、
一
九
九
七
）
二
四
五
頁
以
下
、
前
野
育
三
「
被
害
者
問
題
と
修
復
的
司
法
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二
〇
九

―
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
のFam

ily Group Conference

を
中
心
に
」
犯
非
一
二
三
号
（
二
〇
〇
〇
）
六
頁
以
下
、
ジ
ム
・
コ
ン
セ
デ

ィ
ー
ン
ほ
か
著
・
前
野
育
三
ほ
か
監
訳
『
修
復
的
司
法

―
現
代
的
課
題
と
実
践

―
』（
関
西
学
院
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
）、
藤
本

哲
也
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
修
復
的
司
法
の
最
近
の
動
向
」
戸
籍
五
四
九
号
（
二
〇
〇
二
）
四
七
頁
以
下
﹇『
犯
罪
学
の
窓
』（
中

央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
四
）
一
五
八
頁
以
下
所
収
﹈、
藤
本
哲
也
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
刑
事
政
策
の
新
動
向
：
成
人
に
対
す

る
修
復
的
司
法
協
議
会
の
導
入
」
罪
罰
三
九
巻
二
号
（
二
〇
〇
二
）
四
六
頁
以
下
、
高
橋
貞
彦
「
世
界
の
修
復
正
義

―
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
の
修
復
的
司
法
」
罪
罰
三
九
巻
三
号
（
二
〇
〇
二
）
四
三
頁
以
下
、
千
手
正
治
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
修
復
的
司
法
の
発

展
」
中
大
研
究
年
報
三
三
号
（
二
〇
〇
三
）
二
二
七
頁
以
下
、
同
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
修
復
的
司
法

―
『
修
復
的
司
法
：

審
議
報
告
書
』
に
お
け
る
修
復
的
司
法
の
定
義

―
」
比
較
法
三
七
巻
一
号
（
二
〇
〇
三
）
二
四
〇
頁
以
下
、
同
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

に
お
け
る
修
復
的
司
法
②

―
『
裁
判
所
関
与
の
修
復
的
司
法:

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
に
お
け
る
修

復
的
司
法
の
意
義

―
」
比
較
法
三
七
巻
三
号
（
二
〇
〇
三
）
一
六
七
頁
以
下
、
藤
本
哲
也
ほ
か
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
修
復

的
司
法
の
一
手
段
と
し
て
の
賠
償
命
令
」
新
報
一
〇
九
巻
三
号
（
二
〇
〇
二
）
四
七
頁
以
下
、
千
手
正
治
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け

る
修
復
的
司
法
の
発
展
と
マ
オ
リ
族
：
一
九
八
九
年
の
家
族
集
団
協
議
会
か
ら
二
〇
〇
一
年
の
裁
判
所
関
与
の
修
復
的
司
法
協
議
会
ま
で
」

藤
本
哲
也
編
著
『
諸
外
国
の
修
復
的
司
法
』（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
四
）
四
三
頁
以
下
、
同
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
賠
償

命
令
と
修
復
的
司
法
：
二
〇
〇
二
年
の
量
刑
法
を
踏
ま
え
て
」
藤
本
編
著
『
諸
外
国
の
修
復
的
司
法
』・
前
掲
八
一
頁
以
下
、
藤
本
哲
也

「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
修
復
的
司
法
協
議
会
」
藤
本
編
著
『
諸
外
国
の
修
復
的
司
法
』・
前
掲
一
一
七
頁
以
下
な
ど
が
あ
る
。

（
5
）  

例
え
ば
、
藤
本
哲
也
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
青
少
年
法
と
青
少
年
司
法
シ
ス
テ
ム
の
現
状
」
新
報
一
〇
三
巻
四
＝
五
号
（
一
九
九
七
）

一
六
三
頁
以
下
﹇『
刑
事
政
策
の
諸
問
題
』（
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
九
九
）
七
三
頁
以
下
所
収
﹈、
山
口
直
也
「
米
国
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
の
少
年
司
法
制
度
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
五
一
七
号
（
一
九
九
八
）
七
八
頁
以
下
、
高
橋
貞
彦
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
少
年
法
（
解
説
）

―
ト
ラ
プ
ス
キ
ー
の
家
族
法
・
第
二
章
」
近
法
四
七
巻
三
＝
四
号
（
二
〇
〇
〇
）
三
五
六
頁
以
下
、
千
手
正
治
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

に
お
け
る
児
童
・
青
少
年
の
犯
罪
行
為
」
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
九
三
号
（
二
〇
〇
三
）
二
三
頁
以
下
、
藤
本
哲
也
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る

青
少
年
司
法
の
歴
史
」
新
報
一
一
一
巻
三
＝
四
号
（
二
〇
〇
四
）
五
五
頁
以
下
、
同
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
『
児
童
、
青
少
年
及
び
そ



 

二
一
〇

の
家
族
法
』」
藤
本
編
著
『
諸
外
国
の
修
復
的
司
法
』・
前
掲
注
（
4
）
一
頁
以
下
、
な
ど
が
あ
る
。

（
6
）  Searle, W

., Court-im
posed fi nes: A

 survey of Judges 

（M
inistry of Justice, 2003

）, p. 3.
（
7
）  2002 N

o 9.

（
8
）  2002 N

o 10.

（
9
）  

解
説
し
た
も
の
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
司
法
省
著
・
高
橋
貞
彦
訳
「『
二
〇
〇
二
年
量
刑
判
決
法
』
と
『
二
〇
〇
二
年
パ
ロ
ー
ル

（
仮
釈
放
）
法
』
刑
事
司
法
制
度
を
改
革
す
る
こ
と
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
刑
事
裁
判
法
）」
近
法
五
一
巻
三
＝
四
号
（
二
〇
〇
四
）
四

三
頁
以
下
。
ま
た
、
千
手
正
治
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
社
会
内
処
遇
の
新
動
向

―
二
〇
〇
二
年
の
量
刑
法
に
お
け
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
内
量
刑
」
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
九
四
号
（
二
〇
〇
四
）
二
〇
頁
以
下
参
照
。Sentencing 

の
訳
は
、「
量
刑
」
と
す
る
こ
と
が
定
着
し
て
お

り
、
本
法
も
量
刑
全
体
を
取
扱
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、「
量
刑
」
と
訳
出
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
10
）  1985 N

o 120. 

そ
の
内
容
に
つ
い
て
解
説
し
た
も
の
と
し
て
、
佐
藤
繁
實
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
一
九
八
五
年
刑
事
裁
判
法
」
犯
非
七

二
号
（
一
九
八
七
）
一
七
九
頁
以
下
が
あ
る
。Crim

inal Justice 

の
訳
は
、「
刑
事
司
法
」
と
す
る
こ
と
が
定
着
し
て
お
り
、
本
法
も
刑

事
司
法
全
体
を
取
扱
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、「
刑
事
司
法
」
と
訳
出
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
11
）  ss. 26-28 of Crim

inal Justice A
ct 1985.

（
12
）  s. 166

（a

） of Sentencing A
ct 2002.

（
13
）  ss. 39-41 of Sentencing A

ct 2002. 

な
お
、
裁
判
所
は
、
罰
金
刑
の
帰
属
に
つ
い
て
、
国
庫
だ
け
で
な
く
、
一
つ
又
は
複
数
の
特

定
の
相
手
方
と
一
つ
又
は
複
数
の
特
定
の
支
払
場
所
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。s. 19

（1

）（c

） Crim
es A

ct 1961

（1961 N
o 43

）. 

具
体
的
に
は
、
慈
善
団
体
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。
罰
金
刑
が
被
害
者
に
帰
属
す
る
と
さ
れ
た
場
合
は
、
損
害
回
復
と
実
質
的
に
同
じ
役
割

を
担
う
こ
と
と
な
る
。

（
14
）  ss. 32-38 of Sentencing A

ct 2002.

（
15
）  ss. 45-54 of Sentencing A

ct 2002.

（
16
）  ss. 55-69 of Sentencing A

ct 2002. 

詳
し
く
紹
介
し
た
も
の
と
し
て
、
千
手
正
治
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
社
会
内
処
遇
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一

の
新
動
向

―
二
〇
〇
二
年
の
量
刑
法
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
量
刑
」
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
九
四
号
（
二
〇
〇
四
）
二
〇
頁
以
下
が
あ
る
。

（
17
）  ss. 81-86 of Sentencing A

ct 2002.
（
18
）  ss. 87-90 of Sentencing A

ct 2002.

（
19
）  ss. 97-99 of Sentencing A

ct 2002. 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
不
定
期
刑
」
関
法
五
八
巻
一
号
（
二
〇

〇
八
）
九
二
頁
以
下
参
照
。

（
20
）  ss. 112-123 of Sentencing A

ct 2002.

（
21
）  ss. 124-126 of Sentencing A

ct 2002. 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
更
生
保
護
法
は
保
護
観
察
の
特
別
遵
守
事
項
の
独
立
の
刑
事

制
裁
化
を
促
進
す
る
か

―
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
交
際
禁
止
命
令
を
素
材
に

―
」
関
法
六
〇
巻
二
号
（
二
〇
一
〇
）
一
頁
以
下
参
照
。

（
22
）  ss. 127-142 of Sentencing A

ct 2002.

（
23
）  A

bolition of the D
eath Penalty A

ct 1989

（1989 N
o 119

）. Repealed ss. 14-16 Crim
es A

ct 1961.

（
24
）  Law

rence, M
., Legal Studies 

―A
 First Book on N

ew
 Zealand Law

（5th E
dition

） （T
he D

unm
ore Press, 1998

）, 
p. 67.

（
25
）  s. 7

（1

） of Sentencing A
ct 2002.

（
26
）  s. 7

（2

） of Sentencing A
ct 2002.

（
27
）  s. 8

（a

）,（b

）,（f

）,（h

）,（i

）,（j

） of Sentencing A
ct 2002.

（
28
）  s. 9

（1

）,（4

）（a

） of Sentencing A
ct 2002.

（
29
）  s. 9

（2

）,（4

）（a

） of Sentencing A
ct 2002. 

但
し
、
善
意
で
医
療
目
的
の
た
め
に
薬
物
又
は
物
質
（substance

）
が
利
用
さ
れ

た
場
合
以
外
で
、
犯
罪
遂
行
時
に
ア
ル
コ
ー
ル
又
は
あ
ら
ゆ
る
薬
物
若
し
く
は
物
質
の
自
発
的
な
消
費
又
は
使
用
に
よ
り
犯
罪
者
が
影
響

を
受
け
て
い
た
と
き
に
は
、
知
的
能
力
又
は
理
解
力
の
低
下
を
減
軽
事
由
と
し
て
考
慮
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。s. 9

（3

） of Sentencing 
A
ct 2002.

（
30
）  s. 10

（1

）,（3

） of Sentencing A
ct 2002.



 

二
一
二

（
31
）  s. 10

（2

） of Sentencing A
ct 2002. 

賠
償
な
ど
の
実
現
が
完
了
し
た
上
で
刑
事
制
裁
の
賦
科
又
は
そ
の
程
度
を
決
定
す
る
た
め
に
、

裁
判
所
は
賠
償
な
ど
の
実
現
が
完
了
す
る
ま
で
量
刑
判
断
を
行
な
わ
な
い
こ
と
が
で
き
る
と
も
さ
れ
て
い
る
。s. 10

（4

） of Sentencing 
A
ct 2002.

（
32
）  s. 8
（c
）,（d

）,（e

）,（g

） of Sentencing A
ct 2002.

（
33
）  

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
刑
事
裁
判
の
流
れ
に
つ
い
て
簡
潔
に
述
べ
た
も
の
と
し
て
、Law

rence, supra note 24, at 60-62. 

ま
た
、

道
谷
卓
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
刑
事
手
続
に
つ
い
て
」
大
阪
経
法
大
法
研
紀
要
二
五
号
（
一
九
九
七
）
七
五
頁
以
下
、
七
八
―
八
二
頁
。

（
34
）  ss

．3-11H
, 28A

-28J of D
istrict Courts A

ct 1947

（1947 N
o 16

）; ss. 3-9 of Justices of the Peace A
ct 1957

（1957 
N
o 89

）; s. 17 of Juries A
ct 1981

（1981 N
o 23

）.

（
35
）  ss. 3-27 of Judicature A

ct 1908

（1908 N
o 89

）; ss. 361A
-361C of Crim

es A
ct 1961; s. 17 of Juries A

ct 1981.

（
36
）  ss. 57-63 of Judicature A

ct 1908.

（
37
）  ss. 6-32 of Suprem

e Court A
ct 2003

（2003 N
o 53

）.

（
38
）  Law

rence, supra note 24, at 62.

（
39
）  Law

rence, supra note 24, at 62.

（
40
）  2003 N

o 53.

（
41
）  s. 26

（1

） of Crim
inal Justice A

ct 1985.

（
42
）  s. 26

（3

） of Crim
inal Justice A

ct 1985.

（
43
）  1993 N

o 43.

（
44
）  s. 11 of Crim

inal Justice A
ct 1985.

（
45
）  H

odge, W
. C., D

oyle and H
odge Crim

inal Procedure in N
ew

 Zealand T
hird E

dition

（Law
 Book Com

pany, 1991

）, 
p. 

175; 
M

inistry 
of 

Justice 
Crim

inal 
Justice 

Policy 
Group, 

R
eview

 
of 

M
onetary 

Penalties 
in 

N
ew

 
Zealand 

（M
inistry of Justice, 2000

）, pp. 31, 104-105.
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（
46
）  M

inistry of Justice Crim
inal Justice Policy Group, supra note 45, at 23-24.

（
47
）  Searle, supra note 6, at 1-2. 

最
新
の
数
値
を
入
手
し
よ
う
と
試
み
た
が
、
近
時
、
罰
金
刑
の
数
値
と
被
害
弁
償
の
数
値
な
ど
が
金

銭
的
制
裁
全
体
の
数
値
と
し
て
ま
と
め
て
公
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
個
別
の
数
値
を
入
手
で
き
な
か
っ
た
（
以
下
、
本
章
に
お

い
て
同
じ
）。

（
48
）  1996 N

o 13.

（
49
）  Searle, supra note 6, at 2-3.

（
50
）  Searle, supra note 6, at 11-35.

（
51
）  Searle, supra note 6, at 3, 36.

（
52
）  Searle, W

. et al., T
alking about sentences and crim

e: T
he view

s of people on periodic detention 

（M
inistry of 

Justice, 2003

）, pp. 60-61.

（
53
）  M

inistry of Justice Crim
inal Justice Policy Group, supra note 45, at 24-25.

（
54
）  Searle, supra note 6, at 11.

（
55
）  s. 13

（1

） of Sentencing A
ct 2002.

（
56
）  s. 13

（1

）（a

）-（d

） of Sentencing A
ct 2002.

（
57
）  s. 14

（1

） of Sentencing A
ct 2002.

（
58
）  s. 14

（2

） of Sentencing A
ct 2002.

（
59
）  Searle, supra note 6, at 39.

（
60
）  

従
来
、
定
額
罰
金
制
度
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、「
定
額
」
と
す
る
と
、
一
律
の
額
が
科
さ
れ
る
か
の
よ
う
な
誤
解
を
招
き
か

ね
な
い
た
め
、
実
態
に
即
し
て
、「
総
額
」
の
語
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

（
61
）  

詳
細
に
検
討
し
た
も
の
と
し
て
、
例
え
ば
、
牧
野
英
一
「
罰
金
日
割
制
に
つ
い
て
（
一
）」
季
刊
刑
政
六
巻
二
号
（
一
九
五
八
）
三
九
頁

以
下
、
同
「
同
・（
二
、
完
）」
六
巻
三
号
（
一
九
五
八
）
二
七
頁
以
下
、
平
野
龍
一
「
日
数
罰
金
と
罰
金
分
納
」
警
研
三
二
巻
五
号
（
一



 

二
一
四

九
六
一
）
三
七
頁
以
下
〔『
犯
罪
者
処
遇
法
の
諸
問
題　

付
・
死
刑　

増
補
版
』（
有
斐
閣
、
一
九
八
二
）
所
収
、
一
四
五
頁
以
下
〕、
森
下

忠
『
刑
法
改
正
と
刑
事
政
策
』（
一
粒
社
、
一
九
六
四
）
四
五
頁
以
下
、
宮
澤
浩
一
「
日
数
罰
金
制
の
意
義
と
現
実

―
西
ド
イ
ツ
の
新
刑

法
典
を
中
心
に
し
て

―
」
四
九
巻
一
号
（
一
九
七
六
）
六
一
頁
以
下
、
坂
田
仁
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
罰
金
制
度
の
沿
革

―
日

数
罰
金
を
中
心
に

―
」
法
研
六
三
巻
四
号
（
一
九
九
〇
）
二
〇
頁
以
下
、
井
田
良
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
日
数
罰
金
刑
」
森
下
忠
先
生
古

稀
祝
賀
『
変
動
期
の
刑
事
政
策　

下
巻
』（
成
文
堂
、
一
九
九
五
）
七
〇
三
頁
以
下
な
ど
が
あ
る
。

（
62
）  

一
九
九
二
年
に
導
入
さ
れ
た
が
、
一
年
を
経
ず
し
て
廃
止
さ
れ
た
。
詳
細
に
検
討
し
た
も
の
と
し
て
、
例
え
ば
、
瀬
川
晃
「
イ
ギ
リ
ス

の
単
位
罰
金
制
度
の
成
立
と
廃
止
」
同
法
四
五
巻
六
号
（
一
九
九
四
）
一
頁
以
下
〔『
イ
ギ
リ
ス
刑
事
法
の
現
代
的
展
開
』（
成
文
堂
、
一

九
九
五
）
所
収
、
一
二
三
頁
以
下
〕、
奥
村
正
雄
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
単
位
罰
金
制
度
の
仕
組
」
同
法
四
五
巻
六
号
（
一
九
九
四
）
一
八

頁
以
下
、
青
木
紀
博
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
単
位
罰
金
制
度

―
導
入
の
経
緯
に
つ
い
て

―
」
同
法
四
五
巻
六
号
（
一
九
九
四
）
四
二

頁
以
下
な
ど
が
あ
る
。

（
63
）  M

inistry of Justice Crim
inal Justice Policy Group, supra note 45, at 104.

（
64
）  M

inistry of Justice Crim
inal Justice Policy Group, supra note 45, at 104-107.

（
65
）  M

inistry of Justice Crim
inal Justice Policy Group, supra note 45, at 108. 

隣
国
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
い
て
も
、
消
極

的
な
見
方
が
強
い
よ
う
で
あ
る
。See Edney, R., et al., A

ustralian Sentencing: Principles and Practice

（Cam
bridge 

U
niversity Press, 2007

）, p. 366.

（
66
）  s. 40

（1

）,（2

） of Sentencing A
ct 2002. s. 27

（1
） of Crim

inal Justice A
ct 1985

も
同
様
の
規
定
を
有
し
て
い
た
。

（
67
）  s. 40

（4

） of Sentencing A
ct 2002.

（
68
）  s. 39

（1

）,（2

）,（3

） of Sentencing A
ct 2002.

（
69
）  s. 39

（4

） of Sentencing A
ct 2002; s. 7

（1

）（b

）（
ⅱ
）,（2
）（b
） of Sum

m
ary Proceedings A

ct 1957

（1957 N
o 87

）.

（
70
）  s. 28F

（1

）,（2

）（b

）,（3

）,（4

）（a

）（
ⅱ
） of D

istrict Courts A
ct 1947.

（
71
）  s. 41

（2

） of Sentencing A
ct 2002; s. 82

（1

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.
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（
72
）  s. 41

（3

） of Sentencing A
ct 2002; s. 82

（1

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.
（
73
）  s. 41

（1

） of Sentencing A
ct 2002.

（
74
）  s. 82

（5

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
75
）  s. 82
（2

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
76
）  s. 42 of Sentencing A

ct 2002.

（
77
）  s. 82
（2
） of Sum

m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
78
）  s. 42 of Sentencing A

ct 2002.

（
79
）  s. 80 of Sum

m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
80
）  s. 83

（1

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
81
）  s. 19

（1

）（a

） of Crim
es A

ct 1961; s. 81

（1

）（a

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
82
）  s. 19

（1

）（b

） of Crim
es A

ct 1961; s. 81

（1

）（b

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
83
）  s. 84

（1

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
84
）  s. 19

（2

） of Crim
es A

ct 1961; s. 81
（2
） of Sum

m
ary Proceedings A

ct 1957. See ss. 86

（4

）, 86A

（6

） of Sum
m
ary 

Proceedings A
ct 1957.

（
85
）  

「
徴
収
金
に
つ
い
て
納
付
義
務
者
か
ら
納
付
す
べ
き
金
額
の
一
部
に
つ
き
納
付
の
申
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
徴
収
主
任
は
、
事
情
を
調
査

し
、
そ
の
事
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
一
部
納
付
願
を
徴
し
て
検
察
官
の
許
可
を
受
け
る
」（
徴
収
事
務
規
程
一
六
条
前
段
）、「
前
条

前
段
の
規
定
は
，
徴
収
金
に
つ
い
て
納
付
義
務
者
か
ら
納
付
延
期
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
準
用
す
る
」（
同
規
程
一
七
条
一
項
本
文
）。

（
86
）  http://w

w
w
.justice.govt.nz/m

inistry/collections.htm
l.

（
87
）  s. 85

（1

）,（2

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
88
）  s. 19C

（1

） of Crim
es A

ct 1961.

（
89
）  s. 19C

（1

） of Crim
es A

ct 1961.
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（
90
）  s. 19D

 of Crim
es A

ct 1961.
（
91
）  s. 19D

（1

） of Crim
es A

ct 1961; s. 88

（3

）（h

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.
（
92
）  s. 88B of Sum

m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
93
）  
拙
稿
「
ハ
ン
ス
・
ヴ
ー
ン
・
フ
ー
フ
ァ
ル
『
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
罰
金
刑
の
不
払
に
対
す
る
拘
禁
刑
』」
関
法
五
五
巻
六
号
（
二
〇

〇
六
）
二
〇
一
頁
以
下
、
二
〇
六
―
二
〇
七
頁
。

（
94
）  s. 19D

（1
） of Crim

es A
ct 1961; s. 88

（3

）（fb

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
95
）  s. 88

（3

）（g
） of Sum

m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
96
）  s. 86

（1

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
97
）  s. 86A

（1

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
98
）  s. 86A

（2

）（b

）,（3

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
99
）  s. 87A

（2

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
100
）  s. 87A

（1

）（b

）,（c

）,（f

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
101
）  s. 87A

（1

）（a

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
102
）  s. 87A

（1

）（a

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
103
）  ss. 83

（2

）（c

）, 87B

（1

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
104
）  ss. 87

（1

）（c

）, 88

（3

）（a

）,（f

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
105
）  ss. 87

（1

）（c

）, 87B

（2

）,（3

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
106
）  s. 87J

（1

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
107
）  s. 87F

（1

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
108
）  s. 87B

（5

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
109
）  s. 87B

（4

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.
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七

（
110
）  ss. 87

（2

）, 87D

（1

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.
（
111
）  s. 87D

（2

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.
（
112
）  s. 87C

（3

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
113
）  s. 87C

（4

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
114
）  s. 87C
（1

）,（2

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
115
）  s. 87H
（1
） of Sum

m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
116
）  s. 87H

（2
） of Sum

m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
117
）  s. 87H

（3

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
118
）  s. 87G of Sum

m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
119
）  s. 87I of Sum

m
ary Proceedings A

ct 1957. 

制
裁
金
の
額
は
、
原
則
と
し
て
、
未
控
除
額
の
一
〇
％
と
五
Ｎ
Ｚ
Ｄ
（
約
三
〇
〇

円
）
の
大
き
い
ほ
う
と
さ
れ
、
未
払
期
間
一
月
に
つ
き
二
％
と
一
Ｎ
Ｚ
Ｄ
（
約
六
〇
円
）
の
大
き
い
ほ
う
が
加
算
さ
れ
る
。s. 87I

（2

）,

（3

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
120
）  s. 87I

（5

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
121
）  s. 19B of Crim

es A
ct 1961.

（
122
）  s. 19D

 of Crim
es A

ct 1961.

（
123
）  s. 88

（3

）（fa

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957; s. 96A
 of D

istrict Courts A
ct 1947.

（
124
）  ss. 83

（2

）（a

）, 87

（1

）（a

）, 88

（3

）（a

）,（f

）, 93, 94
（1

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
125
）  s. 94

（5

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
126
）  s. 94

（4

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
127
）  1999 N

o 126.

（
128
）  s. 94A

（1

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.



 

二
一
八

（
129
）  s. 94A

（2

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.
（
130
）  s. 94

（3

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.
（
131
）  s. 94B

（1

）,（2

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
132
）  s. 94B
（5

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
133
）  s. 94B
（3
） of Sum

m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
134
）  s. 94B

（4
） of Sum

m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
135
）  s. 102 of Sum

m
ary Proceedings A

ct 1957. 

資
産
の
差
押
え
又
は
そ
の
後
の
処
置
に
関
す
る
行
為
か
ら
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て

も
、
同
様
に
個
人
と
し
て
責
任
を
負
わ
な
い
。

（
136
）  s. 95 of Sum

m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
137
）  s. 95 of Sum

m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
138
）  ss. 87

（2

）, 94

（2

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
139
）  s. 98 of Sum

m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
140
）  s. 100 of Sum

m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
141
）  ss. 96

（1

）, 97 of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
142
）  s. 96

（3

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
143
）  s. 97 of Sum

m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
144
）  s. 99 of Sum

m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
145
）  s. 101 of Sum

m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
146
）  ss. 87

（1

）（b

）, 88

（3

）（a

）,（f

）, 105

（1

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
147
）  s. 79 of Sum

m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
148
）  s. 105

（3

）,（5

）,（6

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.



第
六
章　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
罰
金
刑
の
徴
収
及
び
執
行 

二
一
九

（
149
）  s. 87A

A

（1

）,（2

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.
（
150
）  s. 105

（4

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.
（
151
）  ss. 103

（1

）, 104 of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
152
）  s. 104A

 of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
153
）  s. 106
（1

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
154
）  ss. 87
（2
）, 106

（2

）,（3

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
155
）  s. 106

（6
） of Sum

m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
156
）  s. 106A

（1

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
157
）  s. 106A

（2

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
158
）  s. 19B of Crim

es A
ct 1961.

（
159
）  s. 19D

 of Crim
es A

ct 1961.

（
160
）  s. 19E

（1

） of Crim
es A

ct 1961.

（
161
）  s. 19D

A

（1

） of Crim
es A

ct 1961.

（
162
）  s. 19D

A

（2

） of Crim
es A

ct 1961.

（
163
）  s. 19D

A

（4

） of Crim
es A

ct 1961.

（
164
）  s. 19D

A

（3

） of Crim
es A

ct 1961.

（
165
）  s. 19D

A

（5

） of Crim
es A

ct 1961.

（
166
）  s. 19D

A

（7

） of Crim
es A

ct 1961.

（
167
）  s. 19D

A

（6

）,（7

） of Crim
es A

ct 1961.

（
168
）  s. 19E

（2

） of Crim
es A

ct 1961.

（
169
）  s. 19E

（3

） of Crim
es A

ct 1961.



 

二
二
〇

（
170
）  ss. 83

（2

）（b

）, 88

（1

）,（3

）（b

）,（f

）,（3A
A
A

）, 106E

（3

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957. 

地
域
治
安
判
事
は
拘

禁
命
令
が
適
用
可
能
で
必
要
で
あ
る
と
思
料
す
る
場
合
、
地
方
裁
判
所
判
事
に
事
件
を
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。s. 88

（3A
A
A

） 
of Sum

m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
171
）  s. 88
（1A

）,（1B

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957. See s. 102B of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
172
）  s. 102A
（1
） of Sum

m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
173
）  s. 102A
（2
） of Sum

m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
174
）  s. 89

（1

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
175
）  ss. 88

（3

）（c

）, 106E
（1

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
176
）  s. 90 of Sum

m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
177
）  s. 88

（3A
A

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
178
）  ss. 83

（2

）（b

）,（3A

）, 92 of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
179
）  ss. 83

（3

）, 106E

（2

）,（5

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
180
）  s. 89

（2

）,（3

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
181
）  s. 91

（1

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
182
）  s. 92 of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
183
）  s. 91

（3

）,（4

） of Sum
m
ary Proceedings A

ct 1957.

（
184
）  s. 106F of Sum

m
ary Proceedings A

ct 1957.




